
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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◆プロローグ









　その年の文化祭、体育館は満員の観客で膨ふくれ上がっていた。

　有志生徒によるこの『パフォーマンス大会』は、文化祭のちょっとしたおまけの企き画かくとは思えないくらい、毎年注目度が高かった。

　舞ぶ台たい演出も凝こっていて、絢けん爛らん豪ごう華かな無数のライトがステージを照らしている。

　そんな、プロ並みの演出がされる中、出場者は高校生ばかりなので、当然のことながら、素人しろうとに毛が生えた余興程度の演だし物ものしか出てこない。

　それでも、ダンスなり、流行はやりの歌なり、グリーもどきの合唱なり、有名バンドのコピーなり、出場者は思い思いに自分を表現していたし、観客もそんな熱気を楽しんでいた。

　それぞれパフォーマンスの種類は違ちがっても、出場者がやっているのは、あくまで何かの「模も倣ほう」。よく言えばものまねであり、悪く言えばオリジナリティ皆かい無むなパクリだった。イチから自分たちで作り上げたような演し物は一つもない。

　逆に、だからこそ、それらを初めて目にした観客たちも、「理解できる」ものだった。

『ああ、あれね！　ああいうのやりたいのね！　へー、結構似てんじゃん？　ウケる！』

　どこかで目にして知っているからこそ、みんなイメージを共有できて、オリジナルと比べることで、楽しむことができていた。

　そんな、同じイメージを共有すること前提で楽しむ場は、あいにく、ぼっちの俺にとって、居い心ごこ地ちの悪さしか感じられなかった。

　完全な失策だ。人がたくさんいる場所に紛まぎれ込めばぼっちとして白い目で見られなくて済むぞ！　という安易な考えで、こんな陽ようキャ揃ぞろいのライブ会場になんて来るんじゃなかった……。ぼっちは吸きゆう血けつ鬼きと同じで、眩まぶしい場所が苦手なのだ。

　ただ、俺は何も、ぼっち対策のためだけに、ここへ来たわけじゃない。

　お目当ては、別にあった。

　観客の熱ねつ狂きようは、彼女がステージに登場した時、最高潮に達した。

　そう、俺──廻まわ裏りメグルは。

　彼女──炬こ詠よみ燦さん心ごがどんなパフォーマンスをするのか、気にしていたのだ。

　炬詠燦心は、ちょっと別格だった。

　腰に届く長さの栗くり色いろの髪かみは、たった一歩足を動かすだけで、生命力と若さを象しよう徴ちようするようにサラリと優ゆう雅がに揺ゆれた。

　白い肌はだには荒あれの気配はなく、大きな瞳ひとみは黒く澄すんでいて、いつでも潤うるんでいるみたいに輝かがやいていた。

　体のパーツのどこを取り上げても、俺たちと同じ生き物とは思えないくらい洗練されていて、超ちよう高画質テレビに日々さらされている芸能人と比べても、まったく見み劣おとりしないんじゃないかってレベルの美少女だった。

　当然、男女問わず、みんなの憧あこがれだ。

　あらゆる意味で、今後、俺みたいなぼっちと絡からむ機会はない存在である。

　いや、一つ共通点があった。

　同じクラスだ。

　……まあ、それだけ。

　別にいいんだけどね？　俺、みんなが夢中になっているほどには、炬詠燦心のファンでも信者でもないし？　ていうか俺にはもっと夢中になってる女の子いるし？　炬詠燦心は精せい々ぜい二番手ってとこ。向こうが頭下げて交際を申し出てきたら付き合ってやらんでもないぞ。うむ。俺ったら心優やさしいんだ。

　ステージの中央に進み出た彼女の右手には、マイクがあった。

　俺たちの注目を一身に浴びた彼女は、マイクを口元に寄せる。

　炬詠燦心は、当日どんなパフォーマンスをするのか、親しい連中にすら秘密にしていたようだ。もちろん、俺も知らない。

　まあ人気者なだけに、尖とがったことはしないだろう。ああいうタイプは案外周囲のウケを気にしているからな。炬詠燦心の友達のリア充じゆう連中によると、炬詠燦心はみんなとカラオケに行った時、その歌唱力を絶賛されていたらしいから、歌でも歌うんだろうな。愛だの恋こいだの会いたいだの、カイジの兵○会長が嫌けん悪おするタイプのポップなミュージックだ。アニソン歌えや。今どきのアニソンはそこらのじぇーぽっぷよりずっと挑ちよう戦せん的な楽曲をリリースし続けているんだからな。アニソンはいいぞ。世界中の俺たちにも存在を知られている。

　無難すぎてつまらんですなぁ、とは思うものの、歌い手はみんな大好き炬詠さんだ。ただ上手うまいだけのカラオケ楽曲だろうが、絶賛の嵐あらしに決まっている。人気者はリスク取らねえからつまらんのだ。さて、スマホを録音モードにするか。炬詠燦心の生ボイスを録音して夜中聞くためにな。

「オーケー。じゃ、陽ひ菜な、トラックを流して！」

　普ふ段だんの見慣れた人ひと懐なつっこい態度を見せる燦心が、後方に指示を送る。

　炬詠の後ろ、ステージの奥の方にずっと控ひかえていた女の子がコクリと頷うなずく。教きよう卓たくめいた台に置いた大きめのタブレットをいじっていて、何やら操作をした。すると、タブレットに繫つながっているらしい機材からオンガクが流れてくる。




【うちら参上。まるで深夜のダンジョン──】




　ん？　って思ったよ。この時点でね。

　周りの観客も、あれ？　なんか思ってたのと違うっぽいぞ？　って思ったはず。




【──みたいに感情／むき出しで披ひ露ろう。ていうか見ろ。しょせん見み様よう見み真似まね／だけどこっちは命がけ。練習した成果、実るよう祈いのるだけ。これでも案外器用だぜ？】




　身み振ぶり手振りとともに、ノリノリな炬詠燦心がパフォーマンスする一方で。

　戸と惑まどいの嵐が、観客を襲おそった。




【ここにいる大観衆。とにかく集まってくれてマジサンキュー。誰だれも来なけりゃ最悪。でもマイナス／なことばっか考えてたら訪おとずれない感動のファイナル。ここに立つだけで多量の快楽。観客と味わう／ために愛あるレスポンスバンバンちょうだい。絶対後こう悔かい／させないくらい、このネタ披露会／伝説にしてみせるから！】




　燦心が選んだのは、確かに「歌」だった。

　けれど、ダジャレ……いや、ラップだった。

　俺も、周囲の観客も、ポカーンと口を開けて見守るしかなかった。俺を含ふくめて、誰も彼女がラップをするなんて知らなかったし、どう反応していいものかわからなかった。みんな、ナマでラップを聞くのなんて初めてだっただろうし。せめて歌モノの中にラップをアクセントとして加え上手くポップミュージックに昇しよう華かさせたジェネレーションだとかランペイジだとかそんな霊れい長ちよう類るいヒト科エグザイル形式なら理解できる観客は大勢いただろうけれど、ラップオンリーでゴリ押しされたら、誰だって混乱する。なんていうの？　当然カレーが来ると思っていたら福ふく神じん漬づけだけがやってきた、みたいな。それ必要かもだけどさ、メインじゃなくてオマケでしょ？　どうしてメインディッシュでござい、なんて顔してそれ出してくるの？　って戸惑うと思う。それと同じ。

　炬詠燦心、超やべえ。悪い意味で。

　この時俺は、ますます彼女を遠い存在に感じた。

　けれど観客は、次し第だいに盛り上がりを見せ始めた。

[image: ]

　炬詠燦心のミラクルパフォーマンスにより、みんながラップを理解したわけじゃない。

　それはひとえに、彼女が超絶頭おかしいレベルで人気があるからこそできた奇き跡せきだった。

「人気者の炬詠燦心がやっている」のだから、ラップだろうが何だろうが、結局は盛り上がるに決まっている。

　沸わき上がる観客に囲まれながら、俺は思った。

　愚ぐ民みんどもが救世主にすがるのは、時や場所を超えて、いつだって同じなのだ。

　カリスマの一挙手一投足にひたすら従うだけの、意思なき無む知ち蒙もう昧まいで愚おろかな連中に囲まれるカルト宗教な状じよう況きようの最中、俺は改めて、今後、炬詠燦心と関かかわることはあるまい、と感じた。

　ていうか俺、ぼっちだし。

　集団に群れる誘ゆう惑わくを跳はね除のけ、空くう虚きよな友情や愛情に惑まどわされることのない強きよう靭じんな意志を持った俺もまた、カリスマと言えよう。黒のカリスマだ。

　両りよう雄ゆう並び立たず。

　カリスマは二人もいらないってことさ。




　そんなことを思っていたのが、去年……高校一年の秋のことだった。








◆第一章　陰いんとＹＯ！









　俺はメモ魔まである。

　とあることが記された、手帳サイズのノートを常に持ち歩いている。

　俺はそれを……『黒の書ブラツク・バイブル』と呼んでいた。

　その名の通り、日ひ頃ごろ感じた気に入らないこと、気に入らない人について、言いたい放題の悪口が書かれているいわくつきの書である。ジャ○ニカ学習帳に書いてカムフラージュしていた。表紙には鮮あざやかなひまわりが咲さいている。

　高二の春を迎むかえても、一年生の頃ころから引き続きぼっちの俺は、悪口を書き殴なぐっても何ら良心の呵か責しやくを覚えない相手ことリア充へのヘイトをせっせと書き溜ためていた。

　教室だろうがどこだろうが平気で書く。だって、ぼっちの俺が何をしているのかなんて、みんな気にしないもんね。幸い俺は、空気みたいに扱あつかわれている地味なタイプのぼっちなので、いじめの対象になるほどの存在感すらなかった。

『黒の書』に登場する回数が最も多いのは、学校一の人気者にして清純派として定評がある、炬こ詠よみ燦さん心ごである。

　炬詠燦心とは一年の頃から同じクラスなのだが、嫌いやがらせの類たぐいをされたことなんて一度もない。

　俺のようなヤツが相手でも、すれ違うだけで笑え顔がおで挨あい拶さつをしてくれた時もある。誰が相手でも嫌な顔をすることなく笑顔で接してくれる姿は、大天使そのものだった。

　だからこそ、俺は炬詠燦心に対する暴言を、『黒の書』に記録する。

　炬詠燦心の存在は、俺にとってあまりに眩しすぎるのである。

　手が届かない相手だとわかっているからこそ悪く言う。何かの拍ひよう子しに好きになっちゃったらマズいからな。どうせ炬詠燦心は、俺とは対極なリア充じゆう男子においしくいただかれてしまう運命なのさ。

　彼女は、去年、みんなの前で、ガチなラップをした。

　女の子がラップなんぞにハマる理由は決まっている。

　男の影えい響きようだ。

　車やバイクや古いロックなどなど、これら男臭くさい趣しゆ味みを好む女子は、みーんな好きな男の深い影響下にある証明なのだ。統計を取ったことはないが、そうに決まっている。ラップ好きは特にヤバい。不良文化の強い音楽だからな。そんなものに影響されるのは、同じようにシンパシーを感じているワルだけ。炬詠燦心は天使のフリをした堕だ天てん使しである可能性も十分にある。

　くくく……炬詠燦心め、俺に悪口を書かれているとも知らないで、窓の外を眩しそうに見ていやがる。なんて絵になる……いや、計算高いあざとい女なんだ。退たい屈くつな教室とは違ちがうここではないどこか、への憧れアピールですか？　お前は今、教室どころか俺の脳内に閉じ込められているんだからな。

「──おい、廻まわ裏り！　ニヤニヤするな。授業中だぞ」

　無法の限りを尽つくしていた脳内俺は、ベテラン老教師の一いつ喝かつで粉々になった。普段クッソ地味なくせにこういう時だけ目立ったことで、リア充グループを中心にクスクス笑いが漏もれた。

「廻裏～、いやらしいことでも考えてたんじゃね？」

　隣となりの席の、思想も信条も薄うすっぺらそうなリア充が、ニヤニヤしながら小声で話しかけてくる。当然、この男とは仲良くなんかない。人間とアウストラロピテクスで会話が成立するはずがないのだから。

「やっぱ炬詠のことか～？」

　男同士の秘密にしといてやるぜ、とばかりに片目を閉じつつ声を潜ひそめて訊たずねてくる。

「いや、俺は……別にそんなんじゃなくて」

　半分図星なだけに、露ろ骨こつに戸惑う俺。得意のポーカーフェイスは、どうしてこういう時だけ作動しないのか。もっとバシッと否定したいのが……。

「廻裏だけじゃなくヤスカワも！　授業中に私語をするな。二人とも、廊ろう下かに立つか？」

「せんせー、それ昭和すぎねっすか？」

　挙手をして教師を茶化すチャラ男ヤスカワ。この男は、こんな態度でも許されるキャラで通っているので、老教師もそれ以上追つい及きゆうしなかった。やれやれ、一件落着。

「で、廻裏はどうする？　廊下に立つか？」

　いや、おかしくね？　チャラ男の茶化しで終わった話じゃね？　ていうか冗じよう談だんじゃなくてガチなの？

　老教師はわざわざ俺の目の前にやってきて言うものだから、過度な圧を感じて、答えにくくなってしまう。

　そんな時だ。

　どれだけ喧けん騒そうの最中にいても、問題なく聞き取れる澄すんだ声を、ヤツが発したのは。

「──先生、もうすぐ休み時間入っちゃいますよー？　今日中にこの単元終わらせるって、張り切ってたじゃないですか？」

　窓まど際ぎわの席の炬詠燦心だった。陽ひの光を浴びて、栗くり色いろの髪かみが一層輝かがやきを増している。

「……そうだな。炬詠はおれの言うことをよく聞いているようだ。お前も見習え」

　炬詠燦心の鶴つるの一ひと声こえで、教師は俺を無視してさっさと授業に戻もどっていく。この教室の支配者は教師ではなく炬詠燦心なのだと、皆みなが再さい認にん識しきした瞬しゆん間かんだった。

「やっぱスゲーよな。炬詠はよー。オレ、あいつと一いつ緒しよのクラスでよかったー。これ炬詠と付き合える可能性もワンチャンあるってことだよな？」

　チャラいヤスカワは、またもひそひそ声で話しかけてくる。

『お前、炬詠と同じリア充グループだけど、毎回空回って今じゃすっかりお笑いキャラになってるから、恋れん愛あい対象として見られてる可能性皆かい無むだぞ』

　なんて軽口を返したかったけれど、普ふ段だんほぼ話をしない相手なので。

「ああ……そうなんじゃないの」

　ぽつりとつぶやくことしかできなかった。

　つーかまた教師に見つかったら面めん倒どうだしさ。




　　　　★




　図書室にほど近く、渡わたり廊下のベンチが並べてある静かなスペースでぼっち飯を終えた俺は、予よ鈴れいが鳴るまでまだ時間があったので、スマホの電子書しよ籍せきアプリを開いた。

　大人気日常系４コママンガ、『きらめきびーんず！』を読むためだ。

　通つう称しよう、『きら豆』。

　毎日のように目を通している神作品だ。

　近々アニメ化するらしく、ネット上では早くも、大ヒット間ま違ちがいなし！　と太たい鼓こ判ばんを押されている。

　メインキャラは、この手のマンガにありがちな女子高生の四人組なのだが、中でも俺は『東あずまアズキ』こと『あずあず』がお気に入りだった。

　炬詠燦心はあずあずに似ている。二次元と三次元の違いがあるから、見た目ではなく、雰ふん囲い気きが。

　俺の青春は、魅み力りよく的な女子高生四人が織りなすこの神作品の中にあるわけだ。ぼっちだろうと、『きら豆』さえあれば十分だった。

　だというのに……面倒なことが起きた。

　教室に戻って憂ゆう鬱うつになる前に、ちょっと一筆書いとくか、と、『黒の書』を懐ふところから取り出そうとした時だ。

　いつも胸ポケットにあるはずの、『黒の書』がどこにもなかった。

　どこかに落としたか？　と思い、一いつ旦たん渡わたり廊下のベンチまで戻ったのだが、『黒の書』を見つからず。

　それほど焦あせりは感じなかった。『黒の書』は、表向きジャポニ○学習帳ということになっているので、「ねん」と「くみ」と「おなまえ」を書く欄らんが用意されているのだが、大手文具店の思おも惑わくに乗りたくない反権力な俺は、無防備に身分を明らかにすることを避さけていた。たとえ誰だれかに拾われようとも、俺のものとはバレないわけだ。

　それでも、書かれている内容を考えると、手元にないのは落ち着かなかった。

　そんなわけで、自分の席の机の中で『黒の書』を見つけた時は、安心してしまった。

「『黒の書』を取り出して、書き込んで、また戻す」という一連の動作は、今や無意識でできるくらい習慣化されている。それだけに、ちょっとした出来事が原因でイレギュラーを起こすことだってある。書き込みをした後、ポケットに戻さず机の中に入れてしまうことだってあるだろう。きっと、昼休みだからといって大おお騒さわぎを始めるリア充に気を取られて、ついつい『黒の書』を机に押し込んでしまったのだ。相変わらず、リア充って連中はろくな事をしねえ。

　さて、俺を不安にさせた報むくいを受けてもらおうかなー、なんて思いながら、書き込みという名の制裁を加えるべく、『黒の書』の白いページを開いた時だ。




──『廻裏くん、ごめんね、ノート落ちてたから拾ったんだけど、中身見えちゃった。今日の放課後、旧社会科準備室で待ってまーす』




　俺以外の何者かによって書かれた、可愛かわいらしい丸文字の一文に、俺は戦せん慄りつした。




　　　　★




　その日の放課後。

　俺は、ノート経由で脅おどされた通り、西校舎三階の端はじっこにある、旧社会科準備室にいた。

　現在使われていないこの教室は、本来の教室の半分程度しかないのに、積み上げられた机や椅い子すの「要塞」があり、使われなくなった教材が奥に押し込まれていて、ただでさえ狭せま苦くるしい部屋をいっそう息苦しくしている。

　バカ正直にここに来てしまったのにも理由がある。

　簡単だ。逃にげたら袋ふくろ叩だたきにされるに決まっているし、どうせ逃げられないからだ。『黒の書』の創造神が俺だと知られた今、もはや逃げ切ることは不可能なのだ。

　もちろん冷静でいられるはずもなく、今に至るまでずっと生きた心ここ地ちがしていない。

　何者かの文面は丸文字だったけれど、女子が書いたとは限らない。

　ノートを発見したのは集団であり、俺をおびき出しやすいように、女子に依い頼らいして一筆書いてもらったのだ。俺を呼び出した犯人は複数で、かつ、全員男子という可能性が高い。

　あいつら本当に心が狭せまいな。仕返しに暴力を使うなんて。俺はあくまで、ペンで書いただけのこと。嫌いやなら見なければいいだけの話。勝手に見ておいてブチギレるんじゃないよ。リア充ってのは自分勝手なやつばかり！　いやあんなっちゃう。

　などと、恐きよう怖ふを怒いかりでごまかそうと頑がん張ばっていた時だった。

　ガラリと扉とびらを開け、現れたのは。

　なんとまあ、大天使炬詠燦心だった。

　心優やさしき天使にして、俺みたいな最底辺にもそれなりに優しさを振ふりまいてくれる炬詠燦心が現れたことで、俺の恐怖は安心へと転じた。

　でかした、大天使。どうしてこんなブタ小屋同然の汚きたねえ部屋にやってきたのかわからないけれど、炬詠燦心の存在は、リア充ＤＱＮの暴力に対する抑よく止し力りよくになる。

　ＤＱＮ男子ではなく、炬詠燦心が俺をここに呼び出した？

　まさか。炬詠燦心は大天使なので、仮に『黒の書』を拾ったとしても、黙だまって机の中に戻してくれるタイプだ。間違っても、こんな汚え部屋に呼び出すような回りくどい手は使わない。

　と、思っていたのだが……炬詠燦心は、普段の穏おだやかに微笑ほほえむような表情ではなく、真顔で、ずんずん俺のいる方向に突つき進んでくる。

　謎なぞの迫はく力りよくに圧あつ倒とうされた俺は、後退し続け、とうとう部屋の奥の「要よう塞さい」に背中がくっついてしまう。

「廻裏くん、私、あのノートの中見ちゃったんだよね」

　炬詠燦心は、俺をじっくりなぶり殺すかのように、一歩一歩距きよ離りを詰つめてくる。

　大天使らしからぬ追い込みに、背中から嫌な汗あせが噴ふき出してくる。

「あれ？　廻裏くん、だいじょうぶ？」

「…………」

　うん、という返事すら出ない俺は、首しゆ肯こう、というかたちで返事をする。これではまるで、『きら豆』に出てくる『万ま城き目めまそら』だ。

『黒の書』を拾ったのは、炬詠燦心だったのだ。そして、ここに呼び出したのも。

　きっと彼女は激げき怒どしているのだろう。あのノートの中には、炬詠燦心への悪口だって書いてあった。やっぱり、炬詠燦心とはいえ人間だ。何でもかんでも許してくれると思った俺がバカだったのだ。

「私、あのノートを読んで、廻裏くんの本当の気持ちに気づいちゃったんだ」

　俺を追い詰めた彼女は、両手で壁かべドンをする要領で、「要塞」にダブル掌しよう底ていを食らわせた。

　炬詠燦心の顔が間近にあっても、今は恐怖しか感じない。

　彼女の、甘さを伴ともなった吐と息いきは、聴ちよう覚かくを経由して、こんな言葉となって頭に響ひびいた。




「──あの調子で、私をガンガンにディスってくれないかなっ！」




　は？　って間の抜ぬけた声が出そうになった。

「ねえ、いいでしょ？　廻裏くん、絶対ディスのセンスあるよ！」

　ただでさえ間近にあった顔が、さらに近づいてくる。

　ぶっちゃけ超ちよう怖こわい。いったい、どこに興奮するスイッチがあったんだ？

「あ、ごめん。これだけじゃ意味わかんないよね！」

　これだけじゃ、っていうか、言葉に限らず、今の炬詠燦心そのものが意味不明だ。

「私ね、ラップ好きなんだ」

「……ああ、文化祭でやってたもんな」

　美少女どころか一いつ般ぱん男子と会話するのすらおぼつかない俺だが、どうにか返事をする。

「そうなの！　好きなの！　でも、単なるラップ好きじゃないんだよね」

　彼女は俺の両りよう肩かたにポンと手を置くと、うつむき気味になりながら、頰ほおを赤く染めて、こう言い放つ。




「──ラップでディスられることは……もっと好きなの」




　変　態　だ　！

　って叫さけびそうになった。ていうか叫んだ。心の中でだけどね。

　ディスってアレでしょ？　悪口言われることでしょ？　それが好きって……だいたい悪口なんて、大天使様な炬詠燦心からもっとも遠い存在じゃん。俺は性しよう根ねが歪ゆがんでいるから、『黒の書』を通して炬詠燦心をディスっちゃってるけどさ。

「いや、俺、別にディスりたいとかじゃなくて……」

「え？　だって、あれ、『ディスノート』でしょ？　ほら、私が拾って、机に戻もどしておいたノート」

　名前を書いたらウンタラカンタラで有名なノートと一いつ緒しよにされているようだが、あれは『黒の書』という、極きわめて危険な書物だ。禁書である。そして、拾ったのは炬詠燦心だったようだ。

「いや、あれは『黒の書』っていって……」

「ん？　なんて？」

「クロの……」

「くろの？」

「……デ　ィ　ス　ノ　ー　ト　で　す」

　改めて問い返されると、厨ちゆう二にセンスに溢あふれたネーミングが恥はずかしくなって、ついつい炬詠燦心に同調してしまった。『ディスノート』もどうかと思うけどさ。

「なつかしいなー、実は私も昔書いてたことがあってね。ラップの練習になると思って」

　炬詠燦心は一人で過去へ旅立つ。

　しかし意外だ。およそ悪口とは無む縁えんであろう炬詠燦心が、ラップの練習という名目があるとはいえ、俺と同じ暗い行いをしていただって？　信じられんな。

「だから、私にも廻裏くんがなにがしたいか、わかっちゃうんだよね」

　彼女は、両手を後ろで組み、上半身を横に傾かたむけてこちらを覗のぞき込む。

「ラップ、したいんだよね？」

　し　た　く　ね　ー　わ　！

　なーんて、断言できれば、長年ぼっちなんかやっていない。

「わかるよー、私もラップ仲間をなかなか見つけられなかった経験があるから。特に学校の中ではね。高校生になれば、学校にいる人の人数も多いし、気の合う人なんて簡単に見つかるかもなんて軽く考えてたんだけどねー」

　彼女は、失敗しちゃった、とばかりに舌を出してこめかみにコツンと拳こぶしを当てた。俺はガチで可愛い子にしか許されないポーズを前にして、バッチリ見み惚とれていたので、反論する機会を失ってしまうというファンブルを犯おかした。

　……どうやら彼女は、あれを単なる悪口の集合体とは考えていないようだ。こっそり悪口を書き連ねていたキモいヤツではなく、ラップ好きの同志として見てくれている。今、ヘタに否定すれば、それこそ本当に学校中から迫はく害がいされかねない。彼女はラップでディスられたいわけで、ナマの悪意をぶつけられたいわけではなさそうだから。

「廻裏くんみたいなおとなしい子なら、なおさら仲間を見つけにくいよね」

「ああ、うん……」

　やはり俺は、大天使からも根暗なぼっちと思われていたようだ。

「でもだいじょうぶ、廻裏くんには、私がいるから！」

　炬詠燦心は、頭の中で勝手に、『心の底からラップ仲間を欲ほつする廻裏メグル』像をつくりあげてしまったのか、軽く涙なみだぐんでいた。

「じゃ、早さつ速そくディスってみて。即そつ興きようでまだできないなら、ノート見ながらでもいいよ？」

「いや、俺は……」

「うん、まだ恥ずかしい段階だよね。私も最初はそうだった」

　恥ずかしいんじゃなくて、やりたくねーんだわ。

「でも、とりあえずやってみようよ」

　何をするつもりなのか、スマホを取り出す彼女。端たん子しの部分には、小型の丸いスピーカーが取り付けられていた。

「まずは《ビート》に言葉を乗せるだけでいいから。韻いんを踏ふむ事は考えなくてもいいよ」

　教室にいるときの炬詠燦心は、ここまで強ごう引いんなヤツじゃないのに。

「お、俺、これから予備校あるから！」

　底知れない恐怖を感じ、テキトーな用事をでっちあげて廃はい教室を飛び出した。

「やっべ。明日登校したら俺の机が落書きだらけなんてことも……」

　学校中から女め神がみの如ごとき扱あつかいを受けている炬詠燦心の善意を拒きよ否ひした報いを想像し、心底怖こわくなる。熱ねつ狂きよう的ファンの存在も確かく認にんされているし、全校生徒から吊つるし上げだって考えられるぞ……。

　たとえ炬詠燦心の正体がディスられ好きの変態だろうと、俺以外の人間は、そんなこと知りもしないだろうから。




　　　　★




　だが、翌日登校してみると、びっくりするくらい何も起きず、相変わらずのぼっち生活を送り、とうとう放課後になる。

　問題の炬詠燦心も、リア充じゆう仲間との交流に夢中で、俺に関かかわってくることはなかった。

　こりゃ全部俺の杞き憂ゆうだったのかな、なんて安あん堵どするやら寂さびしく思うやら複雑な気持ちになっていると。

「廻裏くん、今日もヒマでしょ？　一緒に部室まで行こう！」

　机を両手でバン！　と叩たたきながら、俺の眼前に出現した炬詠燦心。

「残りは帰りのホームルームしかないし、このまま行っちゃお」

　がっし、と俺の手首を摑つかんで実力行使に出ようとする。

「いや、残りそれしかないんだから終わってからでも……」

「ええ？　放課後まで待ったんだよ？」

　炬詠燦心の理り屈くつで言えば、放課後になるまで十分すぎるほど待ったのだから自分の言い分は通るべきで、このまま部室（あの廃はい墟きよ、部室だったのか……）へ直行するのが絶対的正義というわけらしい。

「今日こそは大だい丈じよう夫ぶだよ、廻裏くんをソノ気にさせられるように、ちゃんと対策練ってきたから！」

「いや対策って。そもそも俺はラップする気なんてな──」

　言い終わる前に、俺は炬詠燦心にゴリラが雑草を引き抜くように軽々と手を引かれ、旧社会科準備室まで連れてこられてしまった。

　そういえば炬詠燦心は、容姿だけではなく運動能力も圧倒的なのだった。帰宅部なのにもかかわらず、あらゆる運動部から未いまだに勧かん誘ゆうを受けていて、たまに助すけっ人ととして駆かり出されているくらいだ。

　……教室を出る時、普ふ段だんよくつるんでいるはずのリア充仲間ですら戸と惑まどいの表情をしていた。何が炬詠燦心をそうさせるのか、俺にはわからない。

「──私、読んだんだよ。廻裏くんがハマってるマンガ！」

　炬詠燦心は、俺の前で両りよう腕うでを組み、仁に王おう立ちしていた。

　ちなみに俺はどういうわけか正座させられていて、炬詠燦心を見上げるかたちになっている。

「マンガって……まさか」

「そう、『きらめきびーんず！』」

　その時俺の感覚器官は超ちよう人じん的に研とぎ澄すまされていて、炬詠燦心が『きらめきびーんず！』と発音するときの一音ごとの唇くちびるの動きがハッキリ見えていた。

「『きら豆』のことか！」

「近い近い。圧が強いね。廻裏くんはよっぽどこのマンガが好きなんだね。声もすっごく大きいよ？」

「そりゃ俺の命……いやなんでもない」

「ほう、命ですか」

　ドン引きされかねない言葉を吐はいたのに、炬詠燦心はふんふん感心してみせる。

「そう、俺の……命なんだ」

　探さぐるように、俺は言葉を繰くり返す。『黒の書』でドン引きしなかった彼女でも、ラップとは無関係なモノであれば、嫌けん悪お感を持つかもしれないのだから。

「その、廻裏くんの『命』について。……一巻しか読んでいない私に、好きなだけ語ってはどうかな？」

「好きなだけ……？」

「なんでも、語ってくれていいんだよ？」

「な、なんでも……？」

「この前は、いきなりでいろいろ戸惑っちゃったよね？　私の好きなモノのことばかり話しちゃった。あのあと、廻裏くんのお話もちゃんと聞かないと、って反省したんだ」

　回り込んだ彼女は、俺のすぐ隣となりに腰こしを落ちつける。ちょっと肘ひじを動かせば、彼女の肘と接せつ触しよくしかねないドキドキの距きよ離りだ。

「廻裏くんの好きなモノのこと、全部私が受け止めてあげるよ？」

　包容力満まん載さいの優やさしさが、俺のすぐ隣にあった。

　その時点で俺は、炬詠燦心を疑う気持ちも、ありのままを話してキモがられる恐おそれも、全部忘れちゃったわけ。

「──さっき『命』なんて言ったけど、『きら豆』が俺の本体なんだよな。『きら豆』と生き、『きら豆』と共に死ぬ。連れん載さいが終しゆう了りようしたら命を絶つことすら考えたこともあった。けど死んだら『きら豆』を読み返せなくなるから止やめたよ。こうして一人のぼっちを救うほどの力だってあるんだ。『きら豆』がどれほどの神作品か……わかるだろ……？」

「あれ？　どうしたの？」

「いや、俺ってこんなに……」

　誰だれかの前で、こんなに饒じよう舌ぜつに話せたことあったっけ？　しかも相手は高たか嶺ねの花の炬詠燦心だ。俺、こんなに話せたんだな。ひょっとしてコミュ障だってのは、俺の思い込みだったんじゃ？

「いい感じで話せてたんだからー、もっと教えてよ？」

　炬詠燦心a.k.a.meGAMIの顔が近づく。なんとまあ、お手手は俺の膝ひざの上だ。

「え？　ああ、そうだな……えっと、じゃあ『きら豆』は俺の『命』だとして……何の話しを」

　いや、違ちがう。俺やっぱコミュ障みたい。たとえ存分に語れる好きなモノのことだろうと、異性の距きよ離り感が近すぎると元に戻もどっちゃうらしい。

「あ、ごめんね。すっごーく興味あるからついつい寄りすぎちゃった。これじゃ話しにくいよね」

　燦心は再び、ほどよくドキドキする位置に座り直した。

「それでー、キラマメ？　ってなんかキャラクターが萌もえるんでしょ？　私萌えとかよくわかんないから、教えてくれるとうれしいんだけどなー」

「ああ、そうなんだよ、『きら豆』はキャラが大事で」

「んーと、廻裏くんのイチオシって誰なのかな？」

「それなら、メインキャラクターが四人いながらも実質主人公って言われてるあずあずが──」

　おっ、またも本調子で話せるようになってきたぞ、さて、あずあずの魅み力りよくを語り尽つくしてやろうかな、と鼻息荒あらくしていた時だった。

「ああ、あの騒そう々ぞうしくて鬱うつ陶とうしい子が」

「えっ？」

「えっ？　このいまいち魅力のわからない子が──」

「あずあずは魅力的……だろ？」

「魅力的？」

　炬詠燦心は、んふっ、と鼻で笑って肩かたをすくめた。

「またまたー、なに言っちゃってんスか。この子はダメだよー。人気出るようなキャラじゃないじゃん」

　気持ちよく語っていた矢先、態度が急変したことに、俺は驚おどろいてしまった。

「いや、そんなことないだろ、ほら、こことか、このシーンとか！」

　俺は、電子書しよ籍せきのアプリを開き、あずあずに関する魅力的なシーンをいくつも見せるのだが……。

「ちっともピンとこないよ。他にもっといい子がいるんじゃない？　たとえばこの銀色の」

　自分で言うのも何だけど、俺のあずあず愛は常じよう軌きを逸いつしている。

　たとえ些さ細さいな悪口だろうと、見過ごすことはできない。

　相手が大天使だからといって、容よう赦しやはしない。なにせ、二次元の存在であるあずあずは、炬詠燦心なんかよりずっと上位の存在だからな！

　バトルマンガなら金きん髪ぱつになりそうなくらい怒いかりに震ふるえる俺を尻しり目めに、炬詠燦心はスマホを取り出して、ぬるぬると操作を始めた。やたらとボンボン低音がうるさい音楽が流れてくる。

　構うものか。言ってやる、言ってやるぞ！

『黒の書』の記述を……口に出して言ってやる！




［みんなから好意持たれてるのをいいことに調子に乗るな。親切な顔して裏じゃ陰いん険けんすぎることばっかしてんだろ。お前なんかあずあずに比べたらその顔面もまずまずでしかねえんだよ！　俺は騙だまされないぞ。まだバレないと思ってんのはお前だけ！］




　言い切ってしまってから、気がついた。

　これ、言い過ぎだ……。思ったよりも反論の言葉がするする出るものだから、ついつい言ってはいけないワードまで出しちゃった気がする。

　うつむいたまま、俺の話……というか暴言を聞いていたはずの炬詠燦心は。

「そうそう！　ガンガン言い返してきてね！」

　落ち込むことなく、輝かがやく笑え顔がおを向け、天に拳こぶしを突つき上げやがった……。

　顔面を紅潮させて、鼻息を荒くしながら、自分で自分を抱だきしめてぞくぞく震えているようなポーズを見せる炬詠燦心を目にして、俺は理解した。

　あー、この子……俺の想像以上にドＭの変態なんだわ。

　クラスメイトから女め神がみ扱あつかいされた反動で、マニアックな性せい癖へきに目覚めてしまったんだわ。

「廻裏くんの『東アズキ』愛が、私に対するディスに変わる！　私はそこに一番の悦よろこびを感じるんだよね！　いいね、もっと言って！」

　なんかもうワケわかんねー。さっさと終わらせて帰りたいってか逃にげたい……。




［そこまで言うなら粉々にしてやる。つーかモラハラだろ、カースト上位様だからって好き勝手イビりやがって。おとなしいからってターゲットにするな。誰も俺を助けないって知ってっから暴言吐くんだろうが］




　それなのに、何ということでしょう。ついさっきまで、「好きに話していいよぉ」と包容力のある女神オーラを浴びてしまったせいか、止まることなく口から言葉が漏もれ続けていた。それも、『黒の書』に書いた文章そのままではなく、それをベースとした即そく席せきの言葉がポンと出てきた。我ながらびっくりするくらいスムーズだった。

　どういうわけか、ますます昂こう揚ようしたらしい炬詠燦心は、もう辛しん抱ぼうたまらんといった様子で、こんなことを口にした。




【そうそうその調子！　もっと押おう韻いん／をビートに乗せてディスって！　これもう引くって／くらい容赦なく。それで初めて私の用果たす／って言えるから。それでもまだ胸に秘めるかな？　廻裏くんの本心。今こそ渾こん身しん／のディスを吐く時でしょ。他にある？　こんな絶好のトライアル！】




　戸惑いの中に、俺は不思議な感覚を覚えた。

　不思議なリズムを伴ともなった炬詠燦心の言葉は、かつて俺の耳にも届いたものだった。

　気がつくと俺は、炬詠燦心の望み通り、またも言い返してしまった。




［変な喋しやべり方しやがって。あずあずの魅力がわからなくて当然だ。誰をどう言おうと勝手だけど、あずあずにだけは許さねえ。かくなる上は戦争だ、ってくらいひどい侮ぶ辱じよくだからな。この悪あく魔まが。普ふ段だん隠かくされた本ほん性しよう出てる。好きだって言ってるヤツの目の前で悪口。ムカつくに決まってるだろ］




　俺は、炬詠燦心の勢いに引っ張られて、彼女と似た不思議なリズムを伴う言葉を放っていた。

　俺はこれを何というか知っている。

　彼女自身が、去年の『パフォーマンス大会』で披ひ露ろうしたものだからだ。

　そう、これは……『ラップ』だ。




【ごめんね、だって、これワザと。これからの／廻裏くんの将来に関かかわるからね。戦う構え／取らせるための煽あおり。まるでハロウィン／の脅おどかし込みのイタズラ。でもひたすら／ディスればちゃんと反応してくれるね。ちょっと感動。知ってるかもだけど私は燦心。廻裏くんとラップしたいだけの一いつ般ぱん人。でもクラスじゃちょっと異い端たん児じ。やらかした例のラップで大失敗。でも密ひそかに目もく論ろむ借り返したい】




　炬詠燦心は得意そうだった。ちょい前までは完かん璧ぺきに頭おかしかったけれど、今は、尊さすら感じられるくらい嬉うれしそうだった。

　ああ、これ、見覚えある。『パフォーマンス大会』で見せたのと同じカオだ。

　炬詠燦心は、観客がみんなポカーンとしてしまったダダスベり状態の中でも、まったく凹へこむことなくラップをやり遂とげた。

　あの時と同じ充じゆう実じつの表情。

　スマホから鳴り響ひびいていたオンガクがちょうど止やんだ時、廻裏くん、と彼女は言って。




「──ラップ、やってみない？　シャル・ウィー・ラップ？　なんてね」




　こちらに向けて手を差し出し、再び、俺をラップの道に引き込もうとした。

　騙されてはいけない。ラップをしている時の炬詠燦心の表情には多少面食らってしまったけれど、この女はあずあずをディスったとんでもないヤツには違いないのだ。

「廻裏くん、素質あるし」

「素質ってなんだよ。俺、才能を感じたことなんて何一つないんだけど」

「ラップの素質は一つだけだよ。──伝えたいことが、あるかどうか。それだけ」

　間近に顔があるだけに、彼女の唇くちびるの動きすらはっきりと見て取れた。まるでそれ自体が意志を持っているように柔やわらかく動き、言葉を伝えてくる。

「伝えたいこと……？」

「さっき廻裏くんが、私に言い返したみたいに。廻裏くんは、本当は言いたいことをたくさん持ってるんだから。そういうため込んだものは、ラップをする時に武器になるんだよ。ほら、『ディスノート』を書き続けてきたんでしょ？　発表する場だって必要じゃない？」

「いや、だからあれは……」

「あれは？」




　──単なる悪口を書き殴なぐったモノでしかないんだよ……。




　……なんて、正直に答えることができなかった。

　あれをラップの一部だと勘かん違ちがいしたままでいてくれれば、炬詠燦心を傷つけて全校生徒のヘイトを買う心配が減るという打算の他ほかに、炬詠燦心を完全に突き放したくはないという気持ちがあることに気づいたのだ。

　学校一の人気者相手に、ある程度言いたいことを言えてしまった。これは炬詠燦心のおかげだ。今まで俺には、言いたいことを言える相手なんていなかったのだから。できれば……嫌きらわれたくはない。

「……ノートにそれっぽいことは書けても、俺にラップは無理だし。ただのオタクだから」

「私もラップオタクだよ？」

「ラップ好きって時点でオタクと違う何かだろ」

「ええ？　ラップ関係だったら私すごくしゃべるんだよ？　クラスじゃその機会ないけど」

「そういうことじゃなくて。オタクっていうのは、もっとじめじめしたものなんだよ。俺、炬詠さんみたいに目立つ場所で何かするの、無理だから。他人の視線だけで死ねるわ」

　説き伏ふせようとする最中、炬詠燦心の表情に変化があった。

「……何だよ、なんか変なこと言った？」

「ううん、ぜんぜんヘンじゃないよー」炬詠燦心はおかしくてたまらないという顔で、口元を手のひらで隠かくす。「『視線』と『死ね』……『い・え』の母ぼ音いんで踏ふんでる、踏んでる……！　ふひひ」

「……炬詠さん、なんかキモい」

　たまらず俺は、大天使に向かって素すで毒を吐はいてしまう。だってしょうがないじゃない。含ふくみ笑いが酷ひどすぎて鼻水を噴ふき出すんじゃないかって心配になるくらいなのだから。

「今、ディスったね？」

「そこで目を輝かせるのが超ちようキモい……」

「キモくなーい。それ、ヒドくなーい？」

「炬詠さんが変態のドＭなのが悪い」

「あらあら、このちょっとの間に、ずいぶん素す直なおになっちゃって！」

　炬詠燦心は、俺の額を人差し指でツーンと突く。

　そのひんやりした感かん触しよくに、全身が破は裂れつしそうなくらい恥はずかしくなった。

「今の廻裏くんは、ちょっと前の廻裏くんとは違うんだよ。そうやって少しずつ変わっていけば、自分にはムリ～、なんて思い込んでることでも、できるようになるよ」

　炬詠燦心の言う通り……俺はこの部屋で、数分前の自分とは違う自分を発見してしまった。まさか、あの炬詠燦心と軽口めいたものが利きけるなんて……。

「ふふん、すべては私の計画通り。じゃね。ピース（・アウト）！」

　わけわからん言葉を残して、わけのわからんラップ女は去って行った。

　炬詠燦心の言葉には、頷うなずける言葉がないではない。

　俺の中には確かに「変化」の予感があるのだから。

　……いや騙されるな、俺！

　どんな理由があろうとも、暴言を吐くヤツなんて、悪人に決まっているのだから！




　　　　★




　炬詠燦心は、翌日から何かにつけて俺をラップ道に引き込もうとした。

　とある日の放課後、俺は掃そう除じ当番を押し付けられ、一人で教室の掃除をしていたのだが。

「私も手伝うよ！」

　ホウキとちりとりを剣けんと盾たてのように構え、ふらりと教室に現れたと思ったら、俺のすぐ側そばで、スカートを手のひらで押さえつけながらしゃがみ込む。

「ばんばんホコリを持ってきてね。私受け止める係りだから」

　モノ欲ほしそうな顔でこちらを見上げる炬詠燦心。いや、モノはホコリ以外の何物でもないのだが……。




【このちりとり、からいい匂におい、なんかしないだってゴミだし。すえた臭においがお似合い。まあ嫌いだよね。面めん倒どうな掃除。でもこの押韻／は元から興味／ない子だって食いつく。フリークじゃないビギナーでも関係ない。短い文でもいいから踏んでみな。君はラップする運命だ】




「いや運命って。勝手に決めつけんなよ……」

　炬詠燦心は、掃除中だろうと構わずラップ行こう為いをする。

「……ていうか、こんな時でもラップ？」

「ラップはどこでだってできるからね！」

「友達の前ではやらないのに？」

「実は散々やったあとなの。手て応ごたえなかったから、やらないだけ」

「案外根こん性じようなしだな」

「あっ、今私のこと」

「ディスる気ないから！　ラップなんてやらないから！　邪じや魔まするなら帰ってよぉ！」

「ちぇー。じゃ、外で待ってるね！」

　帰　っ　て　！




　　　　★




　炬詠燦心は諦あきらめることなく俺にくっついてきて、とうとう同じ電車で帰るハメになる。

「──やっぱねー、聴きいてもいないグループのＴシャツを着るのは私的にナシかなぁ」

　帰宅ラッシュに巻き込まれてしまい、ぎゅうぎゅう詰づめの電車内で、扉とびらに背中を押しつけられるくらい押し込まれていても、彼女は持論を述べ続けていた。

　俺はというと、彼女を満員の客から守るような位置に立っていた。男らしさを発揮してしまったわけではなく、成り行き上、仕方なくだ。

「私、そいつらの前でスマホ使って『Walk This Way』流したの。もちろんあっちのバージョンね。そしたらぜんぜん無反応。ありえなくない？　あんたの着るモノはこれよ、って、『DAMN.』Ｔシャツを引っかぶせちゃおうかなって思った」

「……そのまま変質者として逮たい捕ほされちまえばよかったのに」

「廻裏くんのいじわる！」

　ガッタン、と、電車が強く揺ゆれた。

　俺は座席の側にある支柱を摑つかんでいたので、体勢を崩くずす心配はなかった。

　だが、背後の誰だれかがバランスを崩したようだ。背中を強く押されてしまった。

　とっさの判断で、転てん倒とうを防ぐために両りよう腕うでを伸のばす。

　立ち位置と体勢の都合上、伸ばした両腕の間には、炬詠燦心の顔が。しかも近い……。

　ラッキースケベをぶっかましたみたいで、鉄板焼きができそうなくらい顔面が熱くなる。




【ありがとう廻裏くん。まるで私のナイト。そんな神対応のあとで愛を語るみたいな体の位置に／私の気持ちが早とちり／しちゃうくらいドッキドキ。今は動けないから、追々礼してお礼するね】




　俺とは対照的に、炬詠燦心は涼すずしい顔で普ふ段だん通りラップを返してきた。俺は慌あわてて、燦心から極力顔を離はなす。

「次、廻裏くんのターンだよ」

「だから、どこでだろうとラップなんてしないから！」

　大きな声を出しすぎたせいで、乗客から白い目で見られたのは言うまでもない……。

　結局、炬詠燦心が自宅まで押しかけてくることはなかった。気が済んだのか、最寄り駅に到とう着ちやくした途と端たんにふらっとどこかへ行ってしまったのだった。




　　　　★




　勧かん誘ゆうがしつこい炬詠燦心を、俺はもちろん鬱うつ陶とうしく思っていた。

　だが俺は、いつのまにか、教室での燦心の動向を目で追うようになっていた。

　炬詠燦心はコミュニケーション強者だから、相手の会話を受けている時、表情がころころ変わる。相づちを打つだけでも、たぶん、十通りは表情が変化する。人間の顔の筋肉がそこまで柔じゆう軟なんだったなんて、俺、知らなかったぞ……。

　そんな燦心の変化が気になるのは、特にリア充じゆう仲間の男子と向かい合っている時だ。

　それが、人付き合いを円えん滑かつにするための演技なのか、それともそいつのことが本当に好きだからこそ出てくる心からの表情なのか、俺の時に見せたものと比べてしまう。比べなければいいだろって話だが、勝手に脳が働いてしまうのでどうにもならない。

　一番の問題は、炬詠燦心から接せつ触しよくがなーい、とか、他の男子の前でもそういう楽しそうな顔するんですねー、とかいう嫉しつ妬と扱あつかいされかねないくだらないことじゃない。

　俺の中で炬詠燦心が占しめる割合が増えたせいで、大好きな『きらめきびーんず！』の世界に浸ひたりにくくなってしまったのだ。これは由ゆ々ゆしき事態である。

　あずあずを目にするたびに、炬詠燦心のことを思い出してしまい、学校であいつを見かける時の、やり場のない悶もん々もんとした気持ちが蘇よみがえるのだ。

　どうすんのよコレ……。アニメ版『きら豆』は夏アニメだ。放送まで残り約二ヶ月を切っている。放送期間中は『きら豆』のことしか考えないゾ！　という気持ちで挑いどむ決意をしていたのに……それこそ、俺がファンとしてできる一番の礼れい儀ぎであり、楽しみ方なのだから。

　いや、諦めたらそこで試合終しゆう了りようだ。

　あいつが疑いの余地なく悪いヤツと確定すれば、こんな気持ちは消え去るはず。

　思い出せ、俺。こんな時、いつもやっていたことがあるだろう？

『黒の書』……いや、『ディスノート』への書き込みだ。

　これまでと違って、ちょっとした悪口を書くだけではダメだ。それでは、炬詠燦心への執しゆう着ちやくを消し去ることはできない。強きよう烈れつな自己暗示が必要だ。実体以上に、クズで嫌いやなヤツに仕立て上げないといけない。あいつに対する罪悪感だってないではないけれど……この際仕方がない。別に、誰に見せるわけでもないわけだし。




　──『炬詠燦心は、帰宅部のくせにいつまでも学校に残っている。気まずくなるくらい、家の居い心ごこ地ちが悪いからだ。そんな環かん境きようだから、身の持ちが軽いんだろうな』




　──『そのせいか、大勢の異性と体をくっつけ合ったってぜんぜん平気だ。公衆の面前で卑ひ猥わいな言葉も吐はける。俺に言わせれば、清純派の人気者どころか淫いん売ばいでしかない』




　──『その上、よく知らない男の家にも平気で上がり込む。甘い声で囁ささやけば一発だって自覚があるからだ。これは完全に常習だろう。相手がモブみたいな地味男だろうと関係なしでやってくる。本物のクズだ』




　俺は書いた。……書いてしまった。

　悪口どころか、完全な誹ひ謗ぼう中傷だ。

　達成感以上に、取り返しのつかないことをしてしまった罪悪感を覚え、慌てて消しゴムを手にした時。

「よぉ、廻裏。何してんだ？」

　こんな時に限って、普段何の接点もないリア充じゆう男子が話しかけてきた。

　口ぶりは刺とげ々とげしく、親しみなんてカケラもなかった。

　俺は今まで、教室の中だろうと平気で『ディスノート』に書き込みをしていた。

　それは、存在感皆かい無むなぼっちのやることを気にするヤツなんて誰もいない、という思い込みがあったからで、実際に誰も気にしなかった。

　けれど、この数日でその事情が変わったことを忘れてしまっていた。

　このところ、俺はやたらと炬詠燦心に構われていることを、クラスのみんなが目もく撃げきしているのだ。

　みんなの憧あこがれが、カースト最下位のぼっちと過ごす。

　そのことを快く思わないヤツは、たくさんいるだろう。

　教室では仲良しでも、放課後まで一いつ緒しよの時間を過ごせるわけじゃないリア充グループの男子からすれば、特に気に食わない存在だろう。

　俺はノートを隠かくそうとするのだが、そんなコソコソした態度が気に障さわったようだ。そいつは、俺からノートを取り上げた。やたらとガタイのいいヤツだ。運動不足の俺が力で敵かなうはずもない。

　ぼっちキモオタの怨おん念ねんが染しみ込んだ文面を目にしてしまったそいつは、表情を険しいものに変えた。

「……廻裏、なんだよ、コレは？」

　憤ふん怒ぬの表情を浮うかべて、俺に詰つめ寄ってくる。

　そこに書かれているのは、人気者の炬詠燦心に対する誹謗中傷以外の何物でもない。

「おい、これ読んでみろよ」

　そいつの呼びかけに応じて、他のリア充グループや体育会系グループといった、クラスの権力者たちがどんどん集まってくる。ちょっとした首脳会議である。

　そうなると当然、目立つ女子たちも寄ってきて、リア充全員でディスノートの回し読みを始めた。

「つーかコレ、ヒドすぎない？」

　男子よりも女子のキレ顔の方が俺には恐おそろしかった。炬詠燦心と友達で、当然それらがデタラメと知っているからこそ、怒いかりも強いようだった。

「いや、それは……そういう意味のヤツじゃなくて……」

　俺は自己弁護に走るのだが、「そういう意味のヤツ」以外の何物でもないので、言葉に詰まってしまった。俺がもっと口の上手うまいヤツなら、聞き心ごこ地ちの良いウソを並べ立てて周囲を納なつ得とくさせてしまえたことだろう。……けれど、その手の、自分を飾かざり立てることに長たけている器用な連中は、俺が一番嫌けん悪おするタイプの人間だ。なりたくないし、なりたいとも思わない。

「じゃあどういう意味なんだよ？　……黙だまってるってことは、やっぱり単なる悪口だろうが」

「つーか、あんたがサンゴのなにを知ってるわけ？　こんなデタラメばっか書いて」

「ぼっちをかわいそうに思って放課後を過ごしてやった燦心の慈じ悲ひをないがしろにしやがってよ」

　リア充たちに責められている間、炬詠燦心もまた、『ディスノート』に真しん剣けんに見入っていた。

　彼女は一度、ノートの文面を目にしている。だが、あの時とは比べ物にならないくらい強烈な中傷が書き加えられているのだ。もはや、『ラップの練習』として解かい釈しやくされることはあるまい。

　当初想像していた以上に、強い罪悪感に襲おそわれる。

　だってよく考えれば彼女は、俺から悪意の塊かたまりをぶつけられる筋合いなんてないのだから。そりゃ多少勧誘は強ごう引いんだったかもしれないが、それは全部ラップ仲間を欲ほつするがゆえの行動だ。もし俺が、炬詠燦心のような熱意で『きら豆』好きの仲間を探していたら、似たようなことをするに決まっている。

　炬詠燦心を含ふくめたみんなから責められても仕方がないと思った。

　だからといって、達観してすべてを受け入れられるわけじゃない。地味でぼっちでキモオタながら、平へい穏おんな学校生活を送っていられた。退たい屈くつながら、ささやかな幸福があった。それを失うことを考えると、体温が急激に下がって凍とう死ししてしまいそうになる。

　リア充たちの糾きゆう弾だんが続く中、ノートから顔を上げた炬詠燦心は──。




【宿題は合格。言い替かえれば基準に到とう達たつ。横おう隔かく膜まく震ふるわせて声出したわけじゃないけど／土下座したってパスさせないテスト／に通ったテクを／更さらに鍛きたえる／からまずは正面から言い合える／度胸付けてよね。今日から強化練習を通してラップを謳おう歌かしてもらうから、どうか覚かく悟ごしててね！】




　どんな喧けん騒そうの最中だろうと響ひびき渡わたる澄すんだ美しい声で、アカペラ状態でラップを始めた。

　えっ、なに？　宿題？　どういうこと？　意味わからんのだが……。

　戸と惑まどっているのは俺だけではなく、俺を囲んで袋ふくろ叩だたきにしようとしていたリア充たちも同様だった。

　そんな中、炬詠燦心のリア充仲間の中でもとりわけ仲良しな二人の女子が、互たがいに顔を見合わせ、前に進み出てくる。

「……さんごー、でもこれただの悪口じゃない？　ラップってほら、なんかもっと……ねえ？」

「韻いんっていうの……？　もっとダジャレっぽい感じじゃないの？」

　例のダンジョンのおかげか、韻を踏ふむ、ということがどういうことなのか、ぼんやりながら知っているらしい。

「あぁん？　ダジャレだぁ？」

　炬詠燦心は、仲間であるはずの相手にメンチを切った。少年マガ○ンのヤンキー漫まん画がならベタに白しろ抜ぬきで『!?』の漫まん符ぷが出ているところだ。




「──くだらないダジャレを言うヤツは誰だれじゃ」




　炬詠燦心が発した言葉は、教室内の時間を止めた。




「くだらない【ダジャレ】を言うヤツは［誰じゃ］！」




　いや、なんで二回言ったの……？　テンドンってやつ？

「【あ・あ・え】と［あ・え・あ］だよ。母ぼ音いんがぜーんぜん合ってなーい！」

　ぼいん？　みんなの頭の中が疑ぎ問もん符ふで満たされているのは、俺にもわかる。男子なんて炬詠燦心の胸に視線を向けている。かく言う俺も。

「んもう！　今日はこれだけ覚えて帰ってね！」

　寄席に上がる若手芸人みたいなことを言う炬詠燦心は、際きわどいところまでスカートがまくれそうな勢いで身を翻ひるがえすと、張り付く勢いで黒板へと突とつ進しんし、チョークで『ＧＴＯ』と書き殴なぐった。……と思ったら、『Ｇ』の隣となりに『Ｒ』を書き足した。何の意味が？

「炬詠燦心a.k.a.コッちゃんの『おわかり！　ラップ塾じゆく』始めるよ！」

　何故か半ギレで、黒板に拳こぶしを打ち付ける。……ていうか、未いまだかつてリア充じゆう仲間の誰一人として炬詠燦心をコッちゃんなんて呼んでなかっただろ。

「韻を踏むっていうのはね、母音を合わせることなの！」

　黒板前からこちらに戻もどってきた炬詠燦心は、ブレザーの胸ポケットにいつも挟はさんでいるボールペンを手にすると、ディスノートの文章に丸印を付け始め、それを皆みなに向けて掲かかげた。黒板使わねえのかよ。

「まずここね、『帰宅部』と『気まずく』は、どっちも母音が『い・あ・う・う』だから踏んでるでしょ。で、次の『居心地が悪い』と『身の持ちが軽い』ね。この母音は『い・お・お・い・あ・あ・う・い』で、八文字で踏んでるんだよ。八文字！　これだけ固く韻を踏めるなんて、日ひ頃ごろの練習のおかげだね！」

　炬詠燦心は実に饒じよう舌ぜつに、そして、小しよう惑わく星せいが映り込んでいそうなくらい瞳ひとみを輝かがやかせて、語る、語る。

　おわかりだろうが、俺にそんな意図はない。単なる卑ひ怯きような誹謗中傷でしかない。

　まさか、俺が迫はく害がいされないようにフォローしてくれているの？　どこまで大天使なの。

「次のこれね。『卑猥』と『淫売』ね。母音は、『い・あ・い』と『い・ん・あ・い』でちょっと違ちがうけど、押おう韻いんする時は、『ん』とか小さい『っ』とか『ー』で伸のばす文字は削けずるのも足すのも自由だから、これも踏んでることになるんだよね！」

　炬詠サンの勢いは止まらない。

「あとこれ！　『常習』と『モブ』ね。母音は『お・う・う・う』と『お・う』で、母音の数が揃そろってないんだけど、さっき言ったみたいに『ー』って伸ばす《長音》は削ってもオーケーだから、『常習』を『じょーしゅー』って発声して母音を『お・ー・う・ー』にすれば、あら不思議、長音を削ればどっちも母音が『お・う』になります！」

　もはや誰も炬詠サンを止められなかった。こんな姿、仲のいいリア充グループの面々ですら目にしたことがなかったらしい。みんな、「え？　誰？　燦心……だよね？」って顔をしている。いや、双ふた子ごの片割れじゃないと思う。

「廻裏くんは、やっとラップの魅み力りよくに気づいてくれたんだよ。これは、廻裏くんのラッパー道のはじめの一歩。悪口なんかじゃないんだよ」

　俺のディスノートを、まるで苦楽をともにした仲間からの寄せ書きみたいに大事そうに胸に抱いだく炬詠燦心。

　マジなのか？　とばかりに、燦心以外の面々の視線が俺に集まる。




［お、俺は超ちよう毒舌……。ペン先から吐はき出る、猛もう毒どくです。よ、ヨーヨー、炬詠さんの言う通り、それはラップの練習帳。書いて提出してつけてもらう、点数を……！］




　ラップのことなんてちっともわからないけれど、迫害されるのは絶対に嫌いやだったので、火事場の馬ば鹿か力ぢからというやつで、俺はどうにかラップっぽいフレーズをひねり出す。もちろん、俺は炬詠燦心を相手に、そんな赤ペン先生の添てん削さくみたいなことは依い頼らいしていない。

「やっぱりラップだ……！」

　ただの中傷まみれのノートを抱かかえたまま俺を見つめる彼女は、声を震ふるわせ、瞳を潤うるませた。

「私の熱意が通じたんだ……！　ラップとしてはイマイチすぎるけど、今はその気持ちだけでめっちゃうれしいよ……！」

　まるで、好きな男への告白の返事でオーケーをもらったみたいに感かん涙るいする炬詠燦心。

　校内最強のアイドルとしての名声をほしいままにする炬詠燦心の感動を前にして、迫害する気満々のリア充たちの気勢はすっかり削そがれたようだ。

「そ、そうだったんだ。燦心が言うなら……まあ、ラップってこと……なのか？」

「お？　お前なんだよ？　炬詠さん疑ってんの？　炬詠さんがラップっつったんだから、これ、ラップなんだよ」

「疑ってねーし！　オレはこのノート、最初からラップの練習帳だって知ってたし！」

「廻裏、ごめんねー。うちらでも、ほら、さんごのラップ趣しゆ味みってあんま理解してあげられてないから、わからないことも多いんだ」

「さんご、ラップのことになるとうるさいから、うかつに話題にできないんだよね」

「そんなサンゴに認められてるんだから……ひょっとして廻裏ってスゲー奴やつ？」

　炬詠燦心の影えい響きよう力たるや凄すさまじく、俺に対するヘイトの空気はすっかり浄じよう化かされてしまった。まあ、不浄の塊はまだここにいるんですけどね……。

「廻裏くん」

　炬詠燦心がすぐ目の前にやってきたので、ついついビクッとしてしまった。悪意を悪意で返すことなく、それどころか守ってくれる彼女の人間力を前にして、己おのれがいかにクソな存在か気づき、格の違いを痛感してしまっているのだ。

「廻裏くんって、わりとツンデレなんだね。かーわいーんだ」

　満面の笑えみで俺の頰ほおを突つっついてきた。

　とりあえずこれで、迫害の危機からは逃のがれられたのかな。

「みんな応おう援えんしてるぜ！　サンゴのこと……裏切るんじゃねえぞ！」

　などと、俺の肩かたをポンポン叩き激げき励れいをしてくれるリア充たち。教室に溢あふれるウェーイの嵐あらし。

　これ、ガチでラップにドハマリしていないと容よう赦しやなくフルボッコにされる流れ──




　　　　★




　その日の放課後、部室にて。

「部員が増えたよ、やったねコッチャン！」

　両手を突き上げて無む邪じや気きに喜ぶ炬詠燦心を前にすると、罪悪感はいっそうこみ上げる。

「……炬詠さん、いいのかよ？」

「えっ、何が？」

「俺なんかの肩持ったって、いいことないだろ」

「なんか、じゃないよ」

　炬詠燦心は両手を下ろし、今度は後ろ手に組んで、優雅な仕草で歩み寄ってくる。

「私たちはラップ好き。同じマイノリティでしょ？　仲間だよ。守るのは当然。あのままだったら、ただの悪口が書かれたノートだって、誤解されちゃってたよ？」

　いや、あのノートは、本当にただの悪口が書かれたノートに過ぎないんですが。

　なんて、本当のことは言えなかった。

　勘かん違ちがいとはいえ、天下の炬詠燦心に仲間扱あつかいされた幸福を台無しにしたくない気持ちが強すぎた。俺はぼっちだから、たまに優やさしくされると、それを大事にしたくなってしまう。

「廻裏くん、あの『ディスノート』、私へのディスが書いてあるところだけもらっていい？」

「えっ？　あ、ああ……」

　言われるがまま、ノートを一枚破り、炬詠燦心に手て渡わたす。

「うわ～、ありがとう！」

　炬詠燦心は実にご満まん悦えつといった感じだった。キモオタの誹ひ謗ぼう中傷でしかないというのに。

「廻裏くんの『ディスノート』を見たときにね、昔の私と同じことをしているヒトがいてくれて、うれしかったんだ。仲間を見つけちゃったって気になれたの」

　そういえば、炬詠燦心もかつて俺と同じことをしていた過去があるんだったな。まあ、俺と違って、純じゆん粋すいにラップの練習として使っていたノートなのだろうが。

「……炬詠さんは、どうしてラップを好きになったの？」

「私にも、言いたいこと言えない時代があったわけですよ」

「炬詠さんが？」

　何を言っても、クラスのみんなが納なつ得とくしてくれるくらい発言力のある炬詠さんが？

「私、こう見えても繊せん細さいだからね。陰かげ口ぐち叩かれるのイヤで、遠えん慮りよばっかしてた時があるんだ」

　大天使にも、俗ぞく世せに振ふり回される人間だった時代があるらしい。

「そこで出会ったのが、ラップです」

「意味分かんないんだが……。過程省きすぎじゃない？」

「それじゃいつか爆ばく発はつしちゃうって思って。悪口言われるの苦手なら、いっそ悪口に慣れちゃえばいいじゃんって思ったんだ。そして、ディスりディスられ上等の、ラップバトルの世界に飛び込むことにしたの」

　やはり炬詠燦心は超ちよう絶ぜつリア充。俺にそんな行動力はない。自分からディスられに行くなんて常じよう軌きを逸いつしている。

「ふつうの生活をしてるときでも、トレーニングになるように、誰だれかディスってくれないかなーって思ってるんだけど、なかなかみんなディスってくれなくて」

　そりゃ大天使に暴言を吐けるようなヤツなんて、そうそういないだろ。

「じゃあ、あえて嫌きらわれてみれば？」

「えー？　ワザといじわるするのなんてヤだよ」

　まあ、大天使には難しい芸当だろうな。……ラップ絡がらみならまた別なんだろうけど。

「それに、飛び込んでから気づいたんだけど、やっぱりラップでディスられるのと、単なる悪口は違ちがうんだよね。ラップバトルは、ディスりディスられがあたりまえの『ゲーム』だからだいじょうぶなんだけど、ガチの悪口は、やっぱまだヘコんじゃうよ」

　これ、『ディスノート』が、単なる悪口の寄せ集めに過ぎないと知ってしまったら……炬詠燦心は、すっごく傷ついてしまうんじゃないのか？

　俺だって一応人並みの良心はあるので、助けてもらった相手を騙だますようなことはしたくない。勘かん違ちがいさせたままでは、俺の心だって痛む。不快感を抱かかえたまま、大事な『きら豆』のアニメ放送日を迎むかえたくない。何の悩なやみもないスッキリした状態で、『きら豆』がより多くの人の目に触ふれる祭りの瞬しゆん間かんを迎えたかった。

　できれば、この場で真実を明かし、勘違いを正して、スッキリしてしまいたい。

　けれど、もし、真実を知った炬詠さんが、深く傷つくようなことになれば？

　よし。ここは……遠回りだが傷つけずに済む方法で、炬詠燦心の悪口耐たい性せいがどれほどのものか、確認することにしよう。

　真実を告げるのは、彼女の反応を確かめてからでも遅おそくはない。

「……炬詠さん、俺、ちょっとトイレ行ってくる」

　それを確かめるための用事を、トイレの個室で済ませる。

　部室へ戻もどると、炬詠燦心は、慈じ愛あいの笑みを浮うかべて、手のひらに錠じよう剤ざいをのせていた。

　これ、ワルに譲ゆずり受けたハードなドラッグでディスっちまうタイプの──

「お腹なかが痛いなら使って！」

「いや、いい。そういうのじゃないから……」

　むしろ今は腹より胸の方が痛かった。

「ちょっといいラップが降りてきて、トイレで集中してまとめてきたんだ」

「ラップ！　どんなの？」

　山盛りになったエサを前にしたバカな犬のように目を輝かせた。

　素人しろうとの俺にはビートに言葉を上手うまく乗せることなんてできないから、ほぼ朗読状態でラップをする。




［望み通りディスってやるよ。これ言ったらマジでアウト／って気持ちで書いた『ディスノート』。見るモノ全部へのヘイト。軽度じゃなくて重度の中傷／でしかねえんだけどアレ全部。まるでファイルに添てん付ぷ／された猛毒ウイルスみたいにお前を完全破は壊かい］




　わざわざラップで表現したのは、いざという時に、『いやこれはただのディスで、本心からの言葉じゃないんだよね！』と言える逃にげ道みちを確保しておくためだ。炬詠さんは、ディスられるのは平気みたいだから。

　彼女の反応はというと──

「いいね！　そういうの、もっとちょうだい！」

　もうね、目がキラッキラよ。

「私、そういうディスを求めてるんだよね！」

　彼女はあくまで、「自分をディスってきた」ことに対して目を輝かがやかせている。

　ラップの「内容」をどう捉とらえているのだろう？

　ここは慎しん重ちように、誤ご魔ま化かしながら行こう。

「いや俺、まだ全然初心者だから、韻いんを踏ふむことに集中しすぎて、とにかく踏める言葉を寄せ集めてラップにしただけだから内容に意味なんてないんだけど、もしこれが本当のことだったら、炬詠さん、どうするの？」

「…………」

「炬詠さん？」

「……いや、ぜんぜん平気デスよ？　マジよ？」

　その口ぶりとは裏腹に、青い顔をした炬詠さんは、ふらふら後退すると、「要よう塞さい」に背中を預け、手にしたままの錠じよう剤ざいをぱくりと口に放り込んだ。

　この食らいよう……確定だ。

　炬詠さんの前で、『ディスノート』の真実を、絶対に告げるわけにはいかない。

　相手はリア充じゆう。その上高たか嶺ねの花で、本来なら縁えん遠どおいはずの相手。以前までの俺なら、その心情を察して気を遣つかう必要なんてなかった。接点すらなかったのだから。

　それでも今は、結果的に俺の窮きゆう地ちを救ってくれた恩人で、クラスメイト公認の「ラップ仲間」だ。恩を仇あだで返したくないし、炬詠さんを傷つけたことを知られて、全校生徒に袋ふくろ叩だたきにされたくもない。

[image: ]

　退路は完全に断たれた。

　だからこそ、今後どう振ふる舞まうべきか、迷いなく決めることができた。

　炬詠燦心のことは、未だによくわからない。

　それでも、とにかくラップが好きで、仲間を欲ほつしているのは確かなようだ。

　種類は違ちがっても、好きなものがあるのは、俺も同じ。「仲間」であることに、噓はない。

　……それと、迫はく害がいされかけていたところを助けてくれた恩もあるしな。

「……炬詠さん、俺、これからも炬詠さんとラップしてもいいっていうか」

「えっ？」

「ほら、勧かん誘ゆうが……ウザいから。そこまで言うなら、やってみようかなって」

　炬詠燦心のことだから、「やろうやろう！」なんて返してくるかと思ったのだが。

「本当に、いいの？」

　妙みように神しん妙みような様子で、彼女は言った。

「実はねー、ちょっとしつこいかなって思ってたんだ。私、一度やらかしてるから、あぁーまたやっちゃったーって思って。フラれるのも覚かく悟ごしてたんだよね。ていうか、やっぱウザかったかー、うーん、でもやってくれるなら、まあいいのかなー」

　軽く笑いかけてくる彼女だが、そこには悲しみが含ふくまれている気がした。

　一度やらかしている、とは、どういうことなんだろう？

　気にはなるものの……その相手が男なら、今度は俺が深い悲しみと憂ゆう鬱うつに包まれてしまう。突っ込んだ話はできなかった。

「炬詠さんらしくないって。気が変わらないうちに、入部届かなんか書かせればいいだろ」

「えっ、入部？」

「ラップ部なんだろ？」

「そんなの、ないよ？」

「えっ？　でも炬詠さんは自分で……」

「私が勝手にそう名乗ってるだけだし、この教室だって、勝手に使ってるだけだから」

「不法占せん拠きよ……？」

「ヒップホップっていうのはグレーゾーンな文化であり音楽なんだよ。イリーガルなことと紙かみ一ひと重え。ヒップホップが誕生して間もない頃ころ、貧しい人たちがどうやってお高い機材をゲットできたと思う？　ある大停電の日にね、電気屋に押し入ってちょろまかしちゃったんだよ。次の日からキュッキュキュッキュＤＪセットをいじる人たちがそこら中に現れてね、爆発的にヒップホップが広まったの」

　秘密の内ない緒しよ話ばなしでもするみたいに、にやにやする炬詠さん。悪い顔をしている。

　俺、こいつに付き合っちゃっていいんだろうか？　でも、ちょっとラップしてみたい、ってもう言っちゃったしな。




【ラップの世界へようこそ。教えを請こう者／請われる者な身分関係気にしないでイーブン気分で接してきてね。みんな仲良し、まるでミルン。くまのプー／な世界観で歌おう。そして向かおう、ディズニー、見ずに、ディスりのランドに。だいじょうぶ、燦心が一いつ緒しよだよ！】




　炬詠燦心は、にまにましながら、これからよろしく、という旨むねのラップをしてきた。

　俺たちが、本当の意味で仲間になることはあるまい。

『ディスノート』の真実という隠し事を、俺が抱えている限り。

「じゃあこれ、私の番号とＩＤだから。廻裏くんのも教えて？」

　女子と連れん絡らく先を交こう換かんするのなんて初めてだった。俺の童どう貞ていスマホが女を知った瞬しゆん間かんである。スマホに先を越こされるとは。

「見て！　廻裏くんは私の連絡先筆頭だよ！　そうだ、スカイプアプリ入れてる？　ビデオチャットがあればいつでもどこでも顔を合わせてラップできるよ？」

「いつでも……？」

「あはは。うっかりすっぴん状態で登場してもショック受けないでねー」

「ああ、女ってすっぴんだと別物のクリーチャーっていうもんな……」

「うふ。今の……」どうやら、クリーチャー扱あつかいをディスとカウントして、嬉うれしくなったようだ。「じゃ、ショックでラップができなくなっちゃわないように、今のうちにすっぴん見せちゃおうかな」

　炬詠燦心は、スマホを操作して、すっぴん状態らしい自じ撮どり画像を見せてきた。

　……たいして変わんねーじゃねーか！　天然ものの大天使！　Ｔシャツにハーフパンツのくつろぎモードなプライベート大天使を目にして幸福まみれになってしまった俺である。自室でだらけてるだけなのに、画像からめっちゃいい匂においしそう。

　真実がバレたら終わりの脆もろい関係性……のはずだ。

　でも、できれば、ずっと終わりなんか来てほしくないなーなんて都合のいいこと思っちゃったりなんかして。

　いや、俺にとっての一番は、あくまであずあずだけどさ。

















◆第二章　チェケラベイベー









　衝しよう撃げき的な春が終わり、夏の訪おとずれを感じる、六月の半ばになっていた。

　俺はわくわくしていた。なにせ、アニメ版『きらめきびーんず！』の放送開始が迫せまっているのだから！　心がぴょんぴょんするんじゃ。

　ダルい通学中の電車の窓から見える景色ですら、今日は特別輝かがやいて見える。生あい憎にくの雨模様だけど、関係ない。

　そんな中、今やスマホ以上に手に馴な染じんだノートを取り出す。

『ヨーカドー』

　なんとなく目に入った看板。今日はこいつを足がかりに踏ふんでやるとしよう。

『ー』と伸のばす音である《長音》を除けば、母ぼ音いんは『お・あ・お』だ。これと一いつ致ちする母音、もしくは、《長音（ー）》と《促そく音おん（っ）》と《撥はつ音おん（ん）》を足したり削けずったりすることで母音を合わせられる言葉を探していく。

『放課後』『ゴーカート』『小こ鳩ばと』『東ハト』『モナコ』『モサド』『走馬灯』『高こう架か橋』『トマト』『小窓』『ノーマッド』『ノーカット』……まだまだ踏めるな、『ローファット』

　母音を一致させて韻いんを踏める言葉を見つけては、ノートに書き込んでいく。

　俺が肌はだ身み離はなさず持ち歩いていた旧『黒の書ブラツク・バイブル』は、初代をとうに使い潰つぶし、四冊目に突とつ入にゆうしていて、今や完全に韻のストックを書き連ねる『ディスノート』に変化していた。相変わらずジャ○ニカだけどな。でも表紙は百合ゆりの花さ。

　これも俺の朝の日課である。

　初めは面めん倒どうに思っていたけれど、すぐに慣れた。俺は真面目まじめだから、一度ルーチンとして組み込めば、サボらずやり遂とげてしまうのだ。

　そんな、『8mileエイトマイル』のEminemエミネム気取りで、『ディスノート』を黒くしていると。

「──『お・あ・お』の母音で『おはよー』！」

「うわっ、燦さん心ご、いつの間に！」

　美少女属ラッパー科の炬こ詠よみ燦心が、俺の脇わきからノートを覗のぞき込んでいた。

　体の力が抜ぬけそうになるくらいふわっと甘く香かおる匂い。黒と灰色で埋うめ尽つくされたモノクロの車内が一気にカラフルになった気がした。

「私はここから乗るんだよ。雨の日だけ」

　彼女が言うと同時に、電車が発進する。マジか。没ぼつ頭とうしていて気づかなかった。

　夏服に移行していることもあり、燦心は肌の露ろ出しゆつが増えていた。相変わらずスカートは短めだけど、足が長いせいか、下品に映ることはない。うむ、眼福。薄うす着ぎになったおかげで、わりと胸もいい感じにボリューミーなことがわかった。

「それ、『直ちよつ滑かつ降こう』でも踏めるよね」

　ニコニコしながら俺のノートを指差す燦心。割り込まれたことで対たい抗こう意識がムラッと……いや、メラッと燃えてしまう。

「有名人だと『大おお迫さこ』でも踏めるな」

「その人知ってるー。めっちゃラップするもん！　って言われた人」

「うん、俺、その人知らない」

「ていうかメグルったら、思ったよりまじめにラップ好きなんじゃん」

　んふふ、と鼻から息が漏もれるように笑う燦心は、俺の頰ほおにぐりぐり拳こぶしを押し付けてくる。うぜえ。……けど、ほんのりひんやりした美少女の肌と肉体接せつ触しよくするのはぜーんぜん悪くないね。褒ほめられることを気味悪く思うほど、俺はひねくれちゃいないのさ。

「その調子で、無限に韻をインプットされてる、歩く押おう韻いんになっちゃおうね！」

「ラップ版インデックスさんかよ」

「『韻デックス』！　いいね！」

　きっと今、俺と燦心は発音は同じでもまったく違ちがうモノを思い浮うかべている。まあ燦心は非オタだし、しょうがない。未いまだに『きら豆』を読み込んではいないみたいだしな。読めよな。

「あのさ、ちょっとググって自分がどれだけ危険なこと言ったか思い知った方がいいよ」

「なんで？　いいじゃん。すべての韻がインプットされてるなんて、ラッパーの究極進化形態だし」

　燦心は俺の言うことに耳を貸してくれません。

「でも、すごい熱意だね。私もすぐ追い抜かれちゃいそう」

「燦心みたいなラップバカになるのは無理だから」

　すると燦心は、今度はニヤッとだらしない笑えみを浮かべた。

「すっかり名前呼びに慣れちゃったねー。初めの頃ころはあれだけ恥はずかしがってたのに」

「燦心がそう呼べって言ったんだろ……。ラップ仲間なんだから堅かた苦くるしいことはナシだって言って」

「でもねー、まだまだカタいんだよねー。もっと私にキッツいディスができるようになってくれないと困るんだよねー」

　燦心はいやらしくニヤニヤしながら、俺の肩かたに肘ひじをのせてくる。近い近い！　リア充じゆう基準で体を寄せてこないでね！　童貞ぼっち基準だとこれもう付き合っている扱いするレベルだから。女子の些さ細さいな行動から深い意味を読み取ろうとしちゃうモテない男の習性について勉強不足過ぎるんだわ。猛もう省せいしろ。でも別に止める必要はないよ。

　朝っぱらから、人目を引く美少女とちょっとばかしはしゃいでしまったからか、俺は周囲の乗客から熱視線を浴びるハメになった。

　名前呼びができるようになろうが、相変わらず俺は燦心と釣つり合いが取れないわけで。




　　　　★




　放課後。授業から解放された喜びに沸わく教室の中で、俺は黙もく々もくと帰り支じ度たくをしていた。

「──部室行こうぜー、《マイメン》」

　どれだけ騒さわがしい中でも絶対に通る澄すんだ声。

　こんな特別な声を出せるのは決まっている、燦心だけだ。

　マイメンなる言葉は、ヒップホップ界かい隈わいの用語で、《仲間》という意味らしい。

　俺は、いつものように、燦心と一いつ緒しよに教室を出る。

　俺のようなクラス一パッとしない男が、地域レベルで有名な美少女とこうして放課後の時間を過ごそうとも、目立つ系の連中からヘイトを買わなくなったのも、あの一件以降、『炬詠燦心のラップ仲間』として認にん識しきされているからだ。ご存じの通り俺と燦心は釣り合いが取れていないので、「恋こい人びと」になることはない安あん牌ぱいとして扱われているから、嫉しつ妬とされることもない。

　スキップ混じりで先を歩いていた燦心は、リボンタイを躍やく動どうさせながら振ふり返る。

「『ふみふみゲーム』しながら行こうよー」

　二人でよくやっている、韻を踏むトレーニングを兼かねた遊びだ。

「じゃ、『あ・う・あ』で踏んじゃおうか」

　ルールは簡単で、お題となる母音を含ふくんだ単語を、しりとりみたいなテンポで互たがいに言い合っていく。

　ビートは鳴らさない。両手でパンパンと二回打ち鳴らした直後に答えられなかったり、お題となる母音を含んでいない単語を口にしてしまったら負けである。

「落馬」

　まずは燦心が答える。『落馬』は、『らくば』であり、ローマ字にすると『ra・ku・ba』で、これらは『○a・○u・○a』、つまり『あ・う・あ』の母音を含んでいるので、ちゃんとお題に沿った単語だ。

　燦心がパンパンと二度手を打ち鳴らしたので、俺の番になる。

「手た綱づな」

　これをローマ字にすると、『ta・zu・na』であり、これもまた『○a・○u・○a』、つまり『あ・う・あ』の母音を含んでいる。

「カルマ」

「まぶた」

「さくら」

「悪あく魔ま」

　テンポよくラリーが続き、俺が答え終わると、燦心はニヤリと笑って。

「たくさん」

　これまでとは違うパターンで踏んできた。

　これもお題に沿っている。

　これまでと違うのは、『ん』の文字があること。

　押韻のルールとして、「《長音》《促音》《撥音》は、削っても足してもいい」そうだ。

　長音は『ー』と伸ばす音。促音は小さい『っ』。撥音は『ん』のこと。

　燦心の言う『たくさん』は、最後に『ん』がくっついていることを除けば、母音は『あ・う・あ』だ。押韻のルールで撥音を削れば、ちゃんとお題に沿った単語になる。

「殴なぐった」

　燦心に対抗する意味で、俺も促音を含んだ言葉で返す。これも、促音を削ることで、『あ・う・あ』の母音で揃そろえられる。

　俺は、燦心に向かってドヤ顔を向けながら、両手をパンパン二度叩たたく。

　などと油断していると。

「カウンター」

　まさにクロスカウンターの鋭するどさで、単語を返しつつ、俺の肩をぽぺんぽぺんと二度軽く叩いてきた。

『ふみふみゲーム』は、互いに出した単語が、お題通りの母音に合がつ致ちしているかどうか瞬しゆん時じにチェックする能力も必要とされるのだが、まだまだラップ初心者の俺は、「あれ？　今の母音は……」と確認することに時間を取られ、即そく座ざに返せなかった。

「……あー、そうか、確かに踏んでる」

　ゲームが終わってから冷静になって考えると、お題通り母音が一致していた。

「『カウンター』から撥音と促音を引いちゃえば母音は『あ・う・あ』だもんねー」

　ちなみに、このゲームは、「お題の母音の前後に別の音がある単語でもオーケー」というルールを採用している。たとえば、『角砂糖』や『匿かくまう』や『宅配』や『イナバウアー』や『膝ひざ枕まくら』も、どれも『あ・う・あ』の母音が含まれているので、お題に沿った単語だ。

「でも、ボディタッチは減点だから燦心の負けじゃない？」

「メグルって案外負けず嫌ぎらいだねー。実はこれ、『激げき闘とうＭＣバトル』ルールでしたー」

　燦心は悪びれもなく朗ほがらかに笑う。『激闘ＭＣバトル』とは、数あるラップバトルの大会の中でもケンカマッチ的な戦いを強しいられることで知られていて、ボディタッチや摑つかみ合いも平気で行われる。もちろん、あくまでラップバトルなので、殴るのはＮＧだけど。

　……なんてことを知っているあたり、俺も相当燦心に影えい響きようされているんだよなぁ。今朝の電車でのこともそうだしさ。このままじゃ俺、将来的にラッパーになっちゃうんじゃねえの？

「あれ？　メグル、どうしたの、なんか考え込んじゃって？」

「いいや、なんでも」

「あ、えっちなことだ」

　心なしか軽けい蔑べつの視線を向けてくる燦心。

「前科あるもんねー。この前だって、『バド・ラップ』で負けた方がラクガキされる罰ばつゲームで、こめかみに『69』じゃなくて、お腹に『THUG LIFEサグライフ』書く方選んだしー」

「その二択たくの発案は燦心なんだが」

『ふみふみゲーム』の要領で、シャトルを打ち返してラリーを続けるゲームもまた、ラップの上達のために燦心が持ち込んだ遊びだ。ルールから罰ゲームまで全部自分で決めておきながら、俺をスケベ扱あつかいしないでほしい。……とはいえ、そんなスケベ心も上達に一役買っているので、燦心の目もく論ろ見みは正しいといえるのだが。

「だいたい、俺の腹にラクガキしたって何のメリットもないだろ。燦心にデメリットしかないじゃん」

「勝負事は負けたときのリスクがある方が熱くなれるからね」

　燦心は得意満面で指をちっちと振る。

「メグルとラップするのは遊びだけど、本気のラップバトルはね、負けたらなにもかも失う覚かく悟ごで勝負しないとなんだよ。私はそういう気持ちで毎回バトルしてるから」

「いっそ負けたら陵りよう辱じよくエンドが待ってるとかどうだろう。変身系ヒロインみたいに」

「んん？　どういうこと？」

　しまった失言だ。キモオタ用語をポロッと言ってしまうのが俺の悪い癖くせだ。

　失態を反省する俺をよそに、燦心は不ふ審しんそうな表情を向け続けることはなく。

「メグルは、最初の頃に比べるとたくさんおしゃべりしてくれるようになったよね」

　なんて、嬉うれしそうに笑いやがるのだ。

　俺の失言癖へきは、燦心にも責任があると思う。彼女がこんな調子だから、俺も自重せずにどんどん喋しやべろうとしてしまう。

「いい調子なんじゃない？　ラップの時もたくさん舌が回る方が有利だもん」

　結局ラップのことかよ。このラップオタクは。

　それでも……燦心のおかげで、前向きになりつつあるような気がする。

　俺たちはそうして、旧社会科準備室こと部室の扉とびらを開けた。




　　　　★




　部室には、先客がいた。

「──自じ称しようラップ部部長の炬詠燦心さん、今日付けでこの教室から出て行ってもらいます」

　赤いフレームのメガネがよく似合う、お下げ髪がみ風のツインテールにした賢かしこそうな女子がいた。クソダサい、と敬遠されていて、ヒエラルキーが高いヤツほど敬遠する学校指定の夏服用ベストをきっちり着込んでいるあたり、優等生なのだろう。

「えええええええぇ？」

　超ちよう絶ぜつ美少女らしからぬ音波を発して飛び上がる燦心。

「どどどど、どうして？」

　燦心は、わたわたとした足取りで、お堅かたい女子に詰つめ寄る。

「えっと、どちらさまですか？」

　お話にならない燦心の代わりに、俺が訊たずねる。

「申し遅おくれました。私、彩さい暁ぎよう高校部活連統とう括かつ管理部部長の酉とり島しま李り衣えです」

　聞いた事ねえ役職だな。管理するほどうちの学校って部活動の数多かったっけ？

「再度申し上げます。この教室を出て行ってください。……あなた方に退去の意思がない場合は、彩暁高校体育会系格かく闘とう技ぎ連盟の方々に要よう請せいして、強制的に退去させますので」

　俺の知らない機関が、まだまだたくさんあるらしい。

「待って待って！　今やるから～」

「決定事じ項こうですので」

　くいっ、と上げたメガネを光らせる酉島さんは、相手が燦心でも聞く耳を持たないようだ。

　そういえば、燦心はこの教室を勝手に占せん拠きよしているのだった。

　学校のモノを勝手に使って、お咎とがめ無しなんてありえないもんな。

「炬詠さん、この教室の使用を許可する条件、忘れたわけではありませんね？」

　なるほど。一応、完全なる不法占拠というわけでもなかったようだ。

「再三警告したはず。使用を許可する代わりに、教室の維い持じ・管理を任せると」

　教室の維持・管理。……そういえば、燦心に呼び出されて初めてここに来た時、完全に廃はい墟きよ化していたもんな。案外ずぼらなのだ。

「で、でもでも、この部屋、ちゃんと片づいてるし、コンディション評価は非常にいい！　って言えるレベルじゃん」

　そうだね。見るに見かねて時間を見つけて俺が掃そう除じしたからね。ごちゃごちゃ状態だった机や教材も俺が整理したから、廃墟感はもうなくなっている。俺、几き帳ちよう面めんだから整せい頓とんするクセがあるんだよ。自宅の『きら豆』グッズだって丁てい寧ねいにディスプレイしてあるしさ。

「見た目の問題ではありません。責任感と信しん頼らいの問題です。あなたにはもう任せられないと判断したのです。我々が警告するたびにおかしな返答をしたでしょう？」

　その時あなたはこう言っていました、と、酉島さんは、次のような文章を読み上げた。




【今やってる掃除。いわば清せい掃そう行こう為い。ていうかもういい？　こっちは押おう韻いん／の練習で忙いそがしい身の上。視点変えてみようぜ？　他人のことよりまず自分のことしようね？】




「──と、おかしな言こと葉ば遣づかいと節回しで自らの怠たい慢まんを棚たなに上げ、我々の要請を無視し続けたのですから。……私は十分、私の仕事をしていたと自負しています。ここに足を運び、退去を命じることも、私の仕事のうちですが何か？」

「燦心……」

「メグル！　こうなったら一いつ緒しよに悪い魔ま女じよをぶちのめしちゃおう！　知ってる？　ＭＣバトルには２on２もあってね、こっちの方が一人多いから圧あつ倒とう的に有利！」

「クズかよ」

「ディスがこっちに!?」

　敵はあっちだよ、とばかりに酉島さんを指すのだが、今回の件は燦心が悪い。何故なぜ、言われたことができないのか？　人気者の地位にあぐらをかいていたんじゃない？

　とはいえ、今いま更さら部室を没ぼつ収しゆうされるのも俺としても困る。

　放課後にここで燦心と過ごすことは、俺の日常と化している。そんな日々に、充じゆう実じつだって感じないでもない。手にしたモノを奪うばわれるのは、誰だれだって嫌いやだろうしな。

「あの、俺、ちょっと前に燦心と一緒に活動するようになったんですけど」

「あなたは？」

「廻まわ裏りです。燦心と同じクラスの、廻裏メグル」

　いかにもキモオタっぽい方ですね、って言いたそうな顔だ。そうだよ、キモオタだよ。

「今は俺も、ラップ部の一員です。俺と契けい約やくを結びなおしてくれませんか？　ここの部屋、そう悪い環かん境きようじゃないでしょう？　俺、毎日ここを掃除していたんですよ」

　こうして、初対面の怖こわそうな人とも話せるようになれたのは、ラップでのやりとりを通してコミュニケーションに慣れたおかげかもしれないな。

「えっ？　メグルが？」

　そうなんですよ、俺が掃除していたんですよ。その間お前はリア充仲間とくっちゃべってばかりいたけどさ。やっぱ気づいてなかったか。

「……お待ちを」酉島さんは、部屋の奥へ向かうと、窓の桟さんに人差し指を走らせ、渋しぶい顔で指先を凝ぎよう視しした。「……まあ、いいでしょう。あなたの言う通り、それなりにまともなかたちで維持してくれているようですね。……わかりました、もう一度、チャンスをあげましょう」

「ありがとうございます」

「では、後日、あなた方が『らっぷ部（仮）』として活動している証明を見せてください。旧社会科準備室は、彩暁高校部活連統括管理部があなた方に貸たい与よしているかたちになります。ただ部室を管理するだけではなく、何かしら部として活動していなければ、ここを任せることはできません」

　私はまだ仕事がありますので、と言って、酉島さんは部屋を出て行った。

　条件付きながら、部室を維持するチャンスを獲かく得とくできた。

　何より……俺自身の行動で、事態を好転させられたことが嬉しかった。

「メグル……」

　酉島さんのいなくなった部室で、燦心が言う。

「今回はメグルに助けられちゃったね」

「燦心がポンコツすぎんだよ」

「誉ほめたのにディスられた!?」

　相変わらず、ラップとは関係ないディスだと凹へこむな。普ふ段だんちやほやされまくっているから、打たれ弱いのだろう。

「まあでも、ありがと。酉島さんからは、てきとーに扱ってたっぽく言われちゃったけど、私にとっては大事な場所なんだ、ここ」

「へぇ、そうなんだ。どうして？」

「ひみつ」

「えぇ……」

　何故だ。隠かくし事なんて。マイメンじゃなかったのかよ……。まあ燦心は女子だ。男子に隠したいことの一つや二つはあるだろうさ。仕方ねえな。でも男関係の隠し事はナシで頼たのむぜ。隠される方がかえって傷つくんだ。

「でもさー、ぶっちゃけどうしようね？　なにをすれば納なつ得とくさせられるかなー」

　燦心は、机の要よう塞さいの縁へりの部分に飛び乗るように腰こし掛かけると、長く、しかし絶ぜつ妙みようのむっちり感の誇ほこる脚あしを組んでムムムと唸うなり始める。

「一曲披ひ露ろう、なんてのはハードル高いよな。リリックはともかく、トラックは無理だろ？」

「それならだいじょうぶ。私は無理だけど陽ひ菜ななら──」

　一いつ瞬しゆんだけ、燦心が憂うれいの表情をしたように見えたのだが……。

「うん、オリジナル曲披露は今のところ無理だけど、いいこと考えたんだ」

「どんなの？」

「ま、そこはひみつってことで」

　まーた秘密が増えた。ぬふふ、という、美少女らしからぬ不気味な笑えみを前にして、俺の頭は不安で埋うめ尽つくされた。こいつ、一体どんなロクでもないことを？

「こうご期待！」

　やたらと明るい燦心。部室の危機だって本当にわかっているんだろうな？




　　　　★




　そして週末、日曜日。夕方。

　その日は朝からずっと雲ひとつ無い空模様で、快適に過ごせる気候だった。

「──よっしゃっしゃーす。さて、今日はリアルなゲンバに行きまーす」

　集合場所である、高校の最寄り駅の前で待ちかまえていた燦心は、挨あい拶さつもそこそこに拳こぶしを振ふり上げ、一人だけ気合十分だった。

「……ゲンバって、ラップバトルが行われてる場所ってことだよね？　まさか、バトル観みに行くの？」

「その、ま・さ・か、だＹＯ！」

　ラップ好きのくせに、エセラッパーみたいな仕草をする燦心。

「部室の件はどうするのさ？」

「それはいったん置いといて」

「なに悠ゆう長ちようなこと言ってんだよ。酉島さんだって、今まで散々猶ゆう予よくれたんだから、もう待ってくれないだろ。いっそ俺たちのバトルを酉島さんの前で見せればよくない？」

「あのさぁ。メグルは、まだガチのバトルをナマで見たことないでしょ？」

「それは……ＤＶＤとかYouTubeの中でだけだけど……」

「そんな映像の中の出来事だけで、リアルを知った気になっちゃってんスか？」

「ぬぐぐ……」

「ナマ観戦しないと、酉島さんを納得させられるようなラップなんてできないんじゃなーい？　それともメグルは、素人しろうとの酉島さんなら、いい加減なラップでも通用すると思ってるのかな？」

　悔くやしいけど、燦心の言う通りだった。あと燦心は、やっぱラップ大好きっ子だからか、ラップ関連のことでナメた発言をすると顔が怖くなって堕だ天てん使し化する時がある。

「なーんて！　ウソだよ！」

　燦心は一転して、明るい笑顔を見せ、アホの子みたいにバンザイのポーズをした。

「メグルがちゃんとラップに取り組んでることは私も知ってるし。でもゲンバを観て学ぶのも大事だから、この機会にって思って」

「……そうだな、俺、ゲンバ行く」一ヶ月も先延ばしにするわけではないのだ。酉島さんだって、もう少しは待ってくれるだろう。「でも、そういうのってクラブでやってるんでしょ？　大だい丈じよう夫ぶだよね？　ヤクブツキメールバキバキな人たちがそこらを徘はい徊かいしてない？」

「ていうかライブハウスかな。あそこ。クラブにアレルギー持ちすぎだよ。みんな音楽を楽しみに来てるだけだから」

「そ、そうなの……？　じゃ、燦心がそこまで言うなら……」

　音楽関係の盛り場事情を知らない以上、燦心の言い分を信用するしかあるまい。まあ、燦心のことだから、悪いようにはしないだろう。

「じゃ、今日は一緒にい～っぱいナマで楽しもうね！」

　いや燦心、言い方考えろよ……周りにいっぱい人がいるんだぞ？

　この日の燦心は、休日ということもあり、当然私服だった。

　バッチリ気合の入った感じではなく、ダンスを嗜たしなんでいそうな感じにゆるくラフな格好だった。浅く被かぶった白いキャップに、ロゴを圧着しただけなのに超ちよう強気な価格設定をしてきそうなブランドの白いロンＴに、下はタイトなシルエットでトレフォイルマークの付いたトラックパンツだ。ケチをつけるとすれば、この手のちょいＤＱＮな服装、あずあずはしないんだよなぁ。なんだかんだでお嬢じよう様さま育ちなので、私服は女の子っぽいから。つーか俺が似たような格好をしたら『部屋着ｗ』なんて大笑いされそうだな。

　リア充は何故なんでもおしゃれに着こなせるのか疑問に思っていると。

　右みぎ腕うでに、柔やわらかい感かん触しよくと、ほんのりした熱が乗っかってきた。

　なんとまあ、燦心が俺の右腕を抱かかえているじゃありませんか！

「とりあえず電車乗っちゃおう。ここからそんなに離はなれてないから、すぐ着くよ」

　なーんだ。これ以上騒さわぐと面めん倒どうくせえからってさっさと連行しようとしただけか。

　ガッカリかつ安心していると、右腕から燦心の感触が消えていた。彼女はなんと、その場にしゃがみ込んでいて、顔はちょうど俺の股またあたりにあった。

「な、ナニしようとしてるんデスカ!?」

「え？　いや、メグルの靴くつヒモほどけてるから」

「一人でできるもん！　何なの、燦心は俺のオカンか何か？」

「メグル、ハンカチ持った？　ティッシュは？　トイレ行かなくて平気？」

「乗っかってくるなよ！　お節せつ介かいしてこないでよぉ！」

「ええ？　でもメグル、なんかそわそわしてたから。トイレかなって思って」

「や、やっぱそわそわして見えたかな……？」

　燦心の言う通り、俺はそわそわしてしまっていた。

　これまでだって燦心と二人で過ごしてはいたけれど、あくまで『ラップ部』という『部活』の体ていで、活動場所は校内限定だった。いわば学校行事だ。学校行事を男女で過ごすのは不思議なことでもなんでもない。

　だがこれは……ラップが関係しているとはいえ、学校から離れた、完全なプライベート。

　男女一組で、休日にお出かけをする。いってみれば……デートも同然……！

　校内最強の美少女にして東あずまアズキの雰ふん囲い気きを醸かもす逸いつ材ざいとデートだなんて俺には荷が重すぎる。

　ん？　待てよ。あずあず……。

　確か作中でも……クールなフリをして案外抜ぬけたところのあるまそらの世話を焼いているシーンがあったぞ。そのせいで『正妻』にして和風美人のおっとり鬼き畜ちくこと伊い規のりささげが夜や叉しやのオーラを醸した時には、読んでるだけの俺も「ヒエッ……」ってなったもんな。

「燦心、構わん、続けてくれ。全力で……お節介を！」

「あれあれ、さっきと言ってること違ちがうよ？」

「……燦心さんはうるさいです。口ではなく手を動かしなさいです。わたしを存分に愛めでる以外の行動は許しませんので」

「なんか変なしゃべり方になってるよ？　あと一いち人にん称しよう『わたし』になってない？」

「マネ！　今のまそらのマネなの！」

　燦心との付き合いもそこそこ長くなってきたからか、俺はこーんなキモいことだって平気で出来るようになっちゃったんだぜ。




【誰だれそのまそら？　どんな顔か／知らないけどたぶん女子。メグルそのケがあるっぽい？　マイノリティ／配はい慮りよしつつ尊重。これ本当。だって私は奔ほん放ぽう／に見えるけど温おん厚こう。それがモットー。Hott○ M○tto／と掛けていじったりしないもん】




「燦心、なんでいきなりラップぶっこんできたの？」

「メグルみたいに私もラッパーのマネしたの」

「いや燦心はもう真似まねじゃなくてガチな方のラッパーだろ」

「私がラッパー？　違うよー、私なんかまだまだだよー」

　お気に入りのぬいぐるみにするがごとく俺の腕うでに抱だきついてきて、俺の右腕が燦心の胸に吸収されていく。もはや俺の右腕は燦心の一部といっていい。

「メグル行こ。もう電車来ちゃうよ？　はじっこの席空いてるといいね」

　妙みようなリズムの鼻歌を歌う上じよう機き嫌げんな燦心に、改札へと連れ込まれてしまった。




　　　　★




　高校の最寄り駅から電車を乗り継つぎ、目的地となる駅で降りる。すっかり夕方だ。

　初めて降りる駅だったので、土と地ち勘かんのない俺は、ひたすら燦心の背中を追いかけた。

　ダンジョンめいた裏路地を抜けると、『mar6leマーブル』という名のライブハウスが現れた。

　埠ふ頭とうにありそうな大きな倉庫をモチーフにしているような無骨な外観だ。規模はそれほどデカくはない。開場前から、すでに多くの人間が集まっていて賑にぎやかだった。

　ヒップホップファン……燦心いわく、《ヘッズ》だろう。外灯に集たかるガみてえだ。どいつもこいつもコッテコテに悪そうな格好をしたヤツばかり……と思いきや、案外俺と似た雰囲気を持っている連中も結構な割合で存在していて、拍ひよう子し抜ぬけすると同時に安心した。

　それでも、隠かくれ家がバー的な雰囲気のある薄うす暗ぐらいエントランスに入ると、俺は緊きん張ちようにまみれてしまった。奥にあるメインフロアから、重低音が強調されたヒップホップのミュージックが漏もれ聞こえてくる。俺は今、ガチのヒップホップ的空間にいるのだ。先さき程ほど感じた安心はどこへやら。ハンパないアウェイの空気に吞のみ込まれそうになる。

　一いつ般ぱん人をコミコミマーケットに放ほうり込んだらこんな気分になるのかなぁ、と現実逃とう避ひしていると、天使の息吹いぶきが耳を駆かけ抜けた。

[image: ]

「メグル、だいじょうぶ？　手、つなぐ？」

　なんとも甘い提案に、アウェイ感以上の緊張で行動不能状態になってしまう。

　この俺の、いったいどこに触ふれたのかもわからないような邪じや悪あく極きわまる手を……握にぎると申すのか？

　戸と惑まどい、棒立ちになってしまう俺を前にして、うーんと可愛かわいらしく唸うなった燦心は、がんばるぞい！　みたいなポーズで軽く気合を入れた。

「『まーっかせなさいって！　ここはぜーんぶワタシがどうにかしてあげるから！』」

　あれ、それ、あずあずのセリフ？　燦心、俺が熱心に布教しても『きら豆』を熟読しようとしなかったのに、どうして単行本三巻二十四ページ三コマ目のセリフを咄とつ嗟さに？

「あの、燦心、今……」

「緊張解けたみたいだね。行こっか。指定席じゃないから、いい場所とっとかないと」

　すると燦心は、結局俺と手を繫つなぎ、メインフロア目掛けて一直線。

　俺は、燦心のひんやりした手の感触と接せつ触しよくしていることで、何故あずあずっぽいセリフを口にしたのか、考えることができなくなっていた。まあ、単なる偶ぐう然ぜんだろうな。

　入場受付にて、チケット代を払はらったことを示すスタンプを手の甲こうに押され、小さなバーとコインロッカーのあるコーナーを抜け、鉄てつ扉ぴを開けると、メインフロアが現れた。

　今日は、毎週開かれているラップバトルイベントの特別版があるらしい。

　開演前から、フロアはすでに非日常の空間になっていた。

　暗くら闇やみの中、館内のスピーカーから、床ゆかに響ひびいて揺ゆれそうなくらいの大音量で、ラップミュージックが鳴り響いていた。

　観客の熱気なのか、天てん井じようの周辺には白い煙けむりが立ち上っている。『mar6le』の収容人数は、満員にしても三百人入るか入らないか、という程度なので、教室より若じやつ干かん狭せまいような印象すらあった。それでも、満員の観客の熱気は、会場を内側から破は壊かいしかねないほどのエネルギーを放っているように見えた。

　燦心にくっついて、観客をかき分けながら、ステージから一番近場にある場所を取った。オールスタンディングなので、座席やパイプ椅い子すのたぐいはない。ステージは客席より一段高い場所にあるが、そこと観客席を隔へだてるのは、逆Ｕ字の赤い柵さくだけだった。

　Ｒ＆Ｂ色の強い歌モノのメロウなラップが会場内を流れる中、開演までもう少しというところで、隣となりにいた燦心が口を開く。

「メグル、今日は来てくれてありがとう」

「……本当にな。立っているだけでガンガン気力を削けずられるんだけど」

　それでもついて来ちゃうなんて、俺もなんだかんだで燦心に気を許すようになっているのだろう。

　燦心は高校一年生の頃ころから、ここのラップバトルイベントに参加しているらしい。

「ちょっと前まではね、二人で来てたこともあったんだけど」

「え……それって……」

　まさかカレシじゃねーの？　なんて胸がざわめくのを吹ふき飛ばすような大だい歓かん声せいが起きる。

「わ。そろそろ始まるよ。メグル、ライバルの情報をしっかり目と耳に刻み込んでおいてね！」

「えっ、今なんて？」

　聞き返すと同時、ステージの幕が開き、イベントの進行を務める司会の男が現れた。




　　　　★




　イベントそのものは超楽しかった。ステージに登場するＭラツＣパーは、みんなスキルフルで盛り上げ上手だったので、すべてを忘れて夢中になってしまった。

　このイベントは、ラップバトルとライブの二本立てだった。

　そしてステージに登場したのが。

「うわ、あの人絶対怖こわいでしょ、前科あってタトゥーもガッツリでしょ……」

「んふふ。かもね」

　燦心はやったらにまにまするのだが、俺はとてもじゃないが笑っていられない。

　そいつは、髪かみを短く刈かり込んでいて、髭ひげをはやした、獰どう猛もうな熊くまのような巨きよ漢かんだった。

　巨漢は、めんどくさそうにマイクを口元へ持っていくと、『……ＭＣ金こん剛ごう』と、ドスの利きいた声で名乗った。

　もちろんこれは本名じゃなくてＭＣネームだ。

　ＭＣネームとは、いわばペンネームのようなもの。ヒップホップ界かい隈わいでは、本名ではなくＭＣネームを名乗ってラップ活動をする。本名とは別の名前を名乗ることで、自分をキャラクター化しているのだろう。

　あの体格に、あの声だ。ＭＣ金剛のライブは、圧力と迫はく力りよくに満ちていた。「ストリート」で経験した暴力的な日常を落とし込んだリリックを耳にしたら、もうこれまでのように気ままに外を出歩くことなんてできない。俺の大好きな日常系と根本的に違うんだわ……。

「ＭＣ金剛はライブもすごいけど、バトルも強いんだよ。フリースタイラーは音源がイマイチなんて話もあるけど、金剛くんは違うんだよね！」

　まるでジャ○ーズに熱ねつ狂きようする健全な婦女子みたいに瞳ひとみを輝かがやかせる燦心。

　まさかあの巨漢、燦心のカレシじゃねーだろうな？　俺みたいに真実の愛を追求する誠実な男にとってカレシがいる奔放な女はＮＧなんだが。

　燦心ってラップのことになるといらんことまで話すくせに、自分自身のことは全然話さないから、こうして疑ぎ惑わくがどんどん増えてしまうのだ。

「これからはみんなお待ちかね！　オープンマイクコーナーだ！」

　気落ちする俺とは反対に、司会の男はノリノリだった。

　ツバがフラットな黒キャップにグラサンで黒スーツという黒の組織の一員なんじゃねえのバーローって言いたくなる丸っこい体型の彼は、『エマイシー』という名の、ヒップホップ界隈では有名な司会者らしい。ポップな外見と軽けい妙みようなトークのおかげで、ワルが苦手な俺でも受け入れやすかった。

「今日初めて来たよーってヘッズのために説明すると、要するに飛び入り参加！　ステージのＭＣとバトルをしたり、自分の言いたいことをラップしたりできる大チャンスだ！」

　誰でも勝手にステージに上がってなんかできるわけか。お調子者ホイホイだな。

「では、ステージに上がりたーいって人、手を挙げてね！」

　エマイシーがそう告げた瞬しゆん間かん、会場中の観客が一いつ斉せいにハンズアップした。

　もちろん、隣にいるラップバカも、挙げた手をブンブン振っていた。

「メグルも上げようよ。せっかく来たんだし」

　お土産みやげ気分であんな某ウシジマそっくりな輩やからと口くち喧げん嘩かなんてしたくないんだが。

　まあでも、これだけの客が手を上げているのだ。まず当たることはないだろう。

「そうだな。オレヲシメイシテホシイナー」

　結局、俺もハンズアップしていた。

　終演後の話題に使えそうだし。あの強面こわもてラッパーと勝負してやろうという気き概がいを見せたことは確かだから、燦心からの評価だって上じよう昇しようするはず。

「──メグル、メグル！　当たったよ！　金剛くんとバトルできるよ！」

　妄もう想そうに没ぼつ頭とうしていたところ、不意に燦心から肩かたをバシンバシン叩たたかれた。

　なんと、面めん倒どうくさそうな顔をしたＭＣ金剛の指先は、この俺を向いていた。

　……えっ、マジで？　まさかぁ。俺の後ろの人でしょ？

「いやこれ俺じゃないって……燦心、背中押すなよ……！」

　俺は燦心に押され、とうとうステージに立ってしまう。

「てめぇじゃねえＹＯ！」とＭＣ金剛から怒ど鳴なられるかと思ったのだが、ポケットに手を突つっ込こんだまま仁に王おう立ちをしていて咎とがめる気配がない。まさか本当に俺なの？

「さて、彼はこのステージで何を見せてくれるのかな？」

　エマイシーが言う。完全に俺をご指名らしい。

　仕方がない。強面相手にバトルなんて無理だから、ステージ上で好きにラップをさせてもらおう。

「バトル！　バトルです！　金剛くんとバトル希望です！」

「ちょっ、燦心勝手に……」

「オーケー！　今夜のラッキーボーイはＭＣ金剛とのバッチバチのバトルを希望だ！　これは間ま違ちがいねえ！」

　エマイシーのアナウンスに、わぁぁぁぁっ！　と爆ばく発はつ的な盛り上がりを見せる会場。

「メグル、だいじょうぶだよ。バトルの模様はしっかり録画しておくから！」

　燦心の手には、録画モードになったスマホが。

「活動実績ができるよ、やったねメグル！」

「やったね、じゃねーよ。なんで初バトルがよりによってこんなアウェイのステージなんだよ!?」

「あれ？　メグルは金剛くんとバトルがしたいから、手を挙げたんだよね？」

　それなのにどうして嫌いやがるの？　とばかりに、邪じや気きのない顔で燦心は首を傾かしげる。

　しまった……。これじゃかえって好感度が垂直落下だ。

「もしかしてメグル……」

「で……できらぁ！」

　不ふ審しんそうな顔をし始めた燦心を前にして、引っ込みがつかない状じよう況きように追い込まれた俺は、半ばヤケになった状態で、ＭＣ金剛と向かい合う。鳥とり肌はだヤバい。健康サンダルみたいになってんよコレ……。

「バトル希望ってことは、君にもＭＣネームがあるのかな？」

　ＭＣネーム……そういえばまだ、決めてなかったな。

「エマイシーさん！　『韻いんデックス』です！　『韻デックス』！」

　ステージと客席を隔てる赤い柵にへばりついた燦心が叫さけぶ。

「なるほど！　君は、韻デックスってＭＣネームなんだね！」

　燦心の野や郎ろう……まーた勝手に口出しして！　無知ってのは恐おそろしいぜ。この場でインなんとかさんを連想させるワードを出す度胸は、陰いんキャさんの俺にはねえからな。

「違います！　それは前に名乗っていたＭＣネームで」

　公おおやけの場で出せないＭＣネームの代わりとなるモノを、さっさと名乗らなければ……！

「俺は……き、きら……『Kira.Bキラー・ビー』です……！」

　咄嗟に思いついたのは、日ひ頃ごろ考えている『きら豆』をもじったＭＣネームだった。

「『Killa.B』！　なるほど、Bitchビツチを夢中にさせるだなんて、見かけによらず女泣かせだね！」

　んん？　エマイシーさんと言葉を共有できていない匂においがプンプンするぞ。

　Bitchて。『Ｂ』は、『きら豆』こと『きらめきびーんず！』の『Beans』から取ったつもりなのだが。断じてBitchなどではない。つーか誤解するにしても他にも色々あるだろ。『Brilliantブリリアント』とか『Beautifulビユーテイフル』とか素す敵てきな言葉がたくさん。よりによってそのチョイスかよ。Bakaがッ……！

　あとから聞いた話なのだが、ヒップホップ界隈では、『Killer』と同じ意味で、『Killa』というスラングが使われるらしい。「～キラー」と同じ意味合いだそうな。特定のモノに対して強い威い力りよくを発揮すると解かい釈しやくしているから、エマイシーは俺のＭＣネームを聞いた時、女泣かせだなんだと言ったのだろう。頭パンパカパンで股またパカパカンなギャルとか苦手中の苦手でむしろ殺される側なんですがそれは。

「今夜のヒーローになれるよう祈いのってるぜ！　『Killa.B』！」

　俺のＭＣネームは『Killa.B』になってしまった。観客や燦心も、エマイシーさんと同じ文字面づらを頭に浮うかべているに違いない。もういいわ。訂てい正せいする気力もないわ。そんな細かいことにこだわっている余よ裕ゆう、今はないんだわ。

　観客たちは、エマイシーのトークで盛り上がりこそすれ、俺に対する期待は皆かい無むだった。ＭＣ金剛は、『mar6le』の常連。対する俺は、とてもラップなんてできそうにないオタクだ。観客の興味は、調子乗りの新参者をＭＣ金剛がどうシメるか？　という一点だけだろう。

「じゃ、Killa.Bくん、金剛くんと向かい合って！」

　マイクを手て渡わたされた俺は、ＭＣ金剛と向かい合う。客席から見て、金剛は上かみ手てで、俺は下しも手てだ。間近で見ると、やっぱりでかい。腹に頭が埋うまってしまいそうになる。

　ステージの奥にはＤＪブースと俺にはよくわからないたくさんの機材がある。ＤＪは、ノートパソコンに連結されたターンテーブルの前に立って準備万ばん端たんだった。

「メグル……ううん、Killa.B、がんばってね！」

　最前線から俺を見守る燦心。というより、監かん視しされている感じしかしない。

「勝負は八小節の三本勝負！　延長はなし！　エキシビションだからね！　この後もバトルの続きがあるしね！　じゃ、先せん攻こうと後攻を決めてもらおうかな！」

　先攻と後攻はじゃんけんで決める。じゃんけんで勝った結果、俺が後攻になった。

　ラップバトルは後攻のほうが有利といわれている。バトルでは、相手のラップに対して絶ぜつ妙みような《アンサー返し》ができた時、最高に盛り上がる。アンサーできる機会の多い後攻の方が有利なのである。

「じゃ、早さつ速そく始めよう！　ＤＪミョウバン！　かーませっ！」

　ＤＪがターンテーブルをいじると、重く攻こう撃げき的なビートが流れてきた。

　金剛はあくまで渋じゆう面めんを保ったまま、ドスの利きいた迫力満点の声でラップしてくる。




【気の抜ぬけたツラのド素人しろうと。オマエがどう言おうとオレは知らねえ。どうしようとオレの勝手。まるでカッペ／みたいに何も知らねえようだから教えてやる。ステージはバチバチやる戦場。上に上がりてえヤツだけが上がる場所。ガリのオタク野郎は来んなアホ。ガキは大人がカモる絶好の的】




　早口かつリズミカルながらどっしり重く攻撃的な金剛のラップに、観客は沸わいた。

　いかにもオタクの俺に対して、ステージの番人めいた振ふる舞まいでラップしたことが、客の心を摑つかんだようだ。

　初めて燦心以外の人間からディスられた上に、燦心と違って遊びの要素が混じっていない攻撃特化のラップを受けたのだ。ぶっらぶらに動どう揺ようしちゃう……。

　逃にげたい。帰りたい。『きら豆』読みたい。ここは俺の居場所じゃない……。

　ラップバトルとは名ばかりの公開恐きよう喝かつを受けたことで、こんなデスゲームの舞ぶ台たいに放ほうり込んだ炬詠燦心への怒いかりを募つのらせ、およそ一ヶ月半ぶりに今晩のメインディッシュにしてやろうと心に決めた。

　ＭＣ金剛にひたすらビビっている間に、ＤＪのスクラッチの音が鳴り、俺のターンが来てしまう。

　練習としてのラップバトルなら、何度も経験している。燦心との練習のおかげで、途と中ちゆうで言葉に詰つまることなく、八小節も十六小節も即そつ興きようでラップできるようになっていた。

　だが、俺がスムーズにラップできたのは、燦心の前でだけだ。燦心以外の人間とバトルをしたことはないし、ましてや今回の相手は強面こわもてで、ヘタなことを言えばステージを降りた後にリアルファイトに持ち込まれかねないヤバい相手。会場人気を見る限り、熱心なファンだっていそうだし、本人の代わりに取り巻きが襲しゆう撃げきしてくる可能性だってある。現に、燦心の両りよう隣どなりで観戦しているヘッズはキャップを目ま深ぶかに被かぶって全身黒尽ずくめで、いかにもワルそうだし……。

　俺が今勝負しているのは、目の前にいる金剛だけじゃない。

　観客全員だ。金剛ファン全員である。多勢に無勢。俺を守ってくれるヤツは誰だれもいない。

　どうにかマイクを口元に持っていく。マイクは正しく持たなければ、上手うまく声が伝わらないのだと燦心から教わった。マイクは口元から二、三センチ離はなして、口と直角に向き合う位置に保つ。遠くに声を飛ばすつもりで、腹式呼吸。俺は緊きん張ちようと恐れのあまり、そんな基本を忘れ、かがみ込むような姿勢でマイクを持ったままラップをしてしまう。




［……お、オタクだっていいだろうが。目立てば……いいって……。……手だてはあるからぶちのめす。あんたの肥満食い止める／より簡単だ。……まるでトンカツ屋の看板だ］




　わずかながらも声が出ただけで上出来だと思えてしまうくらいひどいラップで、ロクにビートに乗せることができなかった。『ダズンズ』という黒人伝統の遊びと精神修しゆ行ぎようを兼かねた悪口合戦をルーツとするらしいラップバトルは、そのため基本ディスり合いなのだが、お互たがいに会話のキャッチボールをしないといけないという意味では、ケンカというよりもコミュニケーションなのだ。これでは俺の言葉はなにも伝わっていないだろう。

　ラップバトルで勝利するには、当然ながら観客の気持ちを摑まなければいけない。金剛のラップではガンガン沸いた観客も、俺の時は静かなもの。みんなお地蔵さんと化している。時折、失しつ笑しようが漏もれる。なにこれ恥はずかしい。死にたい。

　俺のターンはグダグダなまま終わり、再び金剛のターンになる。




【オレは看板じゃねえけどオマエをワンパンでＫＯ。痛い目見せて啓けい蒙もう／してやるから学べ。ガキのままで／生きてるとするぜ大おお怪け我が。起こってからじゃ遅おそいファンブル。だから勘かんぐる／クセつけとけ生意気盛ざかり。見通し甘い構ってちゃんはここで終わり】




　金剛は攻せめる手を緩ゆるめない。延長なしの短期決戦だ。新人イジメという一点突とつ破ぱで徹てつ底てい的に攻め抜くに違いない。

　ラップするたびに金剛の体が大きくなっているように錯さつ覚かくさせられる。いや、実際どんどんこちらに寄ってきていた。ラップ以外でもプレッシャーをかけてきやがる。

　金剛の手はわかっていても、俺に返す手段はない。ていうか、度胸がない。

「──メグル！」

　おやおや、諸悪の根源が身を乗り出して何か言おうとしてますね。

「ううん、『Killa.B』！　よく聞いて！」

　言うことをよく聞くべきなのは燦心の方だと思うんだよなぁ。




「──『背中を向けてもいいよ。けど、振り向いたら、ワタシだー！』」




　俺はまたも燦心に驚おどろかされた。

　だってそれは、『きら豆』の作中であずあずが口にしたのと、まったく同じセリフなのだから。具体的に言えば、単行本二巻の八十五ページ八コマ目。作中では、小学生時代のまそらが独唱のテストを憂ゆう鬱うつに思っていた時に、クラスメイトのあずあずが一いつ緒しよに壇だん上じように立っていたという過去の友情を示すエピソードだ。だが、困難を前にして怯ひるむ相手に、味方としてそばに控ひかえていてあげるから、と勇気づけるセリフなので、使い所としては的確だ。なに俺、まそらなの？　いやここに来る前にまそらごっこはしたけどさ。

　一つ、ハッキリしたことがある。

　燦心は、咄とつ嗟さにあずあずネタを出せるくらい、『きら豆』を読み込んでくれている。

　なんだよ、そんなことなら隠かくさずに教えてくれたらよかったのに。『きら豆』仲間が増えるのは、俺的にいつでもウェルカムなんだからね。

　燦心は俺を嫌きらっているわけじゃない。ガチで嫌いだったら、俺がゴリ推おししている『きら豆』なんて読まないもんな。

　このまま無様に負けるのが嫌になってきた。

　燦心のスマホが捉とらえているのは、俺の姿。今の俺は、燦心監かん督とくによるちょっとした映像作品の主役である。

　学校じゃ地味なぼっちの俺だけど、今、この瞬しゆん間かんだけは主役でいられるのだ。

　生しよう涯がい初の主役大抜ばつ擢てき。このチャンスを逃のがすなんてもったいない。

　負けっぱなしの映像じゃ、酉島さんを納なつ得とくさせられないもんな！

　俺のターン。マイクを握にぎり直す。今度はきっちり正しい持ち方ができた。頭の中はクリアだ。弱気のモヤモヤは、もう消えた。

　燦心、カメラを止めるんじゃねえぞ……！




［説教多いなクソおデブ。人生終える／前の遺ゆい言ごんか？　肥満は体に悪いもんな。腹に食い込んだ／パンツのゴムで呼吸困難。だってお前の体型お相撲すもうさん。横よこ綱づな相撲ずもうで調子乗んな。出してろ張り手。対面の相手は最底辺。けどもうあんたに恐きよう怖ふ抱いだいてねえ！」




　客席からチラホラと声が上がり始める。これまでとは明らかに違う反応。だが、決して俺のラップに沸いてくれているわけではなく、一ターン目と違って普ふ通つうにラップできていることに対する驚きだろう。

　短期決戦だけに、一ターン目を無む駄だにしたのは、やはり痛い。

　それでも、燦心と向かい合っている時と同じようにラップができた。これなら最後まで逃げずに済む。ビビってないアピールをして、金剛にも、観客にも、そして燦心にも、決意表明ができたことだし、最後に繫つなげられるラップだ。

　ＭＣ金剛はほんの少し眉まゆを動かしただけだ。俺が本調子に入ろうが、まだまだ余よ裕ゆうということだろう。実力も、観客のプロップス評価もガッチリ勝ち取っているのだから。

　ラスト。三ターン目になる。

　ＭＣ金剛は、圧はそのままに、渋面を崩くずすことなく、マイペースでラップしてくる。一いつ貫かんしてスタンスを変えてこないのは、頑がん固こで不器用というよりも、有利な立場を自覚しているからだろう。獰どう猛もうな見た目と違ってクレバーなヤツだった。




【ビビらす気ねえよ。勝手にビビってるのはそっちだろ小こわ童つぱ。まるで輪っか／ハメられた孫そん悟ご空くうだよ。オマエはオレの手のひらの上。自由自在に言う機会奪うばって思い通り転がす。脅おどかす以前の問題。これで終わり。お相子の決着はねえ。怖こわいトコに不似合いなよい子は帰って床とこに臥ふせてろ】




　ラップを終えると同時に、仕事終しゆう了りよう、とばかりに金剛はマイクをスタンドに戻もどした。ちなみにビートはまだ鳴っていて、金剛のターンは続いている。死体蹴げりはかわいそうだろ？　という観客へのアピールだろう。最後まで余裕の態度を崩さない。金剛の目もく論ろ見み通り、無名の素人しろうとを軽くいなすベテラン、という構図に、観客は沸いていた。ラップの代わりに歓かん声せいがビートの上で躍やく動どうしている。

　手ぶらになった金剛は、ポケットに両手を突つっ込こんでこちらを見ている。勝敗が決する前から、圧あつ倒とう的勝者のオーラが漂ただよっていた。

　ＭＣに必要な能力は、ラップの上手うまさだけにあらず。観客の心を摑み、盛り上げることができなければ失格だ。金剛は、ＭＣとしての役割を完かん璧ぺきにやり遂とげたわけだ。

　戦う前からわかっていたことだけど、やはり地力が違う。

　俺は今まで、燦心としかラップをしていなくて、観客を意識したことはなかった。対して金剛は、バトルが開始した瞬間から、どう振る舞えば観客に響ひびくのか意識していた。

　実力差があるのは確かだが……せっかく燦心が応おう援えんしてくれているのだ。せめて、余裕の金剛に一いつ矢し報むくい得るラップをして終わりたい。

　でもなぁ。どう攻める？　動かざること山の如ごとしっつーイメージの巨きよ漢かんを相手に……。

　俺のターンになり、最後のラップをしなければならない。

　彼女の声が聞こえたのは、そんなギリギリの時だった。

「──メグルはメグルのラップをすればいいんだよ！」

　最前列の燦心の声。こんな場所でも、彼女の声はよく通る。

　燦心の言う通り、俺は金剛のラップに付き合ってしまっていた。いわば金剛の土俵でずっと勝負していたようなもの。格上の相手とまともに組み合ったところで勝ち目はない。

　どうせこれでラスト。何もできずに負けるよりは……一か八か賭かけてみるべきだろう。

　俺は、手て汗あせでべったりになったマイクを握り直すと、ビートを強く意識しながら。




［俺の知ってる孫悟空は輪っかなんかねえよ。手から光線出して当然の男。そいつがリアル悟空だよ。マンガもアニメも知らねえのかオッサンが！］




　ラップした時の俺の声は、これまで以上に高く、ビートに極力言葉を詰め込むような早口だった。オタクが持論を展開する時にお馴な染じみだね。

　聞こえてきたのは、観客の大だい歓かん声せいではなく、笑い声だ。

　嘲ちよう笑しようではない。ついつい噴ふき出してしまった、というような、リラックスした笑いだ。

　クールなラップに反応しての歓声ではないものの、初めて観客が反応してくれた。

[image: ]

　観客から共感されたような安心感を得た俺は、勢いを殺さずに、徹底して『俺自身の』ラップを続けることにする。




［俺は帰っても寝ねない！　夜に読む『きら豆』が俺の世界！　開くページ。膨ふくらますイメージ。白と黒が理想を提示。男だらけのアウトレイジ、みんなワル。女だらけのラブコメディ、深しん夜や枠わく／それが『きら豆』。見たらね／血だらけ／なお前を象しよう徴ちようする日常も即そく浄じよう化か。ご苦労さん。前時代的なお相撲さん。四し股こより韻いん踏ふむ練習してろやオッサン！］




　俺といえばやっぱ『きら豆』だろ！　って勢いでラップした。『きら豆』ネタに終始するだけじゃなくて、相手が実績あるベテランということを逆手に取って、新進気き鋭えいVS老害という世代闘とう争そう的な方向性に持っていこうとした。まあ金剛がいくつか知らんけど、オッサンだろ。見た目的に。観客は俺と同世代かちょい上くらいが多そうだしな。

　俺の方が金剛よりも韻いんは固いのだ。金剛は韻よりも、フロウや攻こう撃げき的なディスで勝負するタイプだ。ラップバトルはたくさん韻を踏ふめばそれだけで勝てるほど甘いものではないけれど、俺が金剛よりも上回っているところを挙げるとすれば、そこだけだ。これが観客からどう評価されるか。

　なんて目論見はあったものの、『きら豆』ってワードを出してよかったのかどうか。ヒップホップヘッズな観客の十割はオタク好みの日常系四コマなんて知らないだろうし。ポカーンとされないかなぁ。

　とにかく、超ちよう不安だったんだけど。

　引き続き起こる笑いの中に、歓声が混ざっているのが確かに聞こえた。

　俺のターンが終わった直後はまだまだ会場を満たすほどではなかった歓声は、じわじわと広がり、判定を待つべく客席を向いて金剛と並んだ時には、大きな声が響くようになっていた。マジか。

「──オーケー！　二人とも、間違いない熱いバトルだったよ！」

　エマイシーがバトルの終了を告げると、会場から拍はく手しゆが起きた。中でも一番大きな音を出していたのは、最前列にいる燦心だろう。頭上でパンパン手を叩たたいている。

「じゃ、判定に入ろう！　先せん攻こうと後攻で順に名前を呼ぶから、こっちのＭＣが間違いねえ！　って方に、大きな歓声送ってくれー！　いくぞー！」

　まずは、先攻である金剛の名前が、エマイシーからコールされた。

　観客の反応は……俺の耳で判断するのなら、大だい声せい援えん以外の何ものでもなかった。大きな声を上げつつ、片手を上げて、手をずるいチョキみたいなかたちにしてひらひらする様は見み応ごたえがあった。

　あー、これ負けちゃったかな。

「じゃあ、後攻のKilla.B！　こっちが間違いねえってヤツ、大きな声をくれ～！」

　すると、場内に再び割れんばかりの歓声が起こった。

　なんとまあ、金剛の時と負けず劣おとらず。

　あれ、これもしかして……ドローに持ち込めるんじゃ？

　どちらに多くの歓声が上がったのか判断するのは、司会であるエマイシーの仕事だ。

「うん、僅きん差さだけど……決着つきました！」

　エマイシーは、マイクを持ち直すと。

「──勝者、Killa.B！　おめでとうございます！」

　エマイシーが何を言ったのか、信じられなかった。

　え？　俺、勝ったの？　『きら豆』推しの、みんなが元ネタ知らなさそうなラップで？

「メグル、おめでとう！」

　ふわっとしたいい匂においと同時に、温かな感かん触しよくが飛び込んでくる。

「メグルなら、勝てるって信じてたよ！」

「離はなれろって、みんな見てるから！」

「えぇ～？　せっかく勝利を祝福してあげてるのに！」

　コントなやりとりをする俺たちに、また観客から笑いが起きた。すっかりここのコメディ枠わくだ。ゲンバにはリアルガチでハーコーなラップしか認めない怖い人ばかり集まるものと勘かん違ちがいしていた。みんな、案外優しい。

　俺の腕うでを勝手に使ってダンスのごとくくるくる回って喜ぶ燦心を目にして初めて、勝ったのだと認にん識しきすることができた。

　そういや俺、誰だれかに勝ったのなんて初めてだな。

　そう思うと自然と目め頭がしらが熱くなってしまうのだけれど、観客から冷やかしのブーイングを浴びる中で感動に浸ひたるのも格好がつかないので、どうにか耐たえた。帰ったら思い出して泣こう。それと燦心の体の感触と温度と匂い、記き憶おくしたからな……！




　　　　★




　その日のイベントが全部終わったあと。

「いい画えが撮とれてよかったね！　これなら部室はもう私たちのもので確定だよ！」

「それはいいんだけどさぁ、燦心、ここって関係者しか入れないんじゃないの？」

「だいじょうぶだいじょうぶ！　いつも入れてもらってるから！」

　俺は燦心に引っ張られて、イベントに出場したＭＣが控ひかえ室にしている、バックステージにやってきていた。学校の廊ろう下かに似た、灰色一色の殺風景な光景だ。

「今日はメグルがバトルで勝った初めての日だもん。これを機に顔と名前を覚えてもらうんだよ」

「ＭＣ金剛さんに？」

「そう、金剛くん！」

　いや、負けた腹いせにぶっ殺されたらどう責任取るつもりなの。

「そういえばさ、どうしてＭＣ金剛さんはあの時」

「おじゃましまーす！」

　俺を無視して、燦心はとある一室の扉とびらを開けた。

「金剛くん、お疲つかれさま！」

　小こ綺ぎ麗れいな歯科医院の待合室めいた部屋のソファに、強面でワルなＭＣ金剛さんが座っていた。

　殺さつ人じん鬼きのごとき表情だ。マフィアのドンみたいな風格がある。

　のそりと立ち上がった金剛は、登山客を何十人も喰くい殺していそうなクマに似た表情でこちらを見下ろすと。

「とりあえず、お疲れ」

　なんと、手を差し出してきた。……え、まさか握あく手しゆ？

　負けた腹いせに自じ慢まんの握あく力りよくで握にぎり潰つぶすつもりかな？　と、おっかなびっくり手を差し出したものの、驚おどろくようなソフトタッチで握り返してくれた。

「実はね、メグルを指名するように、事前に金剛くんに頼たのんでおいたの。活動実績のこともあるんだけど、メグルにラッパーとして成長してほしい気持ちだってあったんだよ？」

　ああ、やっぱり仕込みだったのか。ピンポイントで俺を当てるなんて、おかしいと思ったんだ。

　ていうか燦心、この猛もう獣じゆうの如き男に頼みを聞かせたっていうの？

　それ、二人がとても親密な関係にあるようにしか思えないんですが。

「気になってたんだけど、燦心とＭＣ金剛さんは、その、ほら、付き合ってる系のなんかなの……？」

　たまらず俺は訊たずねてしまった。これまで、気にはなりつつも決して燦心のプライベートに突っ込んだ質問はしなかったのに。炬詠燦心が俺に寄せてきている、という期待を持ってしまったせいかもしれない。

「私と、金剛くんが？」

　燦心は、自分自身とＭＣ金剛を順次指差すと。

「ぼっふぁぁ！」

　体を反らせて盛せい大だいに噴き出した。それはもう、盛大に。美少女がしていい動きじゃない。

「ぶふふ……メグルってば、そんな勘違いしてたの？」

「いやでもさ、そんな怖こわそうな人がちゃんと頼みを聞いてくれるってことは」

　それだけ心を許してるってことだろ？

　俺の表情がよほど深刻で、切せつ羽ぱ詰つまっていて、彼女は哀あわれに思ったのかもしれない。

「今んトコ私、メグルよりも仲良くしてる男の子っていないんだけどなぁ」

　燦心は俺の耳元で、囁ささやくようにそう告げた。ウソかホントか、確かめようがないけれど、ひとまず安心してしまう程度には、もっともらしい声こわ音ねで。

「『5UNNYサニー』、Killa.Bが混乱している。誤解を解いておけ」

　心なしか、ＭＣ金剛さんは、強面こわもてに戸と惑まどいを浮うかべていた。

　ちなみに、『5UNNY』とは、燦心のＭＣネームらしい。以前聞いた。

「そうそう、メグルは金剛くんを誤解してるよ。顔は怖いけど色々とスウィートな人なんだよ。メグルに本業を教えてあげて」

[image: ]

「パティシエ」

「今は修しゆ業ぎよう中で、自分のお店を持つのが夢なんだよね？」

「ああ。だが将来的には全国制せい覇はだ。オレの店を全国展開して、この国を甘味の国にする」

「いいね。その時は、マイメンのよしみで生しよう涯がい食べ放題券を譲ゆずってね」

「燦心……図ずう々ずうしすぎだろ……あんま滅めつ多たなこと言うなよ」

　商売敵をどんな方法で処しよ刑けいするか策を巡めぐらせるような表情のＭＣ金剛さんが相手だろうと、平気な顔で無茶を言う燦心を前にして、無関係な俺の方がハラハラしてしまう。

「店の名前も考えてあるぜ。『ぽすと☆まろん』だ」

「自分の好きなもののことになるとたくさんしゃべるところがメグルと似てるでしょ？」

　見た目はともかく、ＭＣ金剛さんの中身は、俺が思っていたものとは違うらしい。

　不思議なことに、話せば話すほど、凶きよう悪あく犯ではなく、サイズが大きめなクマのＰさんに見えてくる。そしてオッサンではなく、俺とそう変わらない歳としらしい。

「オレにとってラップはエンターテインメントだ。オレの本当に好きなもののことより、この見た目通りのラップをする方が、みんなに楽しんでもらえると思ったんだ」

　ＭＣ金剛さんは、ギャングスタな芸風を気取る理由をそう説明した。

「アイス・キューブと同じ芸風なの！」

「……本当は、スイーツのレシピを題材にしたラップをしたいんだが」

「ＤＪみそ○るとＭＣごはん路線は似合わないよ、って私が言ったの」

「燦心が余計なことしなかったら、あれだけビビらず済んだのに……」

　俺だけではなく、ＭＣ金剛さんすら手玉に取る燦心。とんだ悪あく魔まだ。

「やっぱりね、メグルが勝てたのは、その辺の差だと思うんだ」

「どの辺？」

「メグルは本当に好きなもののことをラップしたから。そこにみんなも反応したんだよ。メグルの、好きってバイブスはみんなに伝わるんだから。金剛くんがワルぶってるのはキャラだから。好きって気持ちに差が出ちゃうよね」

　つまり観客は、『きら豆』好きに共感してくれたわけではなく、俺のラップそのものに心を動かしてくれたってことか。

「そうか。好きなものをラップした方が、オーディエンスに伝わるのか」

　ＭＣ金剛さんが、何やら腕うで組ぐみをして、シリアルキラーも震ふるえ上がるほどの表情をしたと思ったら、アカペラでこんなラップを始めた。




【泡あわ立だてた生クリーム／ケガするぜ甘く見ると。オレは洋よう菓が子し／職人目指すまで能なし／だと思ってたけどやっと見つけた生き甲斐がい。ラップで言い合い／するより老いる／までし続けてえホイップ】




「うん、やっぱ金剛くんは今まで通りのハーコー路線でラップした方がいいよ。スイーツ路線じゃクソワックＭＣ以外の何者でもないもん。向いてないよ。すぐやめてね」

「辛しん辣らつすぎんだろ……」

　俺は寒気がした。燦心が、学校では清純派の大天使として振ふる舞まえているのは、校外で毒抜ぬきをしてストレスを吐はき出しているからなのだろうな。

「……すまねえ。オレ、もう二度と、顔に似合わないことはしねえ」

「きゅ、九十度腰こし折って謝罪だと……！」

　この強面に、こうまであっさり頭を下げさせるとは、燦心は俺が思っている以上にとんでもない女なのかもしれない。

「ね？　怖い見た目と違って優やさしいチューバッカみたいでしょ？」

　チューバッカて。じゃあ燦心はハン・ソロ？　いやソロは俺か。

　けれど、人間というよりマスコット扱あつかいしている燦心を見ていると、ＭＣ金剛が燦心のカレシなんじゃないかという疑念は完全に消えた。……別の意味で、厄やつ介かいな女なんだな、という確信は強まったけれど。

　ＭＣ金剛は燦心のカレシでも元カレでもなく単なるペットで、実はパティシエ志望のスイーツ野や郎ろうだったと安心したのもつかの間。

「……今日は、ＭＲＫ……いや、榁むろ姫きは連れてきていないのか？」

　金剛さんがそう口にした時、和やかな空気が一変した。

「……陽菜が？」

　冷たい空気の発生源は……燦心だ。

「オレたちがバトルをしていた時、客席にいた。後ろの方だったがな。例のおっかねえ女も一いつ緒しよだったぜ。今日のオマエは野郎を連れていたから、妙みようだとは思ったんだが」

　榁姫……榁姫陽菜？

　聞いたことがあるような、ないような……。

「陽菜！」

「あれ、燦心!?」

　急に部屋を飛び出していく燦心に面食らっていると。

「……追いかけてやれ」

　失態を悔くやむような顔をしていたＭＣ金剛さんに、背中をぽふんと叩たたかれたこともあって、俺は燦心を追いかける。

　バックステージの裏口は機材運うん搬ぱん用の駐ちゆう車しやスペースになっていて、回り込むと入場口前に繫つながっていた。

　観客の大半はすでに帰ってしまったようだ。イベントの感想を話し合っている観客の姿が、ぽつりぽつりとあるだけだった。

　そんな場所に、燦心は、背中を向けて立ち尽つくしていた。

「燦心……」

　声を掛かけるのを躊躇ためらいそうになるくらい寂さみしげな後ろ姿だったが、ここで無視をするわけにもいかない。

　燦心は何も答えず、振り返ってもくれなかった。

　コミュニケーション弱者にして、ぼっち生活が長すぎたせいで、こんな時にどんな言葉を投げかければいいのかわからなかった俺は、沈ちん黙もくするしかなかった。

　去年の『パフォーマンス大会』のことを思い出す。

　燦心は一人でステージに立ったわけじゃない。

　相方がいたはずだ。ステージの奥で、ＤＪブースに立っていた。

　オーバーサイズなパーカーのフードを目ま深ぶかに被かぶっていたせいで、顔はよくわからなかったけれど、名前は知っていた。




『──ライブＤＪは、榁姫陽菜です！』




　パフォーマンス中に、燦心がそう紹しよう介かいしたからだ。

　けれど、休み時間に寝ねたふりをしている最中に小耳に挟はさんだ噂うわさによれば……。

　榁姫陽菜って子は、『パフォーマンス大会』以降、一度も学校に来ていないらしいのだ。

　そこまで思い出した時、俺はますます声を掛けにくくなり、燦心が落ち着くまで、一緒にその場に立ち尽くしていることしかできないのだった。

















◆第三章　陰いんキャ・ハウス









「……恐おそろしい映像ですね」

『mar6leマーブル』でのバトルが記録された燦さん心ごのスマホの画面を見つめ、酉とり島しまさんは、メガネの位置を直しながら眉み間けんにシワを寄せた。

　週明けの昼休み、俺と燦心は、酉島さん率いる彩さい暁ぎよう高校部活連統とう括かつ管理部が本ほん拠きよ地ちにしている一室にいた。真面目まじめで無む駄だを嫌きらいそうな酉島さんらしく、殺風景な会議室を思わせる部屋だった。

　酉島さんは、以前の俺と同じく、盛さかり場にはワルが集つどうものと決めつけているせいか、映像のウケは決してよくなかった……のだが。

「私の趣しゆ味み嗜し好こうとは相あい容いれない映像ですが……あなた方がきちんと活動していたことは、認めなければいけません」

「それじゃ部室は……」

　燦心の顔はほころぶ寸前だ。俺はその表情の変化を注意深く観察してしまう。

「ただし、半年です。半年だけ、貸たい与よ期間の延長を許可します」

「ええ？　永久に貸してくれればいいじゃん」

「現状、あなた方への信しん頼らいは、その程度ということです」

「なにそれー。メグルがこんだけ間ま違ちがいねえバトルをしたっていうのに！」

　燦心は、見ろよぉ！　とばかりにスマホをぐいぐい近づけるのだが、ほっぺたに押し付けたって意味ないだろ。それじゃ嫌いやがらせだ。俺は慌あわてて燦心からスマホを取り上げた。

「燦心、部室を無くすかもって危機感あった方が、『ラップ部』の活動がマンネリにならなくていいと思うんだけど」

　このままちゃんと活動し続ければ部室の使用を延長できますよね？　と酉島さんに訊たずねると、首を縦に振ってくれた。そんな反応を目にして、燦心も納なつ得とくしてくれる。

「……メグルがそう言うならいいけど。がんばったのメグルだもんね」

　ここであまり欲張ったら、部室を没ぼつ収しゆうされる危険性もあるわけだしな。

「──ってことで、部室が戻もどってきたよ！」

　教室に戻った燦心は、バレエでも踊おどりだしそうな軽かろやかな身のこなしで、一いつ箇か所に集まって昼飯をかっ喰らっていたリア充じゆう仲間に吉きつ報ぽうを伝えた。

「実は、全部メグルのおかげなんだよねー。観みてよコレ！」

　スマホを掲かかげた燦心は自由の女め神がみのごとく。リア充たちはスタチューな彼女に群がる。

「えっ、これ廻まわ裏りなの？　めちゃくちゃ気合入ってね？」「やべぇじゃん対戦相手。絶対ＹＡＫＵＺＡだろ……こんな好き放題言ってよく殺されなかったな」「うちらじゃここまで言うのムリだよね～」「いやオレだってサンゴから応おう援えんされたらこれくらい」「この前サンゴからラップバトルの動画見せられただけで黙だまり込んじゃったの、どこのダレだったっけ？」「ぐっ……そうだよ、オレだよ！　廻裏みたいにはできねえよ～」

　金こん剛ごうさんという超ちよう強面こわもてを相手にオタクの俺が罵ば詈り雑ぞう言ごんを食らわせる姿は相当インパクトがあったようだ。今まで、学校中の憧あこがれの的である燦心と一緒に放課後を過ごしていながら、誰だれのヘイトを買うこともなかったのは、大天使炬こ詠よみ燦心と釣つり合いが取れていないただの下僕としてカウントされていたからなのだが、この時初めて、俺はみんなから一定のリスペクトを得られた気がする。

「いや、無我夢中でやっただけだから……」

　褒ほめられ慣れていない俺は、まるで言い訳をするみたいにそう言うのだが、みんな盛り上がることに一いつ生しよう懸けん命めいすぎて、俺の言うことなんて聞いていなかった。……今回の件をキッカケにぼっちの俺がリア充に！　なんて展開は絶対ないことがここに証明された。

「ね？　メグルはラップのことになるとスゴいんだよ！」

　燦心がそう口にして初めて、リア充たちは面と向かって俺を褒めてくれた。案外みんな、穿うがった見方をしなかった。今後、心の中でこっそりディスるのは止やめておこう。せっかく得たプロップスだ。

　ぼっちからすれば「格上」のカーストからスゴいスゴいと言われ、嬉うれしいには違いなかったけれど……先日の『mar6le』での件は、まだ俺の中で引っかかっていた。

　あまりにも普ふ段だん通りな燦心を目にしていると、違い和わ感にまみれて、感かん慨がいにふけることができないのだった。




　　　　★




　その翌朝のこと。

　昇しよう降こう口の下げ駄た箱ばこに腕うでを伸のばすと、上うわ履ばきの中にカサリとした紙の感かん触しよくを覚えた。

　四つ折りになった紙し片へんを開くと、こんな文面があった。




　──『目を覚ませ。おまえは炬詠燦心に騙だまされている』




　名前はないが、誰から差し出されたものなのか察しはついた。

　榁むろ姫き陽ひ菜なだ。

　一年前、燦心と一いつ緒しよに文化祭のステージに立った、『元相方』。

　まさか燦心ではなく、俺に接せつ触しよくしてくるとは……。

　この手紙をねじ込んできたということは、登校してきているのだろうか？　長い間不登校らしい彼女が？

　自分の教室へ向かう前に、各教室を探し回ったのだが、榁姫陽菜らしき女子生徒はいなかった。

　姿を現さないくせに、俺の行動を把は握あくしているらしいのが不気味だ。

　厄やつ介かいなことになったぞ、これは……。




　　　　★




　デリケートな問題とわかっていたので、燦心に相談するわけにもいかず、スッキリしないまま放課後になる。

「メグル、週末ヒマだよね？」

　晴れてラップ部の部室となった旧社会科準備室にて、燦心はそう切り出してきた。

「もちろんヒマだけど、ヒマって前提の質問がめっちゃ引っかかるんですが」

「一緒に出かけようぜっ」

「……またバトル出んの？」

「ううん、今回は、買い物につきあってほしくて」

「どこ？　タ○レコとか○ＭＶ？」

「なんでラップ関係なトコばっかなのかなー」

　いや、燦心にラップ以外の何があるのさ……。ていうかこの認にん識しき、燦心にとっては名めい誉よなことなんじゃねーの？　なんでちょっとキレ気味なの……。

「あのねー、服がねー、ほしいんだけどねー」

　彼女は妙みように間延びした声を出し、うつむいたまま足首の運動みたいな仕草を始める。

「いや、それこそ俺不要じゃん。服って。俺、ユニク○以外の服屋に立ち寄ったらアレルギーで死んじゃう体質なんだけど……燦心は今まで俺の何を見てたの」

「見てたからこそなんでスけど」

　彼女はとうとう頰ほおを染めてしまう。一体燦心の身に何が……？

「ほら、メグルの好きなあずあず？　みたいな服って、コスプレする人向けのお店にしかないんでしょ？　どっかの学校の制服みたいなやつ。私知らないから。メグルなら詳くわしいだろうし」

「まさかとは思うけど、燦心、あずあずのコスプレするつもりなの？」

「そうだけど、ダメ……かな？」

「全然いいけど……なんで？」

　おっかなびっくり許可を求めてくるなんて燦心「らしくない」ので、俺の方が慌ててしまう。燦心が、『きら豆』を読み込んでいるらしいことは、金剛さんとのバトルの中で判明している。だが、コスプレをしたがるほどハマっているというのか？

「メグルだって、まじめにコツコツラップの練習して、ラッパーになったわけでしょ？」

　俺、いつラッパーになったの？　という疑問はさておいて、俺がラップに熱中することは、俺が思っている以上に燦心にとって大事なことらしい。

「だったら私もあずあずになってみるべきだと思うんだよね」

「なるほど、わからん」

　わからん、が。

「残念ながらコスプレ専門店には、あずあずが通う『私立豊ほう穣じよう女子学院』の衣い装しようは売っていない。『きら豆』はまだアニメ放送前でそれほどメジャーな作品じゃないからな。そして俺の衣装自作スキルはゼロだ。その手の知り合いもいない」

　燦心の方からあずあずに寄せたいと言っているのだ。止めるつもりはない。

「だが、あずあずがしそうな格好なら、助言できる」

「メグルのアレルギーが発はつ症しようして死んじゃう系のお店を探すことになっても平気？」

「あずあずのためなら、俺は死なん」

「さすがメグル、あずあずのことになると別人だね。……見た感じ、似たような服はあると思うんだけどー」

　上じよう機き嫌げんでスマホをいじる燦心。覗のぞき込んでみると、『きら豆』の電子書しよ籍せきを開いていた。やはり燦心は、『きら豆』を読んでくれているのだ。すげえよ『きら豆』。ラップオタクまでファンに引き込んでしまう作品力。半はん端ぱねぇわ。アニメ化したら間違いなく覇は権けんだな。古参オタとしては贔ひい屓きの作品がメジャーになってしまうのは嬉しいやら寂さびしいやらで複雑なのだが、ファンが増えるのはいいことだ。仲間が増えるよ、やったね、俺ちゃん。

「カネは俺が出す」

　ファンが増えたお祝い代わりだ。悪いよ自分で出すよ、と遠えん慮りよする燦心を強ごう引いんに押し切る。男として、オタクとして、ここは譲ゆずれない。

「じゃ、メグルの都合もあるだろうし、行くつもりで考えておいてねー」

　そうして燦心は、いつものようにラップ部での活動を始めた。

　結局この日も、燦心が榁姫陽菜について語ることはなかった。
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　自宅で『きら豆』の単行本をペラペラとめくってニヤついていると、ベッドの上に放ほうってあったスマホが震ふるえた。電話だ。

　妙だ。ぼっちの俺に電話が来るなんて。燦心とのやりとりはチャットアプリだ。燦心からの電話じゃない。

　画面を見ると、案の定非通知だ。どうせ悪戯いたずらか掛かけ間違いだろう。

　普段なら無視を決め込んでいるのだが……この日は、胸むな騒さわぎがしていた。

　まったく面識のない相手からの『連れん絡らく』に、心当たりがあったからだ。

「……もしもし？」

　おそるおそるスマホを耳に当てる。

『──廻裏メグルですね？』

　肉声ではなく、音声加工を施ほどこしたような声が聞こえてきた。

　それでも、声の主は女性……女の子と想像できた。

「もしかして……榁姫陽菜……さん？」

『あなたは質問するなです』

　丁てい寧ねい語なのに、ぴしゃりと突つき放すような調子だった。

『言ったはずです。炬詠燦心には近づくな、と。どうして約束を守れないんですか？　今日も放課後、二人きりでいやがりましたね？』

　ああ、これ、間ま違ちがいなく榁姫陽菜だ。

　誰かわかって一安心……なんてできるか。

　どうしてこの子、俺の行動を把握しているの？　学校に来ていないはずでしょ？　教室でも部室でも、榁姫陽菜らしき人物を見かけた覚えがないんですが……どうやって俺のことを見ているの？

『早く答えなさいです。答えないと、あなたの破は廉れん恥ちな秘密を一つずつ明かしますよ？』

「破廉恥？」

『……その一です。あなたは炬詠燦心がトイレで席を外した直後、旧社会科準備室が無人になったのをいいことに──』

　ぞわぞわと鳥とり肌はだが立っていた背中が、今度は一気に冷たくなった。

『きょろきょろ落ち着きなく辺りを見回したと思ったら、それまで炬詠燦心が座っていた椅い子すに手のひらを当て、余熱を──』

　やめてぇぇぇぇぇ！　って叫さけびそうになったし、実際、叫んだ。

『それだけに止とどまらず、なんと頰を──』

　だからぁぁぁぁぁ！

「もうやめて！　俺が社会的に死んじゃう！」

『では、やめましょうです』

　ククク……と、電話の向こうから含ふくみ笑いが聞こえる。

　なんなのこの子……まさか部室に監かん視しカメラが設置してあって、今までのことはすべて盗とう撮さつ・盗とう聴ちようされていたっていうのか？

　その上、『その一』ときたもんだ。

　……いや、別に口にするのもはばかられるような変態行こう為いを何度もしてるってわけじゃないぞ！　榁姫陽菜のでっちあげで無実の破廉恥が増えている可能性もあるわけだし。

『安心してくださいです。わたしは、あなたの敵ではありませんよ』

「……敵以外の何者でもないだろ」

『え？　なんですって？』

「い、いえ、なんでも……」

『今、なんでもって言いましたね？』

「いやそういう意味じゃなくてね？」

『それなら、我が家に来なさい。わたしが、あなたを炬詠燦心の魔まの手から救ってあげます。……もちろん、一人で来るのですよ？』

「一人で行けば、破廉恥の証しよう拠こ画像か動画か音声は消していただけるんですね……？」

『それはあなたの態度次し第だいです』

　くそう……断る選せん択たく肢しが初めから絶たれているじゃないか。

　とはいえ、榁姫邸ていへ行かない理由はない。燦心から榁姫陽菜とのことを切り出してくることはなさそうだし、俺が動く以外に問題解決のチャンスはあるまい。燦心とギクシャクし続けるのも、体に悪いしな。解決するなら、今だ。

「……わかったよ。お前の家に行ってやるよ」

『モノわかりのいい方は嫌きらいではありませんです』

　機械で声を変えていようとも、楽しんでいると明らかにわかる声音の榁姫陽菜は、俺に住所と出会う日時を教えてきた。……思ったよりも近所だ。高級住宅が建ち並ぶ地域だな。ブルジョアめ。

『では、ここでびっくり、わたしの正体を種明かし……』

「いや、榁姫陽菜だろ？　初めに俺、言ったじゃん」

『ぐぬぬ……徹てつ夜やで考えたわたしの華か麗れいな演出の邪じや魔まをしやがったですね？　罰ばつとして──破廉恥その二十』

「あぁぁぁぁ！　ごめんなさい、ごめんなさい！　演出の邪魔をしたこと謝りますから」

　つーか言っとくけどさすがの俺も二十コに及およぶ破廉恥行為なんて身に覚えがないぞ！　精せい々ぜいその半分だ！　盛るんじゃない！　俺のイメージ下がっちゃう！　……あっ、下がりようねえわ。

『では、当日、絶対に来なさいです』

　ブツリ、と電話は一方的に切れた。

「……怖こえぇぇよ、何なんだよ、あいつのリサーチパワーは」

　一体どこから監視しているのかわからない恐きよう怖ふ。まさかこの部屋まで監視されているなんてことはないよなぁ……。今日は女の子だらけのパソコンゲームをやるのは控ひかえよう。

「……でも、去年からずっと不登校ってわりには、元気そうだったな」

　学校生活に適応できない子を気にしてしまうのは、俺もまた似たような存在だからなのかもしれない。
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　三日後、榁姫陽菜が指定した日にちになった。

　その日は、それらしい理由を付けてラップ部を休み、榁姫邸へ向かった。

　榁姫陽菜の家は、まさに豪ごう邸ていといった造りだった。

　ハリウッドのムービースターでも住んでるのかよってくらいデカい。玄げん関かんにたどり着くまで何十歩も歩かないといけない庭がある家なんて、初めて見たぞ。

　門のチャイムを鳴らして出で迎むかえてくれたのがメイドさんってところがまた凄すごい。しかも若くて美人だ。

「──では、廻裏さま。どうぞこちらへ」

　メイドさんに案内され、某ぼうゾンビゲームの一作目みたいな豪ごう華かな洋館の二階にたどり着く。目の前にある両開きの扉とびらの向こうが、榁姫陽菜の部屋らしい。

『──おう、廻裏メグル！　入れヤ！』

　扉の向こうから聞こえるのは、地声ではなく加工済みの声。

　この前電話口で聞いた声と違ちがう。モヒカンヘッドにトゲ付き肩かたパッドを装備した悪漢を想像させる荒あらっぽい声だった。

　深呼吸をした後、扉を開ける。

　驚おどろいた。どこの国のプリンセスなんだよってくらい、高級そうな調度品が目白押しだった。

　ただ気になるのは、部屋の端はしの一部の棚たなが、黒い布で覆おおわれていることだ。

　素す性じようのよくわからない男子を部屋に呼ぶわけだから、年とし頃ごろの女子としてはそりゃ警けい戒かいするか。女子の私物がたくさん置いてあるスペースなのだろう。

　部屋の中央には、天てん蓋がい付きのアラビアンなベッドが堂々設置されていた。

　そこに、ノートサイズのタブレットを膝ひざにのせた小こ柄がらな女の子が腰こし掛かけていた。

　フードに猫ねこ耳みみがついた、もこもこした黄色いパーカーを羽織っている。オーバーサイズなせいで、パーカーというよりはワンピースだ。フードを目ま深ぶかに被かぶっているので素顔は見えない。髪かみもフードの中に全部収めてしまっているようだ。パーカーの裾すそからにゅっと出た脚あしは細く、白かった。ちゃんと日の光を浴びてんのかって心配になるくらい。

　彼女こそ、榁姫陽菜に違いない。

『よく来たナァ！　廻裏メグル！』

　榁姫陽菜が持っているタブレットから、その声は出てきた。

　威い勢せいのいい加工音声と違って、彼女本人はずっとうつむいたままで、ピクリとも動かない。目立つ動きといえば、パーカーの袖そでから伸のびた指先がタブレットに触ふれる程度だ。

『マッ、その辺に座れヤ！』

「電話の時と、キャラ違くない？」

　そう指し摘てきすると、本体であろう榁姫陽菜は、ビクンッ！　と体を震わせた。ほんの少しだけこちらに顔を上げると、首を横にふるふると振ふった。

『同じだゼ！　バカ言ってんじゃねぇヨ！　破廉恥しすぎて脳がトケてんじゃねーカ？』

　騒そう々ぞうしいタブレットを胸に抱だき、こくりこくりと無言で頷うなずく榁姫陽菜。

　うん？　なにこの弱い生き物。本当にこの子が、俺を脅おどしてきたっていうのか？

　自じ慢まんじゃないが、俺は弱い相手には強いんだ。遠えん慮りよなく行かせてもらうぜ……！

「一つ聞くけど、お前はタブレットに意識を乗っ取られてるわけじゃないよね？」

『ッたりめーダロ！　そういう発想が出ルあたり、ホントオマエクソニートナ！』

「うん、じゃあいいけどさ……本題に入ってくれない？」

『オウ、じゃ、ちっとばかし説明させてもらうゼ！　──舞まい鶴づるゥ！』

「はっ！」

　さきほど俺を案内してくれた美人メイドさんが、いつのまにか目の前にいた。どうなっているんだ？　扉が開く音も、部屋に入ってきた気配も一いつ切さいなかったぞ？

「お嬢じようさまに代わって、僭せん越えつながら私の口から説明させていただきます」

　艶つややかな黒くろ髪かみをアップにしている舞鶴さんは、どこからかＢ４サイズの画用紙の束を取り出すと、紙かみ芝しば居い風にしてこちらに見せてきた。

『長い説明はニガテでヨ』

　まあ、タブレットに収録した音声を再生しているだけなら、そりゃ会話パターンは限られてくるだろうな。

「『いかにしてわたしは炬詠燦心と袂たもとを分かつに至ったか』……榁姫陽菜主演大河ドラマ第一章～横よこ須す賀か～のはじまりはじまり」

「二章で終わりですか？」

「いえ、全十一章です」

「手短にできませんかね、それ」

　大長編を聞いているヒマはない。早いところ俺の破は廉れん恥ち証しよう拠こを消去してほしい。

　メイドの舞鶴さんは、隣となりの榁姫陽菜にアイコンタクトを送る。榁姫陽菜は頷きで返した。それだけでコミュニケーション成立か。付き合いが長いのかもしれない。

「では、廻裏さまのご要望通り、手短にお話しましょう」

　舞鶴さんは、広こう辞じ苑えん並みに分厚くなった束から画用紙を一枚ずつポイポイ投げ捨てていく。夥おびただしい量の手製の紙芝居が床ゆかに散らばっていく。どれだけ長話をするつもりだったんだ。結局、手元に残ったのは、数枚の画用紙だけだった。

「すべては、去年の『パフォーマンス大会』のせいなのです」

　榁姫陽菜の隣に腰掛けた舞鶴さんは、悲劇の始まりだ、とばかりに大おお仰ぎような表情をして、天を仰あおいだ。

「去年の文化祭の一大イベント……そのステージに、お嬢さまは炬詠燦心さまと一いつ緒しよに立ちました。……そして、炬詠さまが、この国では決してメインストリームとはいえない音楽である『ラップ』をしたことで、会場に大きな混乱を巻き起こしてしまったのです」

　画用紙には、ステージで一人だけノリノリな燦心と、真っ青に塗ぬりつぶされた観客の姿が描えがかれていた。ステージの奥で頭を抱かかえている猫耳フードの女の子は榁姫陽菜だろう。

「ラップを披ひ露ろうしてダダスベりした後も、炬詠さまは、文化祭でやらかした痛いヤツ扱あつかいされることはありませんでした。炬詠さまはリア充じゆうだからです。それも、リア充界の中でも最上位のリア充。揺ゆるぎない主流派だからこそ、誰だれからも奇き異いの目で見られることはありませんでした。……炬詠さまはノーダメージでも、その裏で、ワケノワカラナイ音楽をパフォーマンスしたことによる煽あおりを受けた方がいらっしゃるのです」

　榁姫陽菜はフードを引っ張って鼻まで顔を隠かくし、体を丸めてぷるぷる震ふるえ始めた。

「……それが、榁姫さんってわけですか？」

「その通り。お嬢さまは、リア充ではありませんからね」

『こちとら元々ヒキコモリ体質だからヨ』

「しかしそれは決してお嬢さまがぶさいくということを意味しませんよお嬢さま以上の美少女が地球上のいったいどこにいましょうか私も生まれて二十五年シャバに出てから五年は経たちますが社会の裏表関係なくお嬢さまほど身も心も乳ち首くびも美しい女の子は目にしたことがありませんからね！」

　すっごーい早口でまくしたててきたせいで全部は聞き取れなかった。もし彼女がアウトな発言をしていても、俺は知らないよ。だって聞き取れなかったんだから。

　まあ、金持ちお嬢さまという属性から考えれば、美少女である可能性は高い。二次オタ理論に当てはめれば、そうだ。この部屋もめっちゃいい匂においするしなぁ。

「お嬢さまは、『文化祭でやらかしたイタい人』として人々に強く記き憶おくされたことを気に病やみ、学校から足が遠のいてしまったのです」

　舞鶴さんが掲かかげた画用紙には、クラスメイトの輪から外れて、背中を丸めた状態で横線の漫まん符ぷが付いた榁姫陽菜が描かれていた。

「不幸中の幸いというべきか、いじめの類たぐいが起きることはありませんでしたが」

「よかった。いじめられている人はいなかったんだ」

「まあ仮にそんな方々がいたのなら、いなかったこと、にしますのでご安心を」

「ご安心できるか」

　この人、時々殺し屋の目をするんだよなぁ。

「今回こうして榁姫の屋や敷しきへ来ていただいたのは、今度は廻裏さまが自分と同じ状じよう況きようになることを、お嬢さまが危き惧ぐされたからです。炬詠さまは、まだラップに執しゆう着ちやくしているご様子ですから」

『知ってんだゼ！　旧社会科準備室で、毎日のようにサンゴとヤってんノ！』

「言い方ぁ！」

　思わずツッコんでしまう。燦心の元相方だけあって、この子も紛まぎらわしい言い方が大好きなようだ。

「炬詠さまが、未いまだラップに情熱を燃やす理由は、一つです」

『リターンマッチなんダ！』

「去年の『失敗』を、今年の『パフォーマンス大会』で晴らすつもりなのです」

『榁姫陽菜はもう使いモンにならねェかラ、今度はオマエを利用しようってんだヨ！』

「そうなる前に、お嬢さまは廻裏さまを救おうと考えたのですよ」

『炬詠燦心に関わり続けれバ、オマエも、榁姫陽菜みたいになっちまうんだゾ！』

「お嬢さまはあなたの味方ですよ。今すぐ炬詠さまとは縁えんを切るべきです」

『最初で最後の忠告だゼ！』

　舞鶴さんと榁姫陽菜の二人にまくし立てられて、気け圧おされそうになる。

　燦心のラップ熱は下がってなんかいない。今年も『パフォーマンス大会』に出場するはずだ。

　俺は、以前とは違う。エキシビションとはいえ、金剛さんを倒たおした。もはや、燦心に助けてもらった義理だけで嫌いや々いやラップをしている状況じゃない。ラップのおかげで、リア充から一定のリスペクトだって得られるようになった。

　それでも、『パフォーマンス大会』でラップする気にはなれなかった。

『mar6le』でラップするのとはわけが違う。あそこは、いわばホームだ。ラップ好きが集まる会場なのだから、ラップをしようとも浮うくことはない。

『パフォーマンス大会』は違う。観客の大半は、ラップにも、そして、そもそも音楽にもあまり興味のない連中が大半だ。仮に俺がこの先さらにスキルを磨みがき、見事なパフォーマンスができるようになったって、ダダスベり状態になることは明白。歌を歌ったり、楽器を演奏したりするのは、その手のものに明るくない人でも、「スゴい」と簡単に思わせられるかもしれないが、ラップは違う。ラップに明るくない人が相手では、どこがどうスゴいのか、どうカッコいいのか、まったくわからないはずだ。燦心のラップが受け入れられず、燦心本人にだけ歓かん声せいがいったのも、その辺が理由だろう。

　もし燦心の目的が、文化祭でのリターンマッチにあるのなら、このまま燦心と一緒にいれば、榁姫さんの言う通り、俺も傷つくことになる。観客がみんな、うちのクラスのリア充みたいにラップに興味を持っているのなら別だが、炬詠燦心というラップの伝道師がいるうちのクラスが特とく殊しゆなだけだ。今のままでは、去年と同じ結末が待っている。俺はまだ、大勢の前で大おお恥はじをかいても平気でいられるほど開き直れてはいない。

　だが……燦心とは、もう二ヶ月近くも、『ラップ仲間』として過ごしてきたのだ。

「……心配してくれてるとこ悪いけど、燦心と縁を切るなんてできないよ」

「お嬢さまよりも、炬詠さまを信用していると？」

「榁姫さんのこと、よく知らないし」

　破は廉れん恥ちの証しよう拠こを脅しのタネに使ってきたわりには、俺のことを心配してくれているようだから、悪い人間ではなさそうなのだが……。

　舞鶴さんと榁姫さんは、しばしの間顔を見合わせる。

「お嬢さま、こうなったらプランＢを」

『シカタネーナ。ここが勝負どころってやつかヨ』

「ンフ。どちらかといえばこちらが本命ですがね」

『ンモー、黙だまってろヤ！』

　怒いかりの言葉を吐はき出すタブレットに対して、うつむく榁姫さんは顔を赤くしていた。怒りというより、羞しゆう恥ちの赤に見えた。

「廻裏さま。お嬢さまは、何も炬詠さまのことだけで、あなたを呼んだわけではありません」

　縮地の奥おう義ぎかと見み紛まがうほどの高速移動。舞鶴さんは、部屋の端はしにある棚たなの前に移動していた。違い和わ感がありまくりだった、黒い布で覆おおい隠された棚の前だ。

　黒い布を引ひっ剝ぱがしたことで、露あらわになった棚。そこには──

「き、『きら豆』尽づくしやないかい！」

　驚おどろきのあまりウェッサイ関西弁が出てしまう俺。

　そう、棚には、『きら豆』グッズが、どこぞのミュージアムかよってレベルでズラリと陳ちん列れつされていたのだ。

　サイン入り原作コミックスはもちろん、サイン色紙や、特製グッズや、プリントＴシャツなどなど。どれも、掲けい載さい誌の懸けん賞しようでしか手に入らない、非売品の激レアグッズばかりだった。『きら豆』はまだまだグッズが量産されるほどの超ちようメジャー作じゃないからな。

　この充じゆう実じつしたグッズの数から考えて、もしや榁姫さんは──

「お嬢さま、お話しください。タブレットなんか捨てて、かかっていきなさい」

　うつむく榁姫さんは、しばらくじっと動くことはなかったのだが、やがて意を決するように頷うなずくと、タブレットを側そばに置き、よちよちとこちらに寄ってくる。

「め、めぐる……」

　初めて聞いた榁姫陽菜の生の声。囁ささやくような声こわ音ねは、どこまでも澄すんでいた。

「わたしは、ほんとうは……」

　小学生と見み間ま違ちがってしまうような背せ丈たけで、両手を前に差し出しながらたどたどしく歩くものだから、俺もついつい心の中で、がんばれがんばれ、と応おう援えんしてしまう。

「──め、めぐると、『きら豆』のおはなしが、したかったんです！」

　会話をタブレットやメイドに任せ、決して自前の声を出そうとしなかった少女の、腹の底から生まれた叫さけび。

　血の通った人間で、そんな彼女の魂たましいの声に心を揺り動かされないヤツがいるだろうか？　いや、いない。

「……もともと、部室に盗とう聴ちよう器きと隠しカメラを仕し掛かけたのは、炬詠燦心がヘンなことしないか見張るのが目的でした。でも、めぐるが部室に来るようになって、ある時期から、わたしの大好きなマンガのことを話すようになって……」

　やはり盗とう撮さつ・盗聴していたのか……。ただ、確かに俺は、燦心の前で『きら豆』の話をしていた。この前、あずあずの服を買いに行く約束をした時も、部室にいた。榁姫さんは、それらを全部聞いていたのだ。……恐おそろしい話だけどな。

「炬詠燦心なんかより……わたしの方がずっと詳くわしいのにって思いながら聞いてました。わたしは、《豆っ子》ですから」

《豆っ子》というフレーズを耳にした時、俺は榁姫さんがガチの『きら豆』ファンなのだと悟さとった。

　オタク界かい隈わいでは、熱ねつ狂きよう的な『きら豆』ファンは、《豆っ子》と呼ばれ、ウザがられたり疎うとまれたりしている。ロクな評価じゃねえな。

　よちよち歩きの榁姫さんの手が、倒れてしまわないように支えようとついつい差し出してしまった俺の手と、今、繫つながった。

　ひんやりと冷たくて、ほっそりとした、繊せん細さいな感かん触しよくだった。俺が守ってあげなければ、この子は死んでしまうんじゃないかって思えそうなくらいに。

「でも、俺を《豆っ子》と知っているのなら、どうしてあのコレクションを隠したんだ？　初めからあれを見せびらかしていれば、天上人として崇あがめる勢いで話を聞いていたのに」

「お嬢じようさまは地球上でもっとも愛らしい存在ですが、とても気が弱いのです。たとえマンガだろうと、大好きな趣しゆ味みを他人に明かすのは、片思いの相手を赤の他人に打ち明ける以上の勇気を必要としてしまうのです。私の徹てつ底ていした調査で確かな裏づけを得ても、信用しないほどでしたからね」

「なるほど……」

　どうやら、このメイドも盗撮・盗聴に一枚嚙かんでいるらしい。とんだ名めい探たん偵ていだぜ。フィクションのかっこいい方じゃなくて、リアルな泥どろ臭くさい方の探偵な。

「ですが、心を開いた相手なら、普ふ段だん通りのお嬢さまになれるのです。そのギャップをご期待くださいませ」

「へー、楽しみですね……」

　って待て！　何を今後長い付き合いをするつもりになっているんだ！

　いくら同じ《豆っ子》だからといって、燦心には恩があるじゃないか！

　それにほら、燦心はリアルあずあずだし？　《豆っ子》ではないかもしれないが、作品の世界に入り込んだような充実感を味わわせてくれるのは、燦心をおいて他ほかにはいないもんな。俺には燦心しかいません！　別に燦心は俺のモンじゃないけどな！

「めぐる……」フードで目元が隠かくれたままの榁姫さんは、ふっくらした頰ほおを血色良くさせながらこう言った。「……フード、取っていいですよ」

「お嬢さまは遂ついに巡めぐり合えたのです。自分のすべてを見られても構わないと思える男性に」

「いや、顔だけでしょ？」

「それでも、日ひ頃ごろ顔を隠して生活しているお嬢さまからすれば、ありったけの勇気を振ふり絞しぼった結果なのです。ここで何もしなかったら、男ではありませんよ」

　そこまで言われてしまうと、榁姫さんの勇気に応こたえたくなってしまう。特別扱あつかいされているようで心ここ地ちいいしなぁ。

　榁姫陽菜の顔の半分を覆っていたフードを、花はな嫁よめのベールのごとく、そっと外す。

　素す顔がおが露わになった榁姫陽菜は、大きな黄金色の瞳ひとみを見開いていて、ほんの少しくしゃりとした銀ぎん髪ぱつは肩かたを越こす程度の長さを持ち、肌はだは白く、ほんのり赤く染まった頰は幼児のようにぷにぷにしていて──




　──リ、リアルまそらやないかい！




『きら豆』で一番人気とされるハーフロリっ子美少女そのものな女の子がそこにいた。

　銀髪に黄金色の瞳を持つ顔も、高校生とは思えないつるぺたな体つきも、そのくせところどころ頰ずりしたくなるような愛らしさも、すべて、作中の『万ま城き目めまそら』そのものだったのだ！

　両手を天に突つき上げたい気分だった。

　こんな……燦心を凌しのぐ逸いつ材ざいがいたなんて！

「どうです、廻裏さま？　お嬢さまの味方をする気になられたのでは？」

　思わず、はーい、なんて答えそうになる。

　落ち着け俺、見た目にだまされるな。相手は、俺を脅きよう迫はくしてこの場に呼びつけたんだぞ？　全部、俺の気を引くためのワナだって可能性もある……。

「めぐる……」

　儚はかなく消えそうな弱々しさがありながらも、守ってあげたくなる可か憐れんな声。今にも涙なみだがぽろりとこぼれそうな潤うるんだ瞳で見上げてくる。

「らっぷができるから、燦心がいいんですか？」

「いや、そういうわけじゃないんだけど……」

「わたしも、らっぷ……できます」

「えっ？　らっぷ……ってＲＡＰのことだよね？」

「お嬢さま、論より証拠です。かーませっ！」

　突とつ如じよ舞鶴さんは、車しや掌しようみたいな仕草で榁姫さんを指し、自ら巧たくみなボイスパーカッションを始めた。




｛やってくれたな突とつ然ぜんのビート。でもわかってる応援だきっと。初対面の人／相手にしゃべりはむり。でもこれならしゃべりやすい。名前言わずにラップ。けどこれが自己紹しよう介かい／で晒さらす正体。黒木じゃなくて榁姫。イア！　イア！　で召しよう喚かんするみたいな／身なりだけど／地じ雷らい女じゃなくて見た目のまま『きら豆』好きの陽菜｝




　なんと、本当にラップだった。ゆるいリズムのフリースタイルラップだ。どうやらラップになると、タブレットに代行させなくても、しっかりした声を出せるらしい。ですます調でもなくなるようだ。

　この子、ＤＪらしいのにラップまでできてしまうみたい。

　榁姫さんは、舞鶴さんが人力で奏かなでるビートに言葉を乗せ続ける。




｛わたしは見てた『mar6le』でのバトル。相手は超強面こわもて、まるでラオウ。不利は圧あつ倒とう的。勝利の可能性／もほぼゼロ。って思っても／逆転しためぐる。ディスでエグる／だけじゃなくて見つけてくる『きら豆』ワード。気持ち丸出しノーガード。上がったわたしの好感度。もう燦心／のそばに置いときたくないから呼んだのここに。それが事の起こり｝




　金剛さんが言っていたように、榁姫さんは俺のバトルを観みていたのだ。あのバトルで、俺は『きら豆』のワードを出してラップした。それにより榁姫さんは、それまで映像や音声でしか知らなかった俺を《豆っ子》だと確信し、接せつ触しよくする決心ができたのだ。ひきこもりの榁姫さんが、ゲンバに脚あしを踏ふみ出すには、相当な勇気が要いったことだろう。それほど、『きら豆』好きの同志を求めていたということか。

　舞鶴さんがボイパを続けながらこちらを見るので、俺もラップに応える。まあ、《豆っ子》として、聞いておきたいこともあったしな。




［ラップできんのわかった。けど、巷ちまたではまだ無名な『きら豆』。でもどんな見方で／作品読んでるのかでわかるオタク感。御ご託たくはやめて訊たずねるぜ。原作二巻の八十二ページ。なっつんメインの題名『はいすこあすまいる』。すまいる、クライム／ほど深刻じゃねえけど起きた事件。眉み間けんにシワ寄せてばかりのなっつんの笑顔。どう解かい釈しやくするお前だと？］




　なっつんとは、『きら豆』のメインキャラ四人組の一人である、『南なん斤きんなつ』のことだ。秀しゆう才さいキャラで真面目まじめな、グループのツッコミ役である。




｛なっつんは勉強の鬼おに。自傷行こう為い？　ってほど自分に厳しい。目標東大。犠ぎ牲せいにする覚かく悟ごだった朋ほう輩ばい。けど成績アウト寸前のあずあずのため、捨てた模も擬ぎテスト。過去の彼女なら『置いてくぞ』って放置した。けど好こう奇き心しんが／邪じや魔ましたわけじゃなくて心の底から助けた。みんなとガチの仲間になる。心温まる場面。初めて出せた自然体の善意。人生最高の笑み｝




　榁姫さんは、それまでの弱い小動物めいた振る舞まいがウソみたいに、堂々としたラップを通して、自らの見解を述べた。

　それは、俺にとってもうなずけるものだった。




［ＳＮＳ、感想サイトかっ喰らう。意見はマジで真っ二つ。二巻の時点であずあず／たちとは既すでにフレンドリー。群れんの良い／って思ってるレベル／なのに今いま更さら仲良しイベ出てくる？　って疑問が散在。マジわかんない。考察投げ出すヤツ多発。でも榁姫さんの語る／意見俺と一いつ緒しよ。ヒモみたいな友情の縁えんがロープに強化。それだけのこった］




　俺がラップを終えたあと、榁姫さんは鼻息荒あらく寄ってきて。

「……一緒に協力して、ラスボスを成敗しましょう」

　すっかり俺に慣れた様子で、力強く、そんな提案をしてきた。

　俺と榁姫さんは、自然と握あく手しゆを交かわしていた。

　いや、違ちがうんですよ？

　これはあくまで、《豆っ子》として通じ合った意味での握手で、榁姫さんと一緒に燦心を成敗しようって物ぶつ騒そうな思想に共鳴したわけじゃない。

　確かに俺は、同じ《豆っ子》として、榁姫さんと仲良くなりたいと思っている。ファーストコンタクトが脅迫だったから、どれだけ凶きよう悪あくな子かと思ったのだが、その正体は、照れ屋で気弱なぼっち美少女だった。見た目を除けば、俺の片割れと呼んだって差し支つかえない存在だ。肩かた入いれするなという方が無理な話である。

『きら豆』好きの同志は大事にしたいけれど、燦心には危あやういところを救ってもらった恩がある。

[image: ]

　金剛さんとのバトルを経た今、俺にとって燦心は、決して理解できない高たか嶺ねの花のリア充じゆう様じゃない。

　ラップ好きで、俺の勝利を自分のことのように喜んでくれて、榁姫さんのことで悩なやんでいて、まったく興味のなかったはずの『きら豆』に強い関心を示してくれて、案外だらしないくせに、俺の面めん倒どうは見ようとする……そんな女の子だった。

「……えっと、これは『きら豆』の同志としての握手で、一緒に燦心を成敗しよう、って意味じゃないんだ」

「ど、どうしてですか……？」

　榁姫さんは明らかに狼ろう狽ばいしてみせる。

「めぐる、燦心と一緒にいたら、ぜったいひどい目にあいます。めぐるはわたしと一緒だから、わかるんです。二の舞まいにしたくなくて、頼たのんでいるのに……」

　なんと榁姫さんは、ぽろぽろ泣きだしてしまった。もしかしたら、本当に俺のことが心配なのかもしれないな。俺は慌あわててポケットから取り出したハンカチで涙をぬぐった。放置したら舞鶴さんからシメられそうだからだ。

「もしかしたら榁姫さんの言う通り、このまま燦心についていったら、とんでもない目に遭あうのかもしれない。その可能性はあるし、俺だって怖こわい。まだ、燦心がどんな人か、完かん璧ぺきに知ってるわけじゃないし」

　以前より理解できるようになったし、情だって湧わいているけれど、それでも、燦心はまだ、俺にとって身近というには、格が上すぎる。

　俺は、あえて舞鶴さんに向けて、こう言った。

「今この場で、榁姫さんの味方をする、というわけにいかないのは、榁姫さんのためでもあるんですよ。だって、たった一日で味方を敵扱いするような不誠実な男なんて、どう考えたって信用できないじゃないですか？　少なくとも、考える時間は必要ですよ」

「……それは、確かに」舞鶴さんは、腕うでを組んで、ふむと頷うなずく。「お嬢じようさま、今日のところは一いつ旦たんお帰りになってもらいましょう。『パフォーマンス大会』がある文化祭は秋の学校行事。まだまだ時間はあります」

「……うん、わかった」

　銀髪美少女は、こくりと素す直なおに頷いた。

「今日のところは、めぐると『きら豆』のお話ができただけで十分です」

「よかった。《豆っ子》のよしみとして、例の証しよう拠こ画像や音声も消してくれるね？」

「消さないです」

　消え入るような声で言われたものだから、うんうんそうだよねもちろん消すよね、と返事しそうになる。……何故なぜ？

「いざという時のために……取っておきます。イニシアティブを取る。大事ですから」

「かわいいくせにゲスかよ」

　ついつい『黒の書ブラツク・バイブル』に書き込みをしていた尖とがった俺が顔を出してしまう。最近わりと満たされていたからご無ぶ沙さ汰ただったけれど、切せつ羽ぱ詰つまるとポロッと出ちゃうみたい。

「か、かわいい……？」

「お嬢さまをその気にさせて……あなたに責任が取れるのですか？」

「『ゲス』の方を都合よくなかったことにしないで」

　余計な誤解が起きないように強く訂てい正せいしたかったのだが、なにぶん自分の言葉で女子を赤面させた経験がないもので、俺までテレッテレになって使い物にならなくなった。

　まあ引きこもり生活が長いせいで、褒ほめられることに対して免めん疫えきがないのだろう。そんなところまで俺と似ていて、ますます他人とは思えなくなった。




　　　　★




　その週の日曜日。

　俺と燦心は、電車を乗り継ついで、地元で一番栄えている街の、駅前にあるオープンテラスのオシャレなカフェで向かい合っていた。

　もちろん、俺のチョイスじゃない。燦心だ。コンビニに入るようなノリでこの場所を選んだのだった。ハートが強すぎる。

　今日の燦心は、白いＴシャツにデニムのショートパンツというシンプルな格好だった。上下ともにタイトなせいで、燦心のスタイルの良さが強調されている。いやらしさ全開だが、燦心本人は特に気にしてないみたい。今日は暑いから、以外の理由はないのかもしれないな。実際、本格的に夏が来る前にしては今日の気温は高い。

「どこから行こっか？」

　燦心は、両手で頰ほお杖づえを付きながら、ストローをちうちう吸っている。上うわ目め遣づかいをするような姿勢になっていた。

「いや、今日の目的はさ──」

　あずあずになりきるための衣装を探しに行く以外にないだろ？

　と、答えようとした時、前の席にいた客とふと目が合い、自分自身がどんな状じよう況きようにいるのか、改めて思い知らされてしまった。

　店てん舗ぽの前の広場がオープンテラスとして開放されているそこは、休日ということもあり、ほぼ満席状態だった。

　間が悪いことに、オープンテラスを利用している客は、カップルばかり。右を見ても左を見ても、男女で向かい合っている連中しかいない。

　そんなカップル空間の最中にいる俺たちもまた、周囲の客からはカップルに思われているらしく、先ほどから意味深な視線を浴びまくっていた。

　俺の性格上、ここいらじゃ最強の美少女を連れている俺様を羨うらやむんだなァ！　などとイキれるはずもなく、むしろ、精神的負ふ荷かを感じてしまう。女の子に比べて男の方ショボくね？　って視線がスゴいのよ。被ひ害がい妄もう想そうかもしれんけどさぁ……。

　気づいているのかいないのか、燦心は俺とは逆で、やたらとニコニコしていやがる。

「確かにコスプレの格好を探すためにきたのかもだけどさ、せっかくだしぶらぶら寄り道しようよ」

　正直、燦心には天性のＳっ気があって、俺をいたぶっているのかもしれない、とも考えた。

　けれど燦心の笑みは、周囲のカップル連中がそうしているように、突つっつけば溶とけて崩くずれそうな柔やわらかさがあった。俺の気のせい、という可能性も多分にあるが。

「今日の目的は、燦心をあずあず化させる以外に何もないから！」

　甘ったるいカップル空間に馴な染じめない俺は、さっさとこの場から離はなれたくなった。冷静になれ、俺！　今日の俺はクールコアメグルくんなんだよ！

「ここに来たのもメグルとの約束を守るためだし、メグルがそうしたいっていうなら、そうしよう」

　結局俺たちは、寄り道をすることなく、地元の複合商業施し設せつ『クーロン・モール』へ向かった。




　　　　★




「このスカート、あそこで見たことあるかも」

　モールのことは燦心の方がずっと詳くわしかった。さすがリア充。情報量が半はん端ぱない。

　半ば燦心に引っ張られるかたちで、目当ての店に足を踏ふみ入れるのだが……。

「もしかして燦心、これ、知ってた？」

「ううん、知らなかった。知ってたら来なかったよ」

「で、デスヨネ……」

「じょうだんだよー。でも知らなかったのは本当」

　俺たちが店の前で立ち往生してしまったのには理由があって。

『本日限定、日ひ頃ごろの感謝を込こめて、カップルのお客様専用特別セール＆イベント開かい催さい中ちゆう！』

　こんな日に限って、カップル客狙ねらい撃うちの色ボケイベントを開かい催さいしていやがった。

　クラブを模したらしい黒一式の壁かべに色とりどりにライトアップされた店内は、いかがわしいことしか考えていなさそうな男女でごった返していた。盛りやがって。セミかよ。

「でもここまで来ちゃったしさ、入ろう」

　確かに、カップル専用、というフレーズに気け圧おされてしまったけれど、この試練を乗り越こえれば、あずあずが降臨するのだ。よりディテールが増したあずあずが。

　待ち望んだ瞬しゆん間かんはすぐそこだというのに、俺は、以前ほどにはハイテンションでいられなかった。

「ん？　どうかしたの？」

「え？　いや……」

　言えない。より『きら豆』世界の住人に近い存在と出会ってしまって、以前ほどには燦心をあずあず化する情熱がなくなっていることなんて、言えやしない。

「メグル、カップルだって意識するから恥はずかしいんだよ。ラップしながら服を物色しよ？　二人で店内へぶっ込むの」

　気持ちはありがたいけどそれはそれで恥ずかしいにもほどがあるんですが、とツッコもうとした時には燦心はもう怪あやしまれない程度に手を揺ゆらしてリズムを取り始めていた。

　こうなったら燦心を止めることは不可能だ。

　まあ、燦心なりの気き遣づかいだってことはわかってるし、今回は俺もノろう。オープンテラスの時みたいに、身分不相応な女を連れている身の程ほど知らず、という視線をぶつけられるよりは、突とつ然ぜん店内で歌い出す変なヤツ、と思われた方がマシだ。切羽詰まりすぎだろ。




【──ここらの服、っていうか衣料品。合わせてくこの器量に。タグの着料見／るほど興味／持てたら着よう】




［燦心燦心、今日の目的あずあずのコスプレ。黙だまれ小こ娘むすめ／っていいたくなるほどはしゃぐな。あ、そこは跨またぐな。ズラリ揃そろえたブランド。値段気にする不安を／察して無難の／選んでくれない？］




　変人扱あつかい上等で燦心に合わせたのだが、案外他人の視線は気にならなかった。いつの間にか、燦心に付き合うクセができてしまったのかもしれない。




【わかったよ、予算はメグル持ちだし。そのお怒いかり／ごもっとも。小言の一つも言うでしょ。でも来たからには見るでしょ？　だって私女の子。こんなとこ／来たらついハイテンション。あれもこれも買いてーよ】




［買いてーよ。っていうなら大たい抵ていの／モノ買える資産家と来たら？　燦心ときたら！　今日は何のために来たか忘れてねえ？　欲望完全に隠かくせてねえ。俺には断然ここアウェーで。言いたくなるわ、助けてって！］




【はいはい、メグルの買いたい／ものはこっちだね。わー、案外あるじゃんあずあずグッズ／この服リボンがフック。目に入ってくる。まだある他も、今日はディスよりディグる日だね】




［もう、とっとけ全部！　まるで兼けん部／するみたいに欲張れ。あずあず降臨までもう待て／ないからな俺は］

[image: ]




　燦心はあずあず風の衣服をいくつか手にして、手持ちのカゴに放ほうり込んでいく。




【やっぱここは試着？　自分を磨みがく／美学大事にしてるなら、何よりまず／サイズオーバー／なんて参るもんなぁ】




［ここの企き画かく／通りカップルみたく／したいんなら姿見と見合う／のもいいんじゃね？　俺は燦心の支し度たく／をここで待ってるから。あずあずと会えるかな？　ってドキドキしながらさ。でもお預けは嫌いやだから！］




　もちろん、あずあずが着ているような二次元でこそ映えるデザインの服があるはずもなく、燦心の目から見てより「それっぽい」ものをいくつかピックアップすることにした。あずあずに詳しいのは俺の方だけど、女モノの服は燦心の方が詳しいからな。

　俺は燦心と手分けして商品を抱かかえ、試着室へ向かう。

　しかし、我々カップルならぬラップグループを、更さらなる試練が待ち受けていた。

『試着室、多数用意しています！』という看板に導かれて、『試着室はこちらです』と書かれたアーチをくぐったのだが……。

　そこにあったのは、電話ボックス程度の広さでお馴な染じみのアレではなかった。

　一つの広い空間をパーティションで区切ってつくった、フィッティングルームのコスモが広がっていた。

『カップル専用試着室「ラブラブフィッティングルーム」をご用意いたしました！』

　入り口付近には、そんな張り紙があった。

　一つのブースは、優に二人は入れそうなくらいの広さがあった。

　驚おどろいたのは、張り紙に書かれた次の行だった。

『大切な時間を大事な人とともに。パートナーと二人きりで、あなたにぴったりな服をじっくり選んでくださいね』

　カップルで一いつ緒しよに入れってか？　生着き替がえ鑑かん賞しようプレイをしろってことですか？　つーか大盛せい況きようじゃねえか。どいつもこいつも煩ぼん悩のうまみれだよ！

「あ、あはは。冗じよう談だんきっついイベントだねー」

　さすがの燦心も顔がひきつっている。当たり前だ。俺と二人で入ろうものなら、カレシでもないヤツの前で半はん裸らを晒さらさないといけなくなるのだから。

　もちろん、いや、ちょっとは残念だけれど……ここは撤てつ退たいするしかあるまい。幸い、目当ての品は手元にあるわけだし、サイズ感を確かめられなかろうが、購こう入にゆうすれば、目的を達成することはできるのだから。

「さすがに、マイメンでもこれは無理だろ……」

「買って帰ろっか。私も半分出すから」

　俺も燦心には同意見。揃って回れ右をして、カウンターを目指すのだが。

「ん？　君たち、ラブラブフィッティングルームを利用しないのかい？」

「きっと恥ずかしくなっちゃったのよ」

　俺たちの後ろで順番待ちをしていたカップルが、目の前にたちはだかる。男女ともにやたらと体格がよくて、ハキハキと喋しやべるお兄さんとお姉さんだった。

「ハハハ。でも大だい丈じよう夫ぶ、照れなくても平気だよ！　むしろ、チャンスじゃないか！」

「踏み出すまでには勇気がいるもんね！　これを機に、一気に踏み出しちゃえ！」

　グイグイ来る体育会系なお兄さん＆お姉さんは、俺たちの背中をどんどん押しまくり、空いていた端はじっこの試着室に押し込みやがった。

　暗幕一枚で隔へだてられた密室で向かい合う俺と燦心。お互たがい正座だ。真横には、大きな姿見が張り付けてある。天てん井じようは密閉されていた。この閉へい塞そく感が余計に緊きん張ちようを煽あおってくる。

「ふふん、メグル、取り乱しすぎだよ？」燦心はこめかみに汗あせの粒つぶを浮うかべながらも、余よ裕ゆうぶって指を振ふる。「試着したふりをして、さっさと出れば解決でしょ？」

「なるほど。さすが燦心はクレバーだな。その知ち恵えを勉強で生かせば赤点スレスレのスリリングな学校生活を送らずに済むのに」

「中間のことはもう忘れさせて！」

　活路が見えた余裕からか、俺たちの間にはまったりとした時間が流れる。

　そんな時だ。妙みような店内放送が流れやがったのは。

『──念のためお伝えします。もし、ラブラブフィッティングルームに入室しておきながら、ご試着していただけない場合、定価の三倍でお手持ちの商品を買い取っていただきます』

　叫さけびそうになった。むちゃくちゃだ。どうしてそんな横暴が通ると思っているんだ？　納なつ得とくのいく説明がほしいね。できないだろうけどな！

『このラブラブフィッティングルーム。ぶっちゃけカップルといえど超ちよう恥はずかしいと思います。試着室とはいえ、店内ですから。……そこで、「みんなでやれば怖こわくない！」という空気をつくることで、恥ずかしさを消そうと考えました。どうです？　他のお客様も自分たちと同じことをしていると考えれば、恥ずかしい気持ちなんて吹ふき飛んでしまいますよね？　みなさま～、空気を読んでくださ～い。ここでは試着することが最大の正義であり、ルールで～す』

　アナウンス、くっそムカつく。

『そんな我々の趣しゆ旨しに、異論のある方はありますか？　ご満足いただけていますよね？』

　いただけてま～す！　と、各のブースから色ボケバカどもの幸せそうな声が揃って聞こえてくる。脳のう味噌みそお花畑ばっかかよ、ここは。

「頭おかしいね、この店」

「でも燦心、ここに買い物にきたの、初めてじゃないでしょ？」

「そのはずなんだけどね。……うーん、店長変わった？」

「だとしたら、なってはいけない人間を店長にしてしまったようだな……先は長くないぞ、この店」

　マジでどうすんのよ、これ……。

「しょうがないね。着替えるしかないかー」

　決断早ッ！　ってツッコミそうになったよ。しかも立ち上がってるし。

「試着するの前提でいくつか手に取っちゃったけど、これ思ったより高いよ？　この三倍のお金、払はらえる？」

　燦心に値札を見せてもらうと、思っていたよりもゼロの数が多かった。こりゃ無理だ。

「元々私が頼たのんだことだし、責任取らせて」

　笑って燦心は言うのだが、だからといって燦心が責任を取らないといけない道理はない。

「あずあずになろうとしたことに、負い目を持つな。一度、払うって言ったんだ。貸しにしといてくれ。あとで絶対に返すから」

　エスポワールに乗ったり、鉄骨渡わたりをしたりしないと返せない額じゃないわけだし、返すアテはあるよ。それより俺はあずあずになってくれるっていう燦心の心意気が嬉うれしかったわけでね。ていうか貧びん乏ぼうでごめんね、オタクは色々入り用だからさ……。

「そっか。メグルがそう言うのなら」

　情けない俺が相手でも嫌な顔をしなかった燦心だったが、白いＴシャツの裾すそを握にぎった手を止めると、心なしか冷たい目でこちらを見下ろしてくる。

「……えっと、着替えを見せようってサービス精神はないよ？」

「あっ、悪い！」

　ぼんやりしていた俺は慌あわてて燦心に背中を向ける。右手側にある姿見が目に入ってしまわないようにと意識しすぎた結果、俺は敬けい虔けんなイスラム教徒のようになった。もう地面しか見えません。

　それでも、衣きぬ擦ずれの音をキャッチしてしまう俺は、耳まで煩悩にまみれているようだ。

「あ、あのさぁ！」

　天国なんだか地じ獄ごくなんだかわからない状じよう況きように耐えられなくなり、物音をごまかす為ために無理矢理声を出した。

「燦心はさ、今年の『パフォーマンス大会』のパートナーにしたいから、俺に声をかけたの？」

　しまった。緊張のあまり、訊きき方が直球過ぎた。

「ほら、だって去年やったじゃん！　みんなの前でラップ！　今年も出るんだろ？」

「……出ないよ」

　やかましい俺とは対照的に、燦心の声はひどく小さかった。

「だから、残念だけどメグルは学校のみんなの前ではラップできないんだよね。あ、メグル個人で出たいっていうなら私は止めないけど！」

　打って変わって、明るい声で彼女は言う。

　榁姫陽菜は、燦心を憎にくんではいないまでも、関かかわったことを後こう悔かいしている節があった。

　じゃあ燦心は……榁姫さんをどう思っているんだ？

　榁姫さんのことは、燦心にとってデリケートな問題だとわかってはいた。

　けれど、榁姫さんへの返事を先延ばしにし続けてもいられない。……俺が社会的に死にかねない証しよう拠こは、まだ向こうが持っているわけだし。

　以前燦心が、他人との距きよ離り感を図はかりかねているようなことを口にしたのは、榁姫さんのことを今も気にしているからなんじゃないのか？

　ここが勝負どころだ。

　みっともなくケツを向けている場合じゃない！

　しっかりと向き合って、話し合わねえとな！

「燦心、どうしても教えてほしいことが──」

「ま……」

　顔を真っ赤にした、下着姿のままの彼女がそこにいた。

「ま、まだ着替え中なんだけど……！」

　そう、俺たちはラブラブフィッティングルームとかいう戯たわけた場所にいたのデシタ。

　顔色と違ちがって上下ともに純白の下着。服の上からではわからなかった燦心の体型は、女性陣じんが考えるアルティメットボディことモデル体型のスレンダーな感じではなかった。ショーツにほんのり腰こしのお肉がのっている。そういえばやたらと腿ももの太さを気にしていたな。デブってわけでは、もちろんない。俺的にグッドシェイプ。キレてる。眠ねむれない夜もあっただろ。

　男の理想にドンズバな艶なまめかしい肢し体たいを見られてしまった燦心は、カゴの中のあずあず変身用衣い装しようで体を隠かくし、しゃがみ込んでしまった。やべ、いつまで見てんだ俺！　くるりと百八十度ターンをして、キスをする勢いで壁かべに向かう。

「……見た、でしょ？」

「ごめん、見た」

「ハムみたいなももだって言いたいんでしょ？」

「思ってないよ。下着を見た瞬しゆん間かんに目を潰つぶす勇気がなくてごめんなさい」

「スカートから穿はけばよかった。そしたらこんなもも、見られずに済んだのに」

「うん、でも腿よりもさ、他の……」

「もも以外に見られたら終わりなとこなんてないよ！」

　なにこの太腿推おし……。

「腿なんかいつも見せびらかしてるでしょ……今日だってショートパンツなんだし。今いま更さら気にすること？」

「私が気にしてるのは、ももの、上の方なの。むっちりしてるの！」

　ありていにいえば、股またに近い部分のことか。確かに、スカートを極限まで詰つめようが見えない位置だもんな。むっちりしてるっていうけど、そこまで太かったかな？　腿の内側にぽつんとあったほくろの方が気になったけど。

「いいから、メグルは先出てって！」

　ツッパリ攻こう撃げきで俺の背中をビタンビタン叩たたいて追い出そうとしてくる。

「このフロアじゃなくて、外に！」

　ああこれは完かん璧ぺきに嫌きらわれてしまったかもなぁ、と思えるガチの叫びに気け圧おされて、俺は慌ててラブラブフィッティングルームを出た。
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　モールを出ると、きらきらと星が輝かがやく夜空が広がっていた。街灯なんていらないくらい明るい。俺の気も知らないで脳天気に輝きやがって。

　日中と違って、夜になると多少肌はだ寒ざむい。

　モールの前は広場になっていた。大理石の柱を横倒だおししたような腰こし掛かけで、俺は燦心を待っていた。

　まあ、ぶちギレた燦心に放置プレイを食らう可能性の方が高いけど。

「──お待たせ」

　肩かた越ごしににゅっと伸のびてきた手には、ほのかな熱とコーヒーの匂においを漂ただよわせているタンブラーがあった。

「それあげる。ちょっと手間取っちゃったおわび」

　声の主──燦心は、長い足で大理石の腰掛けをまたぎ、俺の隣となりに座った。

「燦心、あのさ」

　暖かな贈おくり物を両手でしっかり支えながら、燦心に向き直る。

「あれ、それって……」

　彼女の格好が目に入った時、俺は待ちぼうけを食らっている間に居い眠ねむりをして、夢でも見ているのかと疑いそうになった。

「うん。買っちゃった。衝しよう動どう買がい？」

　首を傾かたむけて微笑ほほえむ燦心は……なんと、あずあずを彷ほう彿ふつとさせる格好をしていた。

　赤をベースにした色合いで、ふんわりとした生き地じを重ねたようなトップス。そして、白いリボンがアクセントになっているミニの黒いプリーツスカートを穿はいていた。

「私もそんなお金持ってるわけじゃないから、安いの一着分だけだけど」

「えっ、なん……で？」

「なんでって。私が、あずあずのコスプレしたいって言って、ここまで来たんだよ？」

　なに言ってんの？　という顔で燦心が見つめてくる。目を逸そらさずに、しっかりとだ。

「俺、燦心を怒らせちゃったのに？」

「怒ってないよ。恥はずかしかっただけ」

「ああ、あの件は、本当にゴメンナサイ」

「それと、訊かれたくないこと訊かれたのもあるかな」

　空気がずっしり重たくなった気がした。

「私と一いつ緒しよに、『パフォーマンス大会』のステージに立ってた子のこと」

　榁姫さんのことだ。ていうかやっぱり怒ってるんじゃないの？

「メグルも『ラップ部』なんだし、他のメンバーのことも教えないとだったね。『パフォーマンス大会』の時、私の後ろでＤＪやってくれてた榁姫さん……陽菜は、一年生の頃ころ、私と一緒に『ラップ部』で活動してくれてたの」

　そして燦心は、その時のことを教えてくれた。

　元々榁姫さんは、毎日学校に通うタイプではなかった。週に一度か二度登校してきても、教室ではなく保健室で自習して過ごしていたそうだ。

　燦心と榁姫さんは、クラスが別ということもあり、元々関かかわりはなかった。だがある日燦心が保健室に立ち寄ると、そこには、課題の自習プリントを放ほうり出してタブレットをいじる榁姫陽菜がいた。

　そこで燦心は耳にした。

　榁姫さんのタブレットから、馴な染じみのある音楽が流れているのを。

「それ、ビートだったんだよね。音源でいえばトラックってやつね。それも、自分でつくったやつだったの」

　燦心からＤＪをするように言われて始めたわけじゃないということか。

「あの頃の陽菜は、ラップを乗せるためのトラックをつくってたわけじゃなくて、ただ単に、自分の好きな音楽の気に入ったところを切きり貼はりして遊んでただけだったみたい。でもそれって、オールドスクールなＤＪが始めたサンプリングと同じことやってるわけなんだよね。陽菜は学校に行ってない時も、ぼーっとしてたんじゃなくて、ずっとそんなことして過ごしてたの」

　サンプリングというのは、既き存そんの曲や音源の一部を摘つんだモノを利用して、新たな曲にしてしまうことだ。

　榁姫さんは、《豆っ子》として、俺と同じ消費型オタクなのかと思っていたけれど、生産的な活動もしていたらしい。

「ラップ仲間をやっと見つけたと思った。ラップに興味ある友達なんてクラスにいなかったし。出会って五秒で陽菜とお友達になりました。っていっても、私から一方的に口説いただけなんだけど」

　当初は燦心に戸と惑まどうだけだった榁姫さんも、少しずつ、自分のことを話すようになっていったそうだ。

「陽菜が学校にくるたびに保健室に通って、とうとう『ラップ部』に引き込めたの。そのあとに部室を確保して。部室のおかげで、陽菜にも安心して過ごせる場所ができたみたい。私よりも部室に愛着があったから、率そつ先せんして掃そう除じしてたこともあった。だから、酉島さんの言いつけをちゃんと守ってたのは、陽菜だったってことなんだけど」

　旧社会科準備室を酉島さんに明け渡わたしたくなかったのは、そういう理由からか。

　そうして、学校の中に居場所を得た榁姫さんは、ほぼ毎日登校するようになった。

「そしたらさ、だんだん慣れてきたみたいで、登校したら部室に直行するだけじゃなくて、自分のクラスまで行って授業受けるようになったの。……まあ、その日にある授業の一時間分とか二時間分だけ受けて、また部室に引っ込んじゃってたんだけど、陽菜からすればすごい大きな一歩だったんじゃないかな」

　湿しめっぽい声こわ音ねで始まった話だったのに、燦心はとても楽しそうに、榁姫さんとのなれそめを教えてくれた。

「……で、そこで私は調子に乗っちゃったんスよ」

　新たなお友達との楽しい出会いの話は、そこで終わった。彼女の声音には、再び重苦しい雰ふん囲い気きが漂ただよい始めた。

「『パフォーマンス大会』に一緒に出ないかって陽菜を誘さそったの。初めのうちは渋しぶってたよ。教室に通うだけでも一苦労だったんだから、みんながいる前でステージに立つなんてもっと大変だもんね」

「……でも、結局は出てくれたわけだ」

「そうだよ。『ラップ部』として出るって、言ってくれた。……そのあとのことは、メグルも知ってるよね？」

　同じステージに立っていたのに、対照的な結末になった二人……。

「……でも、燦心は、榁姫さんのためにそうしたんだろ？　ステージに立って、みんなの前でパフォーマンスすることが、榁姫さんのためになるって信じてたんじゃないの？」

「ちょっと違うんだ。私、ラップの力で、一人の不登校な女の子がみんなの人気者になれました、ってストーリーを期待してたから。陽菜のこと、ぜんぜん考えないわけじゃなかったけど、やっぱり、どこかでラップを広めたい気持ちが強すぎたんだろうね」

　燦心は自分自身を責めた。

「何度も仲直りしようとしたけど、もうむりかもしれない」

　俺は初めて、燦心の弱音を聞いたような気がする。教室内で絶対的な存在のリア充じゆうの燦心には、弱気になることなんてないと思っていたのに。

「……勝手なこと言うなよ」

　弱気な燦心を前にして……俺はどういうわけか、苛いら立だっていた。

「燦心が誘って始めたことなのに、途と中ちゆうで投げ出すなよ。まだチャンスはあるだろ」

　イライラの正体は、まだまだ仲直りのチャンスはあるというのに、燦心が諦あきらめてしまっているからだ。

　榁姫さんの話を聞く限りでは、完全に燦心を拒きよ絶ぜつしているわけではなさそうだった。俺を味方に引き込んで燦心を倒したいという気持ちよりも、もう一度燦心と関わり合いたいという気持ちの方が強いのではと感じられた。本気で燦心を憎ぞう悪おしているのなら、燦心と関わることで得た象しよう徴ちようでもあるラップをすることは、二度とないはずだから。

　俺はどちらかといえば榁姫さん側の人間だから、どうしても榁姫さんの側に立ってモノを考えてしまう。もし俺が一年前の榁姫さんだったら、燦心と一緒に文化祭のステージに立つことはないと思う。ラップに興味のない観客が大半のステージでラップをするなんて、地じ獄ごく以外の何物でもないしな。

　それでも、榁姫さんは燦心と同じステージに立つことに決めたのだ。

　それがどれだけ勇気が必要なことだったか、間近で見ていた燦心にはわかっているはずだから、仲直りを諦めるようなことを言ってほしくなかった。俺は燦心に、《マイメン》を見限るような薄はく情じようなヤツでいてほしくなかったのだ。

　それは榁姫さんを思ってのことでもあるし……俺の未来を案じてのことでもある。どんなかたちであれ、俺にも榁姫さんと同じような事態が降りかかってくる可能性はあるわけだし。

「どうして、そんなことがメグルにわかるの？」

　ベンチから立ち上がった燦心が、俺を見下ろす。声が震ふるえていた。まるで、俺のイライラが伝染してしまったみたいだった。

「私だって、大変だったんだよ？　友達の誘い断ってまで、放課後は何度も陽菜のところ行って……それでもダメで……！」

　燦心の地じ雷らいを踏ふみ抜ぬいてしまったようだ。温おん厚こうな彼女が、眉まゆを吊つり上げるところなんて初めて見た。

「今日初めて話した子のことで、わかったように言わないで」

　燦心は、俺が榁姫さんと面識があることを知らない。

「わかるよ。……燦心よりもずっと」

　燦心は、『きら豆』を通じた同志であることも知らない。

「俺、この前榁姫さんと会ったんだ。ちょっと呼び出されてさ」隠かくしていたら、余計こじれるだけだ。今、全部話してしまおう。「榁姫さんは、俺が燦心に巻き込まれて、第二の犠ぎ牲せい者しやになることを心配してたけど、別に燦心を嫌きらってるようには見えなかった。……俺と一緒にラップだってしてくれたし」

　だから燦心……まだ諦めるなよ！

　そんなエールを込こめたつもりだったのだが……燦心は理解してくれるだろうか？

　隠し事をしていたのは事実だし、それも燦心にとって因いん縁ねんの相手だ。

「……陽菜とラップしたの？」

　険しい表情のまま訊たずねてくるので、俺は冷ひや汗あせをかきながら、首を縦に振ふる。

「あ、ああ、『きら豆』をお題にしてラップし合ったらさ、思いの外ほか盛り上がって」

「盛り上がったんだ？」

「……お互たがいオタクだし、言いたいことはたくさんあったからな」

「よかった」

「えっ？」

「陽菜が、ラップを嫌いになってなくて」

　ピリつく空気が加速するのかと思いきや、眉まゆ尻じりを下げて、安あん堵どしてみせる燦心。

「陽菜とラップしたの？」

　繰くり返された言葉は同じでも、彼女の表情は柔にゆう和わなものに変わっていた。

「メグル、前はあんなにラップするの渋ってたのに」

　そして燦心は、腹を抱かかえてうつむき、体を震わせ、ぷくくと笑い始めた。

「笑うなよ……俺の成長をもっと認めてくれ」

　クラスメイトから迫はく害がいされる寸前で救ってくれた燦心への義理のつもりで、嫌いや々いやながら始めたラップ。

　それでも、根っこが真面目まじめな俺は、燦心の下で、着々と『ディスノート』を文字で埋うめ尽つくし、ラップのスキルを上達させていた。その過程をきっちり楽しんでもいた。投げ出すことなく続けられたのは、教師役が燦心だったからだ。今は、ラップを嫌いじゃないと言える。……大好きだ、とまで言い切るのは、まだ難しいけど。

「うん、認めてるよ」

　迷いなく立ち上がる燦心。

「だから私……もう一回陽菜のところ行ってみる」

　そのまま、あずあず風の格好を見せびらかすように、その場でくるりと回ってみせる。

「メグルに励はげまされちゃったし」

「……励ましになったか？」

「なったよ！」

　見下ろす燦心は、ちょうど月を背にしていた。栗くり色いろの毛先が、水みな面もにたゆたうようにサラサラ揺ゆれた。

「私の好きなことを、メグルも好きになってくれたんだから！」

　燦心はそれだけしか言わなかったけれど、その気持ちはわかる気がした。

　俺だって、今目の前であずあずの格好をして、俺が好きな『きら豆』の世界を理解しようとしてくれる燦心を、確実に好ましく思っているのだから。

　けれど、不思議に思うこともある。

　相手は俺だぞ？　クラスのぼっちで、ちょっと前までは『ディスノート』になる前の『黒の書』への書き込みをライフワークにしていた陰いんキャだぞ？　歩み寄ってこられたって、キモいだけだろうに。

「あ、ごめん失敗した。もう一回やりなおしていい？」

「えっ、失敗？」

「ほら、私のこのカッコ、あずあずのだしさ、あずあずっぽく言った方がよかったかなって。けっこうセリフ覚えちゃってるんだよねー」

　どうも燦心は、あずあずの言動を再現した方が、俺に伝わると考えているらしい。

「……さっきのでいいって。別に、あずあずっぽくなくてもさ、燦心っぽければ、それで」

　燦心の言葉は、ちっともあずあずっぽくなかった。あずあずはもっと、男心にハートブレイクショットを食らわせるような破は壊かい力のある言葉をガンガン放ってきて、俺たち萌もえ豚ぶたをキュンキュンさせてしまうのだから。

　けれど、「炬詠燦心」以外の何者でもない女の子を前にしていると、彼女にあずあずを見み出いだしている時以上に、ドキドキしてしまっていた。

「ふーん、私っぽいっていうと……あ、ラップ！　ラップだ！」

「ラップだけじゃないと思うけど、まあ燦心を構成する上で大事な要素なんじゃね？　ラップ、ＤＪ、ブレイクダンス、グラフィティの四大要素で『ヒップホップ』みたいにさ。ラップ、太ふと腿もも、白ブラ、白パンで『炬詠燦心』みたいな。それと内うち股またのほくろ。あ、これじゃ五大要素か」




【ばっちり見てんなエロ小こ僧ぞうぉ！　毛を剃そろう、丸まる坊ぼう主ずで謝罪を要求！　まるで豆とう腐ふ／メンタルのわりには言ってくれんじゃん。出会う前は利きけなかったでしょ、そんな口。私が翻ほん訳やくし／助けないとできない意い思し疎そ通つう！　まるで人気女優／前にして筆記用具／片手に震えるただのファン！】




　燦心は、アカペラ状態でラップを始め、俺を言葉の暴力で攻せめてきた。とはいえ、ディスには親しみがこもっていた。

　燦心から反論があるのは想定済みだ。むしろ、反論を期待して煽あおった。まあラップで返してきたことは想定外だったけれど、相手は燦心だ、ありえないことじゃない。

　日が落ちて人の目があまり気にならなくなったとはいえ、ところかまわずラップを始める彼女は「炬詠燦心」でしかありえなかった。

　他の誰だれでもなく、燦心自身のやり方と言葉で返してくれることが、どういうわけか今は嬉うれしい。

　だから俺も、燦心の流りゆう儀ぎに従ってしまう。




［そうだよ俺はただのファン。だからこれはカン／を働かせただけ。燦心、何度だって言うぞ。俺は味方。さっきの言い方／だと煽り。けど、まだ青い／俺なりのエール。お前フィメール。アガって話しにくいから変則のエール。だから抱えるわだかまり／俺にもさせてくれ肩かた代がわり。だって仲間だし？　そこは何があろうと変わらない。迷めい惑わくかけられようが構わない］




　どうも俺はラップになると、恥はずかしい本音を口にできてしまうようだ。韻いんを踏むことに必死すぎて、本音を隠す余よ裕ゆうがなくなるせいだろうな。燦心みたいに息をするように韻が出てくる《フリースタイル脳》ができあがっていればまた別なんだろうけれど。

　まあ、いい。それで燦心に伝わるのなら。

　なんだ新手のパフォーマーか、と、ざわざわとギャラリーが集まり始めているのが気になるけど。




【大事だからその自信。そんなの微み塵じん／もなくてもムリにアゲてく。そうして稼かせいでく。経験の裏付け。数段上／の自分になるまで続けな。伝わったからメグルの熱意。まるで日めくり／するみたいに上じよう昇しようしてる。逃とう走そうはもうヤメ。陽菜のため／私はもう一度向かい合うからね】




［ならいっそ今夜突とつ貫かん？　榁姫さんの贅ぜい沢たくな邸てい宅たくへ。迷惑／かもだけど押し掛かける。だってまだ会える。一人耐たえる／だけの榁姫さんはもう終わり。きっと来ない／なんて思う絶望感。他はみんな青春謳おう歌か。まだゲームオーバー／には早いと告げるために燦心が半歩／ずつでも進むべき］




【そうだね。メグルのおかげで勇気出た。今の私は無む双そう状態、まるでプレデター。無手では戻もどって来れない陽菜のトコから。働かせる言こと霊だま。絶対しないコノザマ。許される前に緩めさせる頰ほおから。──あれ？　鳴ってる電話。それは念話、じゃないメグルのケータイ。弟てい妹まいじゃないなら誰から？】




　スマホがけたたましい着信音を鳴らしていた。

　ラップを中断してスマホの画面を見ると、そこには榁姫さんの名前が。

　榁姫邸ていで対面した時に、電話番号とチャットアプリのＩＤを交こう換かんしていたので、連れん絡らくが来たこと自体に驚おどろきはない。

「榁姫さんからだ。ちょっと出るわ」

　燦心が頷うなずくのを確かく認にんして、電話を取る。

『──めぐる……どうして炬詠燦心とデートなんかにしゃれこんでいるんです？』

　榁姫さんは、ヒドくお怒いかりだった。

「いやデートじゃなくて『きら豆』に関係するオタク活動っていうか」

『いいわけはいりません。……てっきり炬詠燦心に今生の別れを切り出すイベントなのかと思ってましたが、なぜいい感じになってるんですか』

「いい感じって。そんな雰ふん囲い気きあった？」

　ていうかなんで俺たちの動向知ってるの……って今いま更さらツッコんでもしょうがないか。どうせあのわけわからんメイドが暗あん躍やくしているのだろうから。

「そんなことよりさ、榁姫さん、もう一度燦心と話し合ってみない？」

『ヤです。話して聞かせることができないのなら……力ちから尽ずくです』

「いや、そこはもうちょっと広い心で。ていうか力尽くって？」

　戸と惑まどっているうちに、電話の向こうで、パチンと指を鳴らす音がした。

「──廻裏さま。今のあなたはまるでバッドエンドで惨ざん殺さつされるハーレム主人公のように腑ふ抜ぬけで、不誠実で、ファッ○ン・クソ野や郎ろうです」

　風が通り抜ぬけるような自然さで、背後から聞き覚えのある声がしたと思ったら、膝ひざカックンをされてバランスを崩くずし、なんと意識をも失いかけた。俺は身動きできないまま、何者かの肩かたに担かつがれてしまう。まるで土ど囊のうだ。

「メ、メグル!?」

　意識が薄うすくなっていく中、悲鳴に近い燦心の叫さけびが何度も頭の中で反はん響きようする。よほど猛もうスピードでその場を離り脱だつしているのか、燦心の声はあっという間に聞こえなくなった。

　干された布ふ団とん状態になっている俺は、最後の力を振ふり絞しぼり、そいつに声をかける。

「あの、まさか殺しはしないですよね……舞鶴さん？」

「殺意は満まん載さいですが、何か問題でも？」

　問題でも？　じゃねーよ問題だらけだろうが、いったいどんな生活してたらここまで手て際ぎわよくそれなりに背せ丈たけのある高校生男子を拉ら致ちできるの……。

　なんてツッコミをする余裕もなく、俺の意識は沈しずんでいくのだった。








◆第四章　耳ヲ貸スベキ









　目を覚ました時、俺は、やたらと眠ねむり心ごこ地ちの良いベッドに転がされていた。

　部屋の中だ。洋風の豪ごう奢しやな調度品から判断するに……榁むろ姫き邸だろう。舞まい鶴づるさんに拉致されたんだもんな。おまけに監かん禁きんときたもんだ。間ま違ちがいなくお縄なわモンだぜこりゃ。

　手足の感かん触しよくはある。体の自由は奪うばわれていないようだし、痛みもない。

　舞鶴さんがあれほど手際よく拉致できたということは、俺と燦さん心ごのお出かけに、あのオーバースペックメイドがこっそりついて回っていたのだろう。あの卑ひ猥わいなカップル企き画かくも、榁姫家の資金を投じてでっちあげたイベントだったのかもな。

　それにしても、やたらとふかふかした枕まくらの感触が気になる。これは間違いなく素材にこだわった至高の品。

　心地よいからといって寝ねそべってばかりもいられない。

　燦心が心配だ。俺は無事だから安心してね、と連絡しなければ。

　起きあがろうとしたその時だ。

「めぐる、目が覚めたですか？」

　背中側から榁姫さんの声がした時、俺は今、どこに寝かせられていたのか察した。

　俺が枕だと思っていたものは、枕じゃなかった。

「ＨＩＺＡ☆ＭＡＫＵＲＡじゃねーか！」

　抗こう議ぎの言葉ではない。下げ賤せんな俺ごときがまそらそのものな美少女であらせられるところのあなたのお膝を汚よごしていいものでしょうか？　というおうかがいの言葉だ。

　だが、勢いをつけて起きあがってやれと寝ね返がえりを打った時、やわらかなナニかに顔が衝しよう突とつして埋うもれた。ぽよんとしたこの感触。お腹なかじゃない。これは──。

「めぐるが、赤ちゃんになったです」

「わっ、ごめんな！」

　慌あわてて顔面をそこから引き離はなして立ち上がる。ベッドには、猫ねこ耳みみフードを被かぶることなく正座している榁姫さんがいて、両の手を頰に当てて惚ほうけた顔をしていた。口が△になってんぞ。

　榁姫陽ひ菜な……ロリ体型のまったいらだと思ったら、パーカーの中にこんな武器を隠かくし持っていたのか！

　ちなみにまそらはロリ巨きよ乳にゆうキャラではない。よりまそららしさを求めるのなら、榁姫さんのおっぱいは確実に減点対象。『きら豆』キャラを愛する俺としては、キャラを守らない榁姫さんには厳しく注意をしないといけない。

　の、だ、が。

　これはこれで、いいじゃない……。

「キャラを守っていないのではない！　榁姫さんは、まそらの一歩先を行ったのだ……！」

「めぐるはたまに意味がわからないです。でも、めぐるがたのしそうだとわたしもたのしい」

「お嬢じようさまが楽しいと私も楽しいですよ」

　にゅるん、とベッドの下から這はい出てくるメイドの格好をした何か。

「既き成せい事実をつくってモノにしようなどとは、お嬢さまは実にクレバーなお方！」

「わ、わたしは、めぐるとコレがしたかっただけです……！」

　真っ白な肌はだを朱しゆ色いろに染めた榁姫さんが、俺の片耳に、ずぼっとナニかを突つっ込こんでくる。へえ、榁姫さんって見た目ロリのくせにその手の知識は──ん？　これは……イヤホン？

「めぐる、今日は『きら豆』のネットラジオ第一回の配信日」

「ラジオ……あっ！」

　しまった。ネットラジオか。アニメの放送に先さき駆がけて配信されているのだった。《豆っ子》としては『きら豆』関係のコンテンツを余すところなく楽しまないといけないものな。

「忘れかけてたよ、教えてくれてありがとう」

「ううん、これもめぐるのためです」

『頭パラッパ女ラッパーのせいで忘れかけてたダロ？』

　相変わらずタブレットに会話を代行させると口が悪いな……。

「離れていてもめぐると同じ時間に聴きいていたくて、『せーので一いつ緒しよに再生ボタンを押そ☆』ってチャットアプリにメッセージ送ったんですけど……」

『ンモー、あの女とのいちゃこらに夢中で既き読どくすら付けねえでやんノ！』

「いらっ、としたのでむりやり連れてきました」

　慌ててスマホを確認すると、榁姫さんからのメッセージが何件か来ていた。一件目はちょうど、燦心とオープンテラスにいた時だな。普ふ段だんなら暇ひまつぶしがてらスマホをチェックするけど、燦心相手に緊きん張ちようしてそれどころじゃなかった。

「無視したわけじゃないんだ。……ていうか、文面だとテンション超ちよう高いね」

　初めはノリノリなのに、返事がないとわかると文面のテンションも急落していく様が読んでいて悲しかった。最後の方なんか、まるで親を捜さがす迷子みたいに戸惑っている。……こりゃお詫わびとして一緒にラジオを聴いてあげるくらいのことはしないとな。

「でもその前に、燦心と連絡取っていいかな？　そこのメイドが荒あらっぽいことしたせいで心配してるだろうから」

「おや、廻まわ裏りさまの性せい癖へきに合わせたつもりなのですが」

「いくら俺にＭっ気があっても気絶させてくる特とく殊しゆ工作員女はノーサンキューですよ」

「早く済ませて。ラジオ～」

　榁姫さんはふんふん鼻息を荒くしながら、金色の瞳ひとみをキラッキラ輝かがやかせて、スマホを操作し始める。

『──メグル？　だいじょうぶなの!?』

　電話に出た燦心の第一声だ。心配してくれているらしい。まあ、目の前で人が攫さらわれれば、そりゃあなぁ……。

「俺は大だい丈じよう夫ぶだから。怒りに任せてカチ込みは遠えん慮りよしてくれ。こっちには意味不明すぎてヤバいメイドがいるんだ」

『なにいってんの、殴なぐり込みに行くよ！　メグルを拉致監禁なんて許せるわけないもん！』

　燦心……それほどまでに俺の身を案じてくれているのか。でも、危ないことは本当にやめてほしい。いくら俺のことが超心配だからって、ここは冷静になるべきなんだ。

『だから、メグル。明日の夕方までそこにいて！　ほら、明日も学校あるし、帰りにまーりゃんたちと駅前のアイス屋さんに寄る予定があるの。それが終わったら行くから！』

「めっちゃ遊ぶ気じゃん……」

『ま、陽菜なら悪いようにはしないでしょ。私が行くまで、一緒にゲームしたりアニメ見たりして待ってて』

「なにここ託たく児じ所しよかなんかなの？」

「あたらずともとおからず。めぐるはさっき赤ちゃんになったです」

「どさくさに紛まぎれてむしゃぶりついてましたな」

　榁姫さんが鼻息荒くうむうむと頷うなずき、メイドもそれに乗っかり誤解を加速させる。

「むしゃぶりついてないから！　さっさと離れたから！」

　燦心に聞こえて変な誤解されたらどうするんだよぉ！

『メグル？　むしゃぶりつくってどういうこと？』

「いや、こっちの話！　色々な意味でＴｏＬ○ＶＥるが起きてて」

「めぐる、準備ができましたです。さあさあおヒザへ」

　ワンピース並みに大きなパーカーの裾すそから出たほっそり真っ白な膝をぺちぺち叩たたいて示す榁姫さん。完全に俺を子供扱あつかいだぜ。それはともかく、いい膝ひざしてんな。すべっすべ。

『じゃ、明日行くから～』本当に仲なか違たがいしてんのかって疑わしくなるくらい気軽に榁姫邸ていへ来そうなノリの燦心。『そうそう、メグル、言い忘れてたけどー』

「なぁに？　明日も早いんだからもう寝ろ。どうせ学校の方が大事なんでしょ」

『あのさぁ、今日はさぁ……』

「なんだなんだ、そんなもじもじして。なんか燦心っぽくないな」

　空気読まずに公衆の場でいきなりラップをぶちかます燦心なのに。

『今日は、いろいろはげましてくれてありがとう。またどこか行こうねー。今度は、あずあず関係とはべつの──』

「──やれです」

「いえっサー！」

「ああっ、俺のスマホ！」

　パチンと指を鳴らした榁姫さんの指示で動いた舞鶴さんの見事なローリングソバットでスマホを手から弾はじき飛ばされてしまった。壁かべに激げき突とつした俺のスマホは航空機事故を彷ほう彿ふつとさせるほど無む惨ざんなボディに……。

「ではめぐる」

『邪じや魔まも消えたことだしヨォ！』

「ラジオを。スマホはあとで新しいのを用意させますです。……わたしとおそろいのです」

「……はいはい、今日はもう言うとおりにします。俺自身を壊こわされないようにな」

「んふー、わたしのひざに頭をどうぞです。んふー」

「いやいいよ、恥はずかしいし。あと鼻息の音ヤベーよ。瞳を閉じたらベイダー卿きようなんだが」

『炬こ詠よみ燦心にあんだけ破は廉れん恥ちしておきながら、いまさら恥はずかしいだァ？　校内に破廉恥の証しよう拠この数々をバラまいたっていいんだぜェ？』

「榁姫さんのお膝、だぁ～いすき！」

　冷ひや汗あせだらだらな状態で、榁姫さんのほっそりお膝に向かってスライディングしながら頭をのせた時だ。




【──待ちなさい！　無理矢理言うこと聞かそうなんて、愛がない！　それじゃ親しくする甲斐かいがない！　教えてあげるわ、確かな愛！】




　聞き覚えのある声とともに、両開きのドアを蹴け破やぶる勢いで、人ひと影かげが現れた。

「彩さい暁ぎよう高校二年Ｃ組、本業ラッパー副業女子高生、炬詠燦心が助けに来たよ！」

　あずあずの格好をしたままの燦心が、部屋の入り口に堂々と立っていた。

『ぬぅ、オマエ、どうやってここニ!?　ワが屋や敷しきの警備は万ばん全ぜんなハズ！』

　俺の側で動どう揺ようしまくる榁姫さんは、悪代官みたいなセリフを吐はくタブレットを抱だきしめ、ぷるぷる震ふるえながら舞鶴さんにアイコンタクトを取る。榁姫さんにとって不都合な人間である燦心の侵入を許すなんて、色々な意味で人間を捨てたメイドが許すはずないのだが。

「……申し訳ございません、お嬢さま」

　舞鶴さんのような生命体でも、苦く渋じゆうの表情を浮うかべて冷や汗を垂らすことがあるらしい。よく見ると舞鶴さんの片耳には耳みみ栓せんサイズの超ちよう小こ型がたヘッドセットが装着されていた。あれがあれば、屋敷内の離れた相手とも連れん絡らくが取れそうだ。

「仮に私がロボのコップだったら、オーナーである企き業ぎように逆らえないようプログラムされているのと同じように、私の身も、お嬢さまだけの意志で動かせるとは限らないのです」

　ややこしいな……複雑な言い回しをして責任を回かい避ひしようって腹積もりだな。大人ったらズルいんだ。

　要するに、榁姫さんよりもずっと立場が上の人が、舞鶴さんにストップをかけた。それで燦心はここまで来られたのだ。

　そんなことができるのは、この家では──

「──陽菜。私だよ」

　燦心の背後から現れる新たな人影。

　その部屋にいた全員がつい視線を向けてしまうほど、威い厳げんのある声だった。

　スラリとした長身で、家の中だというのに、高級そうなサラサラ生き地じのスーツに身を包んだ、ブロンド髪がみに彫ほりの深い顔立ちのジギー・スターダストみたいな中年男性がいた。特とく徴ちよう的な金色の瞳は、榁姫さんと血の繫つながりがあることを如によ実じつに物語っていた。

「我が家は広いのだ。迷子にならないように、お友達が来たら面めん倒どう臭くさがらずに案内してあげなさい。お友達は大事にしなさい、と、パパいつも言っているだろう？」

「うん、ごめんなさい……」

　父親の言うことは素す直なおに聞くらしい。燦心を追い出すことはなさそうだ。元々、燦心は榁姫さんと和解するためにここにくる決意を固めていたのだ。これで二人の関係性を改善する大チャンスが訪おとずれたわけだ。

「うむ。お友達は大事にするべきだ、が……」ブロンドの英国紳しん士しは、燦心からこちらに視線を移した。燦心を見つめている時と違ちがって、険しい表情である。「そこの彼は何者だね？」

　……まあ、正体不明の男が、愛まな娘むすめに膝ひざ枕まくらをされている場面を目にしたら、まっとうな父親なら誰だれでも気になってしまうだろうな。

「めぐるは、めぐるです」

「ふむ。メグル……か」

　もちろん榁姫さんの父親は、そんな哲てつ学がく的な答えでは納なつ得とくしなかった。険しい顔だ。こりゃ、娘むすめに危害を加えない善良な少年だとアピールする必要があるな。人じん畜ちく無む害がいで有名な俺だし、普段通り振ふる舞まえば大丈夫。

「廻裏メグルです。榁姫さんとは、同じ学校で……共通の趣しゆ味みを通して知り合いまして」

　俺はベッドに正座し、そう伝える。

「共通の趣味？」

「パパ。騒そう々ぞうしく登場したわりには放置されてる炬詠燦心が困ってる。はやく出てって」

「む。そうか、すまなかったね、炬詠クン」

　榁姫さんの父親は、燦心に向けて優ゆう雅がに礼をした。

「では、どこの馬の骨ともしれない廻裏クンとは、また後日じっくりお話しするとしよう……ちなみに私は空手も柔じゆう道どうも剣けん道どうも、段位持ちだ」

　屠ほふられんな、コレ。そんな恐きよう怖ふだけを残して、榁姫さんの父親は去って行った。

　心臓が収縮するような重圧を感じていると、口の端はしをニヤリと歪ゆがめた舞鶴さんが縮地の奥おう義ぎで瞬しゆん間かん移動してきて、こう耳打ちをしてきた。

「廻裏さま、ご安心を。大おお旦だん那なさまには私の方から誤解のないよう、あなたの行いを洗いざらい報告させていただきますので」

「絶対俺を下げ劣れつな悪漢として報告するつもりだ！」

「いいえ。見聞きしたことを正直に伝える、と言ったまでです。それで廻裏さまがクズ男くんと判断されてしまうのなら、それはあなたの日ひ頃ごろの行いが改めるべき点だらけだったというだけのこと。私は何も悪くありません」

　悔くやしいが、正論だ。こんなことならもっと上うわっ面つらを気にして生きるべきだった。

「メグル、だいじょうぶ。その時は私がちゃんと弁護してあげるから！」

「燦心ぉ……」

　なんて頼たのもしいんだ。まさに漢おとこの中の漢。

「あれ、でもどうしてここに？　明日の学校生活をじっくりたっぷり堪たん能のうしてからここに来るとかヌかしてなかったっけ？」

「油断させるための作戦だよ。これから突とつ撃げきしま～す、なんてバカ正直に言ったら絶対警けい戒かいされるでしょ。近くに陽菜もいるんだし」

「なーるほど。俺の頭じゃそこまで考えられなかったよ」

「メグルを放ほうって帰っちゃうわけないでしょ。お家に帰るまでがデートだもん」

「燦心、今デートって……」

　あずあずっぽい服選びのアドバイザーとして俺を連れ回したんじゃなかったの？

『炬詠燦心ォ！　オマエはどこまでも嫌いやがらせばっかしてきやがル！』

　ベッドに立ち上がった榁姫さんは、タブレットを頭上に掲かかげ、ずもも……と闘気を発しながら燦心を見下ろす。ベッドなしでは絶対ありえない身長差。涙なみだ目めになりながらも、その表情には鬼き気き迫せまるものがある。反対に、見上げる燦心に恐おそれる様子はまったくない。

「陽菜。悪いけど、まだ私とメグルの時間は終わってないんだよ」

　榁姫さんがピリピリとした空気を醸かもし出していようとも、燦心は構わず続けた。

「──そのあとに、もっとちゃんとしたかたちで陽菜に謝りに来たかったんだから。私は、陽菜とまたラップ部で、一いつ緒しよにラップがしたいの」

　燦心の本来の目的は、それのはずだ。

　燦心と関かかわらないことが、榁姫さんのためになるとは思えなかった。

『パフォーマンス大会』の失敗さえなければ、榁姫さんは今も燦心と一緒にラップ部で活動していたはずだ。燦心と関わらなくなった今も、ラップでやりとりができるレベルにあるのだ。練習を続けていなければ、あんなやりとりはできない。

「今の陽菜には、メグルが必要なのかもだけど、私だって、メグルを取られちゃうわけにはいかないんだ。だから──」

　燦心は、あずあず衣い装しようの黒いミニスカートのポケットからスマホを取り出す。

「そんなにメグルと仲良くしたいなら……メグルをその気にさせられるように、ラップをするべきだよ！　そして私と勝負！」

　ああやっぱり、と俺は呆あきれ、榁姫さんもまた似たような表情をしていた。俺と同じように、榁姫さんも燦心のラップバカっぷりを散々目にしてきたのだろう。

　構わず燦心は、小型スピーカーを取り付けたスマホから、《ビート》を鳴らす。

　言い出しっぺの燦心が先せん攻こうとしてラップをするようだ。




【まずは先攻私の番。誉ほめラップも私には朝にご飯／食べる前。つまり朝飯前。かかってきなって／言い出しといて負けられない。この対決に／大たい抵てい不利／な先攻を取る私の勝算。だってメグル称しよう賛さんするなんて小三に高三が試験答案の点数で勝つくらい簡単】




「廻裏メグルの気を引く」ことが勝利条件の特とく殊しゆなラップバトルだからか、燦心はある程度前置きで場を温めてから、こんなラップを続ける。




【豊富なその知識。見聞き／して成った博識。巧たくみに／扱うところに翻ほん弄ろう。されたけど本当／にガチで金こん剛ごうくんに勝ってから見直した。マジ恋こいだ。コスプレ解いた／あとの私も丁てい寧ねいに見ていてね】




　マジ恋だ、って聞いた時、燦心からガチの告白だァァァァ！　ってハイトーンシャウトをしちゃいそうになったけど、残念ながらこれ、そういう企き画かくなんだよね。どうやら俺を誉ほめるためならリアルじゃねえ言葉を使ってラップしてもいいらしい。

　俺はもう、この時点で燦心を勝者にしたくなっていた。

　なにせ今日は、あずあずをダブらせなくても燦心が魅み力りよく的に見えてしまった、俺の人生で最も不思議な一日だったのだから。

　スマホからスクラッチ音が鳴る。先攻と後攻が切り替かわる合図だ。

　榁姫さんのターンになる。

　果たして彼女は、燦心の呼びかけ通り、ラップをしてくれるのだろうか？

　俺の心配をよそに、彼女はこちらを振り向くと、ささやくような声こわ音ねで、




｛めぐるは同じ《豆っ子》。誰といるべきかなんて明白。こんな性格／だけどめぐるのためなら嫁よめになる／くらいの覚かく悟ごで声に出す／ことできるのわたしの方。燦心にはむりな方法。保身に逃とう走そうするから。燦心で妄もう想そうするくらいなら／高校じゃなくてここにいて。だって『きら豆』仲間。決意固まったなら彼方かなたまであなたについてく覚悟。それがあるの。燦心はアウト。発言全部ダウトだから。まるでダクトの中みたいに薄うす汚ぎたない｝




　なんとまあ、榁姫さんが選んだのは、燦心との真っ向対決だった。

　燦心をディスりつつ、自分の方が上だとアピールしてくる。

　間近で甘い言葉をぶっ込んでくるものだから、燦心の時以上にドキドキしてしまう。

　嫁になる、覚悟があるって言われたらね。いいんだね、やっちゃって？　ああ、これそういう企画だったわ……。本当君ら俺をたぶらかすの上手うまいんだから。

　榁姫さんを勝者にするのもアリかな、と考えている内に、燦心のターンになる。




【嫁になる、なんて思い切った。その意気だ／って言いたいけど負けたくない。私がウソまみれって関係なくない？　私のラップは全部本心。これも本意。本人前にしたって堂々言うのが私の信条。前々から言おう／としたことラップにしてる】




　すると燦心は、ラップの途と中ちゆうながら、ベッドで正座して勝負を見守っていた俺の腕うでを引っ張り、姫を攫さらう悪漢のごとくガッチリ腕の中に収めた。ほどよく膨ふくらんだ胸が腕にむにんむにん当たってる。これ、ボディタッチじゃね？　減点じゃね？　俺なら加点するけど。




【ラップにする、つまり韻いんを踏ふむ。私が吐はき出すＣＯ２／は全部ライムに変化。これでケンカ／する気はないけどメグルは私の。これ以上間合いを／広げたくないから密着。これで決着。諦あきらめて別の人と出会う／機会探したら？　呆ぼう然ぜん棒立ち、まるでカカシかな？】




　燦心の腕に抱だかれて幸福絶頂な俺だったが、ずんずん寄ってきた榁姫さんの手により、今度は榁姫さんに密着することになった。もうボディタッチが前提の対決に早変わりしちゃってねーか？　けしからん。ラップバトルを何だと思ってるんだ。もっとやれ。




｛カカシじゃない。かなりヤバい。だって炬詠燦心は勝てないから実力行使。あずあずに侮ぶ辱じよく行こう為い。あずあずの偽にせ物もの。『きら豆』観みてろよ。ぜんぜん違う。宣伝になる／とかはしゃぐ調子乗り。そんな高二の日。まるで元ネタに対する愛ない仮装大会。《豆っ子》の気を引けるなんてナイナイ。でもわたしならお茶の子さいさい。この姿がもう本物。二次元と混同／するくらい。めぐるはわたしといるのが本ほん望もう。燦心の格好はただのコント｝




　生きつ粋すいの《豆っ子》らしく、どちらがより『きら豆』キャラに近いのか、外見の再現度という点でボースティング（自己賛美）する榁姫さん。確かに再現度では榁姫さんの圧勝だ。燦心があずあずに似ているのは外見ではなく雰ふん囲い気きだ。ラップをしている今、服装を真似まねしようが、目の前にいる女の子は炬詠燦心以外の何者でもなかった。

　そしてまた、燦心のターンになる。

　二人ともド素人しろうとではないので、韻を踏むことに気を取られて適当な言葉でラップしてしまうほど未熟じゃない。だが、ラップバトルは言葉による殴なぐり合いだ。お互たがいヒートアップしてしまうこともある。未解決の因いん縁ねんを抱かかえていれば尚なお更さらだ。二人のラップは、「廻裏メグルの気を引く」というコンセプトから逸それていった。




【コント？　ってディスるならホント理解するまでわからす。まだ微かすかに残ってる仲直りの可能性。陽菜との関係を過去形／にしたくない。私の顔見たくない／っていうならしょうがない。でもどうかな一緒にもう一度？　高一の／時のこと全部が黒歴史？】




　それでも燦心は、榁姫さんに歩み寄ろうとする。




｛黒歴史……じゃないかもだけど、あの日のこと全部ウソでいい｝




　ラップで答える榁姫さんは、全体重をかけて俺の腕を引っ張り、とうとう燦心から引き離はなした。




｛……めぐるがいるなら燦心はいい。顔がいい／人気者は陰いん気きの子を巻き込まないで。石の橋を叩たたいて渡わたる慎しん重ちよう派／が勇気出しても結局は均等な／扱あつかいされない。もう燦心は関係がない。この勝負の要かなめは判定じゃない。燦心といる限り安あん寧ねいがない。もう終わり。目の前で下ろす帳とばり。燦心と関わる結果が怖こわい｝




　燦心のラップに対する榁姫さんの返答は、絶ぜつ縁えん宣言に近いものだった。

　スマホから鳴っていたビートは止やんでいて、少し前までの喧けん噪そうがウソのように、部屋の中は静まりかえっていた。

　燦心は絶望的な気持ちかもしれない。燦心に巻き込まれたことを非難するようなラップを食らってしまったのだから。榁姫さんと和解するためにここまで来ただけに、ショックは大きいはずだ。

　だからといって、榁姫さんとの和解が不可能になってしまったとは思えなかった。

　ラップの中に、榁姫さんの本音が見えた気がしたのだ。

　榁姫さんには、燦心に対するコンプレックスがありそうだ。

　俺に仲間意識を持ってくれているのは、その裏返しだろう。

　これ以上ピリピリムードを蔓まん延えんさせて二人の関係性が悪化してはいけない。

　俺が介かい入にゆうして場を収めるしかない。

　注意を引きつけられるような、刺し激げきの強いラップをしなくては。




［許さねえ泥どろ仕じ合あい！　これは違ちがうだろ、まるで殺し合い！　二人の俺に対する気持ち、ここにない。ホントにあんの、俺への愛。つーか燦心、言い出しっぺならコンセプト外れるな。上級者ならケンカ寸前で止めるの忘れるな。加減知らねえから手痛い返しが炸さく裂れつだ。だから勝者は榁姫陽菜。ラップが響ひびいてスゴいキタ。確かに燦心のやったこと、惨むごいしさ。されてもおかしくない、スゴい批判！］




　修復不可能な深刻な空気になる前に、勝者を決めて、勝負を終わらせてしまう。

　ビートがないため、不慣れなアカペラ状態になり、フロウは拙つたなかったけれど、二人にはどうにか届いたようだ。

「め、めぐる……！」

「メグル……？」

　俺の名を呼ぶ二人の表情は対照的だった。勝者である榁姫さんは、感かん涙るいにむせび泣きそうだったけれど、燦心は戸と惑まどいの色を隠かくせていなかった。まるで味方に背中を撃うたれたような顔をしている。

　燦心へのフォローも必要だろう。

　榁姫さんよりも燦心の方がメンタルが強く、俺との付き合いも長い。だから、今回だけは悪役になってもらい、強くディスらせてもらった。もちろん、燦心が嫌きらいになったわけじゃない。これも、二人の仲直りのためだ。

　燦心と揉もめるハメになる前に、意図を説明しなければ。

「榁姫さん、『きら豆』のラジオ、再開するための準備をしててくれない？」

「はいですっ！　めぐる☆」

　ひきこもりとは思えない爽さわやかな笑みを返し、ベッドの上に取り残されていたタブレットに飛びついた榁姫さんは、尻しりをふりふり、上じよう機き嫌げんで準備を始める。

　無事、榁姫さんの意識を燦心から逸らすことができた。横にいるオーバースペックメイドの視線は気になるけれど……今がチャンスだ。

「……燦心、ここは俺に任せてくれない？　榁姫さんが言うように、俺と榁姫さんは『同じ』みたいだから」

　すべてを告げるだけの時間はなかったので、信じてくれ、と視線に力を込こめる。

　燦心とは、それなりに濃こい時間を過ごしたと思う。俺の性格はある程度摑つかんでくれているはずだから、以心伝心で通じるはず……！

「そうだよね……メグルは、陽菜に共感したから、陽菜を勝ちだって思ったんだよね」

　燦心は、寂さびしそうに笑ったと思ったら、くるりと背中を向ける。

「あとは若いふたりでよろしくやってればいいでしょ～！」

　そして燦心は、どたどたと足を踏みならしながら、部屋を出て行った。

　あれ……燦心？　なぜ怒いかりに任せて出て行ったんだ？　もしかして、俺のことぜんぜん理解してくれていない？

「完・全・勝・利」

　ラジオの準備を終えたらしい榁姫さんは、ベッドの上で両りよう腕うでを高らかに突つき上げていた。天を仰あおぎ、目を閉じて感かん慨がい深そうにしている。プ○トーンかよ。その後ろでは、舞鶴さんがまったく同じポーズをしていた。「出」の人文字みたくなっている。……後ろ、うぜぇ。

　今すぐ走って追いかけて、詳くわしい事情を説明したいけれど、そんなことをすれば榁姫さんから不ふ審しんに思われてしまう。

　今の所、俺は榁姫さんから仲間だと思われている。二人を仲直りさせるためには、この立ち位置を死守しておかなければならない。

　燦心……一人になって冷静になれたら、俺の意図に気づいてくれ。

「めぐる～、れでぃおの準備ができました」

　とてとてと寄ってきた榁姫さんが、ダイブする勢いで俺に飛びついてきた。

　宿敵・燦心をポイして自分を選んだ男、として見られているからか、密着率がやたらと高くなっているし声こわ音ねも柔やわらかい。レディオときたもんだ。おまけに胸の柔らかい部分が腕に当たっている上に、極ごく上じようの甘い香かおりがするのだからこれはもう……。

「廻裏さま、お嬢じようさまに不ふ埒らちな欲望を向けるのはまだ早いかと」

　榁姫さんに聞こえないくらいの声の大きさで、舞鶴さんが俺の耳元でささやく。

　この厄やつ介かいなメイドが側そばで控ひかえている限り、俺が気を抜ぬくことはあるまい。
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　榁姫さんとラジオを堪たん能のうしたあと、明日も学校があるから、と俺は榁姫邸ていをあとにした。

　榁姫さんは名残なごり惜おしそうで、家に泊とめてくれる勢いだったけれど、まあ仕方あるまい。

　燦心からの着信履り歴れきが、スマホに残っていたのだから。

「……燦心、何の用？」

　夜の高級住宅街を歩きながら、俺はスマホを耳に当てた。

『あのさぁ、あれ。ガチで怒おこってたわけじゃないんだよ』

「うん、たぶん、そんなことだろうなとは思ってたけど」

『ふふ、さすがメグルだね。もう私たちは一心同体といっていいかもしれない』

　電話越ごしでも、燦心の嬉うれしそうな様子は伝わってきた。

　この調子だと、少なくとも燦心に関しては心配することはなさそうだ。

『それで、メグルはどうして、陽菜を勝たせてあげることにしたの？』

　先の試合の敗北者じゃねェとあくまで言い張る気らしい。この負けず嫌ぎらいめ。

　最寄り駅にたどりつくまで、神しん出しゆつ鬼き没ぼつな例のメイドの影かげがないことを確かく認にんしながら、俺は燦心に自分の考えを話した。

『──ああー、そういうこと』

　帰路につく多くの人間が吸い込まれていく駅が見えてきた時、燦心は納なつ得とくの言葉を返してくれた。

「だから……これから俺だけ榁姫さんと関かかわる機会が増えるかもしれないけど……」

『だいじょうぶだよ。これも私のためなんだし』

「悩なやみが増えなくてよかったよ。じゃ……」

『あ、電話切るのもうちょっと待っててー』

「えっ、何で？」

　その時ちょうど、駅を行き来していた人の群れがまばらになっていた。

　人々の壁かべで遮さえぎられていたせいで見えなくなっていた、改札前の大きな支柱が姿を現す。

　そこに寄りかかる人ひと影かげが、こちらに手を振ふっていた。

　スマホを耳に当てたままの燦心だった。

「燦心？　まさかここでずっと待ってたの？」

　一時間以上待っていたことになるんだけど……どうして俺のためにそこまで？

『そーだよ。だって、まだ終わってないじゃん？』

「何のこと？」

「だーかーら」

　そこでやっと通話終しゆう了りようをタップした燦心が、スマホをポケットにしまい、とおせんぼ、とばかりに両腕を広げた。

「さよならまた明日ね、ってまだ言ってないんだから、デートの終わりはまだなんだよ」

　榁姫邸に乗り込んできた時も言ってたけどさ、ただの買い物を、『デート』なんて高こう尚しような呼び名をつけるのやめてくれないかなぁ。勘かん違ちがいしちゃうから。

「せっかく今の私、あずあずなんだよ？」

　口を尖とがらせる燦心は、両手の親指を自分自身に向ける。それじゃアイムチョーノ！　のポーズだ。

　確かに、このままではロクにリアルあずあずを堪能することもなく終わってしまうな。

　燦心は、蝶ちよう野のポーズのまま、上半身を横に傾かたむける。眉まゆの間にシワが寄っていた。

「……感想も、聞いてないんだけど？」

　それを聞きたいがために、ずっと待っていたっていうのか？

　とはいえ確かに、感想を伝える余よ裕ゆうがなかった。『きら豆』の熱ねつ烈れつなファンでも、強烈な自己顕けん示じ欲よくを持っているわけでもない燦心にとっては、コスプレなんて一大決心だったに違いない。その決心に報むくいなければ。




［似合いすぎた格好、まずまずなんて言えない完全にあずあず。歯向かう、つまり対たい抗こうできる人材は皆かい無むって言い切れる。目をそらしても気にしてる。その服装。ひん剝むくぞ、なんて絶対言えない完成体。そこまで完かん璧ぺきなの、もう会えない］




　燦心が気に入ってくれるように、ラップスタイルで感想を伝えた。俺もだいぶ、燦心との接し方がわかってきたと思う。

　燦心はくるんと背中を向けると。

「いやそこはふつうに褒ほめて」

「燦心の好みに合わせたのに!?」

「メグルはまだ私検定八級くらいだね。私なんかもうメグル検定段位持ちレベルなのに」

「へえ……。燦心が俺のことどれだけ知ってるっていうの？」

　思い上がりもいいところである。俺の性的嗜し好こうすら知らずに俺マニアを自じ称しようするとは、ちゃんちゃらおかしいわ！

「『きら豆』のこと、超ちよう勉強しました！」

　振り返った燦心は胸を張っていた。

　いやまあ、嬉しいけどさ。自分が好きなものを、相手も好きになってくれるというのは、無条件で嬉しいものだ。

「メグルもラップがんばってくれてるし、私もがんばらないとって思って」

　頑がん張ばってまで好きになられるのは複雑なのだが、心意気は嬉しかった。

「……まあ、榁姫さんのことは俺に任せといてよ」

　俺も、俺なりにできることをやらなければ。いや、本当に。
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　放課後。俺は榁姫邸にいた。

　燦心ではなく榁姫さんを選んだという建前上、ラップ部を優先させるわけにはいかなくなってしまったからな。もちろん燦心の了りよう解かいは取ってある。

　アニメの放送が間近に迫せまった『きら豆』の話をして、緊きん張ちようも解ほぐれたあと。

「──榁姫さんもやっぱリア充じゆうになりたかったの？」

　高級そうなカーペットに寝ね転ころがる無防備な姿勢のまま、何気なく口にしてみる。ちなみに榁姫さんは俺の腰こしに頭をのせて寝そべっていた。気分は心優やさしい大巨きよ人じんである。肩かたに小鳥をのせてるようなの。もちろん側そばで例のメイドが目を光らせているので、妙みような気分になることはない。ていうかガチでピカーって光ってんですけど、それ、どうやってんの……？

　ともかく、ぶっ込んだ質問をする気になれたのは、勝算があるからだ。

　もはや俺は単なる榁姫さんの友人その一じゃない。

『燦心ではなく榁姫さんを選んだ』のだから。

　宿敵を蹴け落おとした、一番の味方だ。

「いや、ぶっちゃけ、『きら豆』に出てくるみんなってリア充じゃん？」

「……そうですね。やさしいともだちがいっぱいです」

　榁姫さんは、こくりと頷うなずいた。

「『きら豆』の世界に入れたら、どれだけしあわせなことかと思ってました」

「俺もそう思ってた」

　ぱちん、とハイタッチをするオタ二人。無理な姿勢でタッチしてきたからか、榁姫さんは俺と向かい合う位置にコロンと転がってきた。床ゆかに広がる艷つややかな銀ぎん髪ぱつ。金色の目。ヤベェ。せっかくの決意が鈍にぶりそうになるくらい恥はずかしい。

「……だから俺、リアルまそらが目の前にいる今は、『きら豆』の世界にダイブしたみたいで楽しいんだ」

「気持ちはわかります」

　榁姫さんは、んふふ、と鼻息を吐はいてほっぺたを赤くさせた。

「榁姫さんにも、前に似たようなことが？」

「さんごと一いつ緒しよだったとき……あっ」榁姫さんは、慌あわてた様子で、もぐぐと両手で口を塞ふさぐ。「なんでもありませんです」

「そっか。なんでもないならどうでもいいや。ところで『きら豆』アニメのことなんだけど」

「今夜ですね！　最速の放送日です！　だからめぐるを呼んだんですけど」

　榁姫さんは拳こぶしを振り回しながら『きら豆』トークに夢中になり、失態のことなんて忘れてしまっていた。

　だが、俺は確かに聞いた。

　榁姫さんは、燦心と一緒だった時、『きら豆』の世界にいるような幸福を感じていたのだ。

　あとは、榁姫さんが抱かかえている燦心への捻ねじれた感情を、どう処理するかだ。
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　その日の深夜、俺は榁姫邸の地下にある豪ごう勢せいなオーディオルームにいた。

　放送時間帯が深夜ということもあり、榁姫さんの父親である陽はる郎おさんは俺の存在にいい顔をしなかったが、娘むすめの「友達」を邪じや険けんにしたくないからか、追い返されることはなかった。まあ、監かん視し役の舞鶴さんもいるしな。

　大画面テレビの向かいにあるふっかふかなソファに腰こし掛かけながら、俺たちはその瞬しゆん間かんを待っていた。俺と榁姫さんの間には、衝つい立たてのように舞鶴さんが陣じん取どっている。

「廻裏さまが興奮して、間ま違ちがいがあっては困りますから」

　抱えている紙バーレルからポップコーンをひとつまみ口に放ほうり込んで、舞鶴さんが念を押してくる。

「俺だって間違いなんてあってほしくないですよ。第一話から作画崩ほう壊かいとか」

「めぐる、だいじょうぶ。『活動ファクトリー』の安定感は業界一です。日常系ならまちがいありません！　キャベツ検定もよゆうです！」

　そして俺たちは、期待と不安で入り混じった気持ちを抱えながら、待ちわびた放送の第一話を目にした。

　いやまあ、なんというか……。

　オタの贔ひい屓き目めに見ても、いや、オタだからこそ、初回から今期アニメの覇は権けんになると確信できるクオリティだった。

　放送終了後、俺と榁姫さんは二人揃そろって涙なみだを流してしまった。

　アニメ版は、一クールという制限があるからか、原作準じゆん拠きよで話を進める気はないようだ。

　第一話から、原作ファンからするとヒヤヒヤモノの展開をぶっ込んできた。

　あずあずたちメインキャラ四人の間で、価値観の違いで揉もめる、という、日常系アニメにおいてアウトスレスレっていうかほぼアウトのストレス展開が用意されていた。

　一応原作にも同じシーンがあるのだが、ほんわか世界観な日常系四コマということもあり、あっさりと処理されていたものの、アニメ版ではＢパートをフルに使ってじっくり描びよう写しやされていた。

　けれど、脚きやく本ほんと演出の絶ぜつ妙みような塩あん梅ばい、そして声優さんの神演技で、ストレスを感じることなく、軽けい妙みようなＯＰ曲が流れるエンドロールを迎むかえることができた。

　結果的に、困難を乗り越こえる様を目にしたことで、初回からアニメ版のキャラクターに対する愛着が湧わいた。きっと原作未読の初見の人たちだってそうだ。オタとして断言しておこう。実際ＳＮＳの感想をチェックすると、高く評価するコメントで溢あふれていた。

　あずあずたち四人は、雨降って地固まるを地で行ったわけだ。

　そこで俺は閃ひらめいた。

　揉めるということは、これから仲良くなるための布石なのだ。

　ちょうど今、燦心と榁姫さんは揉めているじゃないか。

　これは……二人の微び妙みような仲を、盤ばん石じやくなものへと変えられる大チャンス。

　けれどそうするには、『きら豆』の登場人物たちのように、本音のぶつけ合いが必要だ。

　榁姫さんは、ラップバトルを通してなら、普ふ通つうに話すよりもずっと饒じよう舌ぜつでいられる。本心を口にすることだってできるはずだ。

　つまり、二人の和解には……ラップバトルが必要なのだ。




　　　　★




　その後俺たちは、夜通し第一話の感想を話し合った。翌日は土曜日で、学校の心配をする必要もない。時間は十分にあった。

　にわか代表として舞鶴さんも交え、各おの々おのの感想を披ひ露ろうした後、俺はとある提案をした。

「ちょっと趣しゆ向こうを変えてさ、第一話から神回だった想おもいをラップにしない？　動くあずあずを目まの当たりにした感動を、別のかたちで伝えたいんだよな」

「んふぅ、んふぅ、いいですよ！」

　語りに語ってハイになっていたからか、鼻息荒あらく榁姫さんは同意してくれた。この子、興奮すると露ろ骨こつに鼻息荒くなるんだよな。

「わたし、めぐるがしたいことなら、できるだけなんでもさせてあげます」

「ん？　何でも？」

「廻裏さま、エッチなのはいけないと思います。あの世へイきますか？　『はい』　いいえ」

「舞鶴さんには訊きいてないですし、榁姫さんにそんなことさせる気もありませんよ……ていうか、俺の意志とは無関係にカーソルが『はい』を選せん択たくしてませんかね？」

「めぐるがラップしたいなら、わたしはＤＪだってよろこんでやります」

　榁姫さんは、タブレットを膝ひざの上に置いていた。ディスプレイには、ターンテーブルと、俺にはよくわからないいくつかのボタンが映っている。

「榁姫さんって、それでＤＪをやるの？」

　最近はリアル機材でチェケラッチョするだけじゃなくて、アプリでもチェケラッチョできるようになっているんだな。

「一応、機材も持ってますし専用の部屋もありますが、かんたんにビートを鳴らしたい時はこっちを使います。ＭＰＣも使えますし」

「ＭＰＣ？」

「めぐる、これです」

　榁姫さんがタブレットをいじると、碁ご盤ばんの目状に規則正しく並んだボタンの集まりが表示された。両手の人差し指でディスプレイをツンツンすると、予あらかじめ仕込んであったのか何なのか、色んなメロディが鳴った。Ｆ１カーが通り抜ぬけたようなホーン音がする。レゲエホーンっていうんだっけ？

「榁姫さんはＤＪもできるしラップもできるんだね。おまけにバトルまで」

「お嬢じようさまは超ちよう器用なのです。PUNPEEではありませんがパンピー離ばなれした才能をお持ちなのです」

「舞鶴さん、支し離り滅めつ裂れつですけど、酔よっぱらってるんですか？」

「この私がこれしきのアルコールで酔うわけがありません」

　舞鶴さんは、見張り役としてこの場にいるくせに、ポップコーンを摘つまみながら酒さか瓶びんをラッパ飲みしてくつろぎまくっていた。アニメを観みている時も、場面のテンションに併あわせて感情を起き伏ふくさせる欧おう米べいスタイルで鑑かん賞しようするのでジャマだった。

「めぐる、ビート鳴らしますか？」

「そうだね。それと、あくまで感想だから、ディスはナシで」

「わかりましたです。わたしのビートで、夜明けまでめぐるを寝ねかせません……」

　榁姫さんがタブレットに触ふれて、ビートが鳴り始めた。眠ねむ気け覚ざましも兼かねているのか、深夜に似つかわしくないアップテンポなビートだった。

　言い出しっぺということで、俺が先せん攻こうを買って出た。




［初回から神回。リアルで会いたい／ってくらい強くなった思い入れ。ここに来て／ってテレビに話すわけにいかないけど／今泣いても／全然普通なくらいありえない感動。アニメ化担当／したの『活動ファクトリー』で安あん堵ど。この第一話、毎日だって観れる何度も。勧すすめたい燦心にも］




　さりげなく「燦心」というワードをぶっ込み、榁姫さんの様子をうかがう。……お怒いかりな様子はなく、ふんふん鼻息荒くしながら聞いてくれていた。ラップの一部として捉とらえてくれたのかな。

　榁姫さんは、スクラッチするがごとく、タブレットに表示されたターンテーブルを指先で擦こする。指の動きに連動して、キュキュッとスクラッチ音がした。




｛相当凝こってたキャラ描写。青春謳おう歌か／してる感が評価高い脚本。薄うすい本描かく方／も盛り上がりそう。今後四人組もっと絡からみそう。たまにこういう回あってもいい。互たがいの壁かべをイージーに処理しないで向き合う尊い行こう為い。まるで恋こい／みたいにどきどき。和解の取り持ち／役は四人みんな。陰いんか陽ようかも一緒くたの関係性。短命で終わらないから憧あこがれる。カモられる／心配だってない｝




　榁姫さんもちゃんと乗ってきてくれた。

　やっぱり、ラップになると素す直なおな言葉が零こぼれ出てくるらしい。

　この調子でラップを続ければ、燦心に対する正直な気持ちが聞けるかもしれない。




［やっぱ注目キャラ描写。どうかこうか案じる気持ちに共感湧く。胸の内に横断幕。『スタッフ、グッジョブ』。察する苦労。なっつんクセある。それでも埋うめ合う／心の隙すき間ま。滞とどこおる今の気持ち／だって前向き？　会えずにいたら塞ふさぎ込む。なっちゃう無愛想。でも暗いのウンザリ／ってとこにちょうど神展開。復ふく縁えんありえない／なんてやっぱ思い込み。捨てられなくなった重いゴミ。でも絶対ポイした方が面おも白しろい。心ここ地ちよいからここに来い］




　アニメ版『きら豆』における、ぎくしゃくした関係の解消を、榁姫さんと燦心の不和にダブらせて、それが解決すれば絶対にいいことがあるからラップ部に戻もどっておいでと誘さそう。

　だが、どうも榁姫さんは違った受け止め方をしたらしく、遠えん慮りよを感じさせる動作ながらも、ゆっくりと俺の膝の間に尻しりを落ち着けた。

　……何これ。ラブラブな恋こい人びと同士みたいになってんじゃねーか。気分は人間椅い子すだ。

　隣となりの舞鶴さんが怖こわい。無表情かつ無言のまま、じっ……とこちらを見ているだけなのが不気味すぎる。これ、俺の男子センサーが反応した瞬間に切断する気なんじゃない？　素数を数えなきゃ……。

　一方の榁姫さんは、マイペースにラップを続ける。




｛行きたい向こうの世界。理想の出会い。最高の展開／が待ってる二次元。ここにいても意味ねー／なんて言いたくなるけど／いつも聞きたくなるめぐるのオタ論。他のとぜんぜん違う。言い合う議論も快楽。まるで暗くら闇やみに灯ともる松たい明まつ｝




　どうやら俺は、思った以上に榁姫さんから気に入られているらしい。

　確かに同じ《豆っ子》として話が合うから、気に入られる理由はわかるのだが、ここまで依い存そんされているのは、燦心とのことがあった反動に違いない。

　ここが勝負どころだと感じて、もっと踏ふみ込むことにした。




［俺が松明／なら燦心は太陽と相成る。ラップを開かい拓たく／する機会くれたからな。榁姫さんにとっては最悪／かもしれない。努力の甲斐かいなく／あんな結果。夢見て儚はかなく散った栄えい華が。その末のケンカだ。でも、むしろ天からの試練。言えん言葉あるからわだかまり消えないんじゃない？　『きら豆』／を見習え／ってわけじゃないけど、ああいう仲直り／もまだ可能に／思えるぞ］




｛めぐるも結局燦心擁よう護ご派！　そんな行動が／続くなら、もうどうなろうと知らない。めぐるはいらない。……わけじゃないけど、知らない／って無視したくなる。不意にあずあず／の話したのはこのため？　ここまで燦心きらってもまだ細かくこだわるの？｝




　厳しく反論するものの、俺から離はなれることはなかった。それどころか、俺の両りよう腕うでを胸元に寄せて抱だきしめるような格好にさせてきた。

　やはり榁姫さんにとって燦心は、嫌きらいになりきれず気になったままの存在なのだろう。

　それでも踏み出せないのは……『パフォーマンス大会』で大コケしてしまったトラウマがあるから。

　頑がん張ばった結果が大失敗だったことが、彼女から積極性を奪うばっているんじゃないのか？

　それなら俺は……全面的に榁姫さんの味方するのだと約束しなければいけない。




［まだ誤ご魔ま化かすの？　そりゃこだわるよ。だって大事な《豆っ子》同士。不法投とう棄き／みたいに見捨てない絶対。接待のなあなあじゃない。どんな傷も、片腹痛いなんて笑わない。だって俺は榁姫さんにかなわない。俺はまだ何も挑いどんでない。だから今日デカい確信持った。隠かくし持もった気持ち吐はき出した。ラップの最中にはみ出した／その想い。間ま違ちがいなく俺には届いた。だから俺は、共にな／戦いたいんだ共きよう闘とうで。温かい愛ある方法で。それってこれでしょ？　ラップ使った意見交こう換かん。どうだそれなら言えそうじゃん？］




　言葉の大半をタブレット仕込みの音声に頼たよろうとする榁姫さんでも、こうしてラップでの意見交換には全部自分の声で応じてくれる。燦心が相手でも同じだった。この方法なら、燦心と真正面からぶつかり合うことができるはずなのだ。

「廻裏さま、これ以上お嬢さまを惑まどわせないでください」

　それまで黙だまって成り行きを見守っていた舞鶴さんは、榁姫さんが二度も同じ傷を負うことを恐おそれたのか、すぐ隣から口を出してきた。俺と榁姫さんの間に割って入りたいようだったが、あいにく榁姫さんはまだ俺の脚あしの間にすっぽり収まったままだ。

「舞鶴、もういいです」

　榁姫さんは、前のめりになった舞鶴さんを押しとどめて、姿勢を変えた。

　正面から俺と向かい合ってくれる。

　……でもさぁ、だからって俺の膝に跨またがるのやめてくれないかなぁ。

　榁姫さんは、卑ひ猥わい姿勢のまま、俺の肩かたに手を置いて。




｛乗りますめぐるの提案に。共闘のワードが決定打。めぐるの描いた設定が／上手うまくいくか不明ですけど、ムゲにはできない《豆っ子》の同志。あなたの言う通り／やりますもう一度。高一の／悪夢は消し去りたい。デイ＆ナイトで『きら豆』のこと考えるのにジャマですし｝




　そんな、《アンサー》を放ってきた。

「……でも、もしだめだったら、めぐると一いつ緒しよにずっとここで暮らします」

　それって、まさか軟なん禁きん状態にさせられるんじゃないよね？　俺の自由はあるよね？

「ああ、これだけ大見得を切って失敗したら、責任は取らないとな！」

　とはいえ、榁姫さんの気持ちが動きつつあることには違いない。失敗した時の代だい償しようには不安は残るが、引き下がるわけにはいかなかった。

「……これでわたしは、これからどうなるにせよ、めぐると一緒にいられるわけですね」

『流石さすがヒナ！　稀き代たいの策士だぜェ！』

　ぽしょりとしたつぶやきを打ち消すようなタブレット音声。俺にはバッチリ聞こえたけどな。……つーか、タブレットで俺を叩たたいてくるんじゃないよ。照れ隠しならもっと穏おん当とうな方法でやってくれ。

　ついに榁姫さんは覚かく悟ごを決めたのだ。絶対に失敗したくない。二人の復縁を成功させられるよう全力を尽つくさないとな。これは榁姫さんのためであると同時に、燦心のためでもあるのだから。一人より、二人とも幸福になれる結末の方がいいに決まっている。

「任せておけ。俺が榁姫さんを、元の場所に戻すから！」

《豆っ子》の同志を安心させるためにも、俺は力強く宣言した。

「……めぐるは、わたしとここで暮らしたくないんですか？」

「お嬢じようさまの精せい一いつ杯ぱいのアプローチに気づかないとは。廻裏さまは生まれついての童どう貞ていで損ばかりする体質のようですな」

「えっ、失敗する方をご所しよ望もうなの？」

　おっかしいなぁ。一いつ致ち団結してもおかしくない場面なのに。

「じょーくですよ」

「お嬢さま渾こん身しんのジョークにクスリともしないとは。廻裏さまはご母堂のお腹なかの中に感情を置き忘れてきてしまったようですな」

「よかった。仲直りを望まない榁姫さんはいなかったんだね」

　榁姫さんが冗じよう談だんを言えるようになれたのなら、それは俺に気を許してくれているということで嬉うれしいのだが……横にいるメイドがウザくて泣きそう。

「……でも、もう燦心のお膳ぜん立だてでステージに立つのはこりごりです」

　だから、と言って、彼女はこう続けた。




「──めぐるが全部やってください。燦心の手出しなしで。めぐる以外が用意したステージには、立ちたくないです」




　俺も榁姫さんと同じく、これまで燦心の手引きでラップを始め、金剛さんとバトルをし、日常的にラップができるようになった。

　けれど今回は、イチから全部俺だけで、榁姫さんを、「燦心との仲直り」という舞ぶ台たいに引き上げなければいけない。

　まず間違いなく大変に決まっているけれど……同じ《豆っ子》のよしみだ。無理だなんて言っていられない。

　それに、榁姫さんから信しん頼らいされている証あかしでもあるわけだし。

「その辺はどうにかするから、任せて」

　頼りにされたことで、面めん倒どうどころか、むしろ誇ほこらしくさえ思える。

「廻裏さま、そろそろご自分がどれだけ卑猥な体位で愛の言葉を囁ささやいているのかお気づきになられては？」

「今いま更さらなんですか……」

「ちなみに我々のこれまでの発言はすべて、書しよ斎さいにいる大おお旦だん那なさまにもリアルタイムで配信されていますので。おや、足音が」

「──廻裏メグルくん（馬の骨）、娘むすめとのことについて、少々聞きたいことがあるのだがッ……！」

「廻裏さま。ネットを通した映像ではなく主に文字や音声で情報を入手していた世代の想像力を侮あなどってはいけませんぞ。きっと廻裏さまは大旦那さまの中では鬼き畜ちく陵りよう辱じよく犯となっているはずです。さ、納なつ得とくのいく説明を存分に。ラップでも構いませんが？　チェケラッ！」

「余計な仕事増やさないでよぉ！」

　つーか楽しそうだなぁ、オマエクソメイド！

「……めぐるがわたしのためにパパと戦う。まるで魔ま王おうにさらわれたわたしを助けに来た勇者めぐる。燃える展開……です！」

「こりゃ榁姫さんの援えん軍ぐんも期待できそうにないなぁ」

　ロンリーファイトを強しいられた俺は、涙なみだ目めのまま、娘さんに対していやらしいことなんて何一つしていません！　ということを説明するためだけに夜明けまで時間を費やしたのだった。








◆第五章　韻いんに淫いんするＪＫと陰いんキャの俺









　週明けの放課後。いつもの部室にて。

　舞台を整える前に、俺にはやらないといけないことがあった。

「──だから、ここからは俺メインでやらせてほしいんだ」

　燦さん心ごに対する、「独立宣言」である。

　榁むろ姫き邸ていでのやりとりを含ふくめて、燦心に説明をした。事前にチャットアプリで伝えてはいたのだが、大事なことなので、面と向かって改めて伝えておきたかった。

「メグルがオーガナイザーになるってことだよね？」

「ああ。燦心と榁姫さんの遺い恨こん対決に白黒ハッキリつけて、今度こそ仲直りだ」

　チャットアプリを通して伝えた時は、自分の問題を他人任せにしてしまうことに納得していないようだったけれど、一夜経て考え直してくれたのだろう。燦心は、俺の独り立ちを歓かん迎げいしてくれた。

　榁姫さんと同じく、燦心にだって仲直りの意思はあるのに、ここまで問題がこじれたのは、榁姫さんが、『パフォーマンス大会』での失敗をまだ気にしているからだ。

　二人が仲直りするには、ここを乗り越こえなければいけない。

　だからといって、『パフォーマンス大会』とまったく同じ舞台を用意したところで、大コケを繰くり返すだけなのは目に見えている。観客となる生徒のラップリテラシーは、去年とまったく変わっていないのだから。燦心がいれば、集客もできるだろうし、反応も上々だろうが、それはラップに向けられるものでも、榁姫さんに向けられるものでもない。大天使炬こ詠よみ燦心にだけ向けられる称しよう賛さんだ。

　今回は、榁姫さんが過去を乗り越えられる、『去年と同じで去年と違う』イベントを開かい催さいしなければならない。

　俺は、『ラップバトル』を行うべきだと考えていた。

　ラップミュージックも、ラップバトルも、同じくヒップホップの範はん疇ちゆうではあるものの、世間一いつ般ぱんの浸しん透とう度でいえば、音源としてのラップよりも、バトル・パフォーマンスとしてのラップの方がずっと上だ。ラップバトルがどんなものか、ラップに明るくない人だって知っているので、去年のような悪夢を繰り返すことはあるまい。

　燦心が『パフォーマンス大会』で大コケしたのは、ラップを愛するあまり、バトルだけではなく音源の方にも興味を持ってほしいという意識が強すぎたせいだ。音楽としてのラップを披ひ露ろうしたために、観客を置いてけぼりにしてしまった。

　俺もオタクだから、よくわかる。

　その分野について詳くわしいと、周りの人間がどれだけその分野について知らないのか、判断できなくなってしまうのだ。自分の好きなものを布教しようとして熱弁を振ふるったら、相手がその熱意についていけずにドン引きされた経験を、俺も味わったことがある。燦心に起きたのも、それと似たようなものだ。

　同じ失敗は繰り返さない。今度こそ、無事に成功させる。

　それが今の俺のやるべきことだ。




　　　　★




　観客の存在は、絶対に必要だと考えていた。

　今回は、榁姫邸でのような、「巌がん流りゆう島じまでの決けつ闘とう（無観客試合）」ではダメなのだ。

『パフォーマンス大会』と同じく、観客がいる状じよう況きようで、存分にラップというパフォーマンスをする。それが盛せい況きように終わり、去年の失敗を過去のものにすることができれば、榁姫さんはきっとトラウマを乗り越えられるはずだ。

　俺が集められる人員は限られている。交友関係が皆かい無むに等しいからな。

　だから狙ねらうは俺にとって一番身近な存在であるはずの、クラスメイト。……なのだが。

　みんな、俺の頼たのみを聞いてくれるだろうか？

　特に、リア充じゆうグループだ。

　俺主導の企き画かくに乗ってくれるだろうか？　リア充にはリア充なりのプライドがあり、カースト下位の人間の言うことを聞いてはくれない。金こん剛ごうさんとのバトルがキッカケで、『ラップバトルで強面こわもてを倒たおせる廻まわ裏りくん』という立ち位置ができたものの、相変わらず、「燦心のおまけ」には違ちがいないのだから。

　休み時間、俺は教室の中央を陣じん取どる、男女混合リア充グループのところへ向かった。

　リア充が集団でいるときの、ガンガン主張してくるオーラは、俺みたいな陰いんキャにとっては胃もたれしそうになるほど強きよう烈れつだった。

　以前の俺なら、絶対に有う耶や無む耶やにして逃げていただろうし、そもそもリア充と関かかわる用事なんて持たなかった。あんなクソみたいな連中と関わってたまるか、魂たましいが汚けがれる！　なんて思っていた。

　今だって、燦心以外のリア充と関わるのは嫌いやなのだが、俺はもう、自分の都合だけで動くわけにはいかない立場だ。榁姫さんは、自分の今後を、俺に託たくしてくれたのだから。

　思い出せ。

　リア充なんかよりも強烈な、もっと強い「圧」を感じた出来事があっただろ？

　比べてみろよ。

　ここにいる、髪かみ型がたも化け粧しようも服装も小こ奇ぎ麗れいに整えた洒しや落れた男女と。

　この世のあらゆる悪行と関わってきたかのような業の深い顔をした金剛さんを。

　俺はそんな悪あく魔まの化け身しんと向き合って、遠えん慮りよなくディスを浴びせきったのだ。

　俺のことを誰だれも知らない上に、ほぼ全員が金剛さんに味方をする大勢の中で、俺はラップバトルをやりきった。たった一人で向かい合って、そして勝ったのだ。

　今更、リア充がなんだ。

　顔がよかろうが、おしゃれだろうが、彼氏彼女持ちだろうが、なんだ。

　こいつらは、ただの一人だって、人を殺してないじゃないか！

　……いや、金剛さんも誰も殺してないけど。たぶん。

「ちょっといいか？」

　金剛さんに勝った出来事を思い出したことで、俺の心はずっと軽くなり、自然な口調でリア充の集団に話しかけることができた。

「おー、廻裏じゃね？　どした？」

　無視されることも、バカにされることもなく、軽い調子で聞き返してくるリア充男子。

　聞き返されて逆に動どう揺ようする、なんてコミュ障特有の反応はなかった。よし、いける！

　俺は、開催予定日と簡単なイベントの内容を伝える。榁姫さんと燦心が仲直りするためのイベントなんだ、とは言えなかった。榁姫さんのことを考えると、あまり言いふらしていい話題でもあるまい。「ラップバトルのイベントなんだ」と伝えるにとどめた。

「だから、当日都合つけられないか？　放課後、ほんの少しの間だから」

　リア充の集団の中心には、当然燦心がいる。俺が声をかけたそいつは、確認するみたいに燦心に視線を向けた。

「私も出るけど、メグルが全部仕切ってくれるんだよ」

　燦心は、自分のために誕生日会を開いてくれるのだとばかりに嬉うれしそうにするのだが、リア充たちはリア充同士で顔を見合わせるだけだ。……マズイな、反応がどうもよろしくない。

「……そのイベント、廻裏もラップするってこと？」

　敗色濃のう厚こうの空気が変わったのは、リア充男子のそんな一言がキッカケだった。

　燦心でも、榁姫さんでもなく……俺のラップに興味が？

「いや、廻裏が、あのめっちゃ怖こわい顔のラッパー倒したのは知ってんだけど、廻裏のラップをナマで見たことないからさ、どんなモンなんかって思って」

　そういえば、教室では一切ラップをやったことがなかったな。

「俺がラップするなら、来てくれるのか？」

　後ろ向きな俺がちらりと顔を出し、ついつい聞き返してしまった。

　リア充男子は、照れくさそうに笑いながら、

「いつもノートにめっちゃリリック書いてたじゃん？　スゲーの見せてくれんだろ？」

　煽あおりではなく、純じゆん粋すいに楽しみにしている様子が感じられた。

　なんか両りよう肩かたが重いな。誰かが肩に手をのせて体重をかけていやがる……と思って振り返ると、燦心だった。ニヤニヤしやがって。

「ああ、スゲーの見せてやるよ」

　イキってそう答えたのに、リア充たちは観みに来ると約束してくれた。

　榁姫さんと燦心が主役のはずだったのだが、ここに来て俺も何かしらラップをすることに。

　まあ、せっかくリア充の方々から期待されているんだ。

　何が何でも大成功のライブにしないとな。

　もちろん、リア充グループ以外のクラスメイトにも声を掛けた。

　リア充グループのヘッドである燦心と繫つながりが薄うすいせいか、俺に対する反応も、リア充グループと比べると薄味だったけれど、幸いなことに、興味を示してくれた人も何人かいた。一人でも多く来てくれればいいんだけど。

　……それにしても、ノートか。

　自分らの罵ば詈り雑ぞう言ごんを書き込んでいたヤツをつかまえて、スゲーとか言いやがるバカなあいつら。ホントバカだよな。バカ。
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「──俺、燦心とラップするようになる前から、『ディスノート』に書き込みしてるじゃん？」

「してたね！　メグルの努力の結けつ晶しよう！」

　燦心は、イベントの成功に一歩前進するところを目にしたからか、上じよう機き嫌げんだった。

「ああ、その……『努力の結晶』のことなんだけどさ……」

　その日の放課後、俺は、燦心にも、リア充軍団からも、「頑がん張ばっている証あかし」扱あつかいされている『ディスノート』に関して、いつまでも真実を隠かくしていることに良心の呵か責しやくを覚えるようになり、全てを明かそうと決めた。

「一年生の春からずーっと書いてたもんねー」

　部室の象しよう徴ちようである「要よう塞さい」に腰こし掛け、燦心はしみじみと感かん慨がいにふけっていた。

「え？　燦心、知ってたの？」

　もしや、あの時点で既すでに、俺の本ほん性しようがバレていたのでは？

「リリック書いてたなら、教えてくれたらよかったのに。まあ気づかない私も私だけどー」

　燦心は、俺のもとまでやってきて、胸むな元もとをツンと突つっついてくる。

「今でも、失敗したなーって思うんだよ。あの頃ころにメグルを誘って『パフォーマンス大会』に出てたら、こんな風にはならなかったんじゃないかって」

　こんな風とは、つまり、榁姫さんと揉もめていることだろう。

「陽ひ菜なは私よりもメグルに懐なついてるから。あの頃メグルが仲間だったら、私の暴走も止めてくれて、もっと陽菜にとって居い心ごこ地ちのいい場所をつくれてたと思うんだ」

「俺がすごいわけじゃない。『きら豆』の作品力だ。燦心が『豆っ子』だったら何の問題もなかったってことだよな」

「そうかもー。もっと勉強するよ」

　オタクとは、気づいたらなっているものだ。勉強する、と言っている時点で、燦心がこちら側の人間になる日はまだ遠いのかもしれない。

「ラップ好きの仲間は欲ほしかったけど、まさか同じクラスでラップに興味がある人がいるって思わなかったから。リリック書いてるって思わなくて、話しかけられなかったんだ。ごめんねー、もっと早く気づいてあげられればよかったね。そしたら今いま頃ごろ、メグルは『高ラ』にだって出てたかもしれないのに」

「『高校生ラップ甲こう子し園えん』？　いや敷しき居い高すぎだわ。どっちにしろ出てないわ……」

　実際、ラップには毛ほどの興味もなかったわけだしな。ひたすら周りにムカついていただけだ。ちなみに高校生限定のラップバトルの全国大会になんて、今だって出場する気はないのだが。燦心は、出なよー、出なよー、としつこく勧かん誘ゆうを始める。

「そうだ、『ディスノート』のことだよね？　どうしたのかな？」

　俺をべた褒ほめする流れのまま、燦心が話題を戻もどしてくる。

「……いや、読み返して気づいたんだ。結構ノート書き潰つぶしてきたなって思って」

「だねー。今何冊目？」

　二ふた桁けたに上る『ディスノート』の代だい替がわりがあったことを告げると、燦心は目を丸くして驚おどろき、そして喜んでくれた。

「ラップ仲間になってくれたし、部室も守ってくれたし、今度は陽菜と仲直りする手伝いもしてくれるしで、メグルはほんとに聖人だね！」

　大天使に拝まれてしまう。本来なら、中指を立てられたっておかしくないはずなのにな。

「……いや、聖人かどうか判断するのは今回のイベントが成功してからにしてくれ」

「メグルががんばってくれてるんだもん。絶対うまくいくよ！」

　燦心は上機嫌で俺の腕うでにぺたぺた触ふれてくる。

　結局俺は、『ディスノート』の真実を告げられなかった。

　それでも、いずれは言わなければいけないことだ。今後も燦心とラップ部として活動していきたいのなら、絶対に。

　けれど今は、榁姫さんとの決戦に向けて、余計な揉め事を増やすことだけは避さけたかった。演者のコンディションを万ばん全ぜんの状態にして本番を迎むかえさせるのだって、俺の役目だと思うし……。

「今のところ順調だし、燦心もやる気なんだから、まあ成功は間ま違ちがいないな」

　だから俺は、イベントの成功を強く保証することしかできなかった。

　ここで逃にげた分、絶対成功させないと。
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　翌日の放課後、俺は、とある駅の前にいた。

　そろそろ約束の時間だ。辺りは会社や学校終わりの人間でごった返していたが、人ひと混ごみの中だろうとソイツを見つける自信はあった。

「──おい」

　かするだけでノックアウト可能なパンチ並みに重い声がした。

　カウカ○ファイナンスにいそうな見た目の巨きよ漢かん、ＭＣ金剛だ。

「……あ、あの、どうも金剛さん」

「呼びつけておいてビクビクしてんじゃねえ」

　連れん絡らく先を知っている仲とはいえ、燦心抜ぬきで会うのは初めて。いくらワルじゃないってわかっていても、威い圧あつ感が消えるわけじゃないんだよなぁ……。

「こっちは手て土産みやげ持って来てんだよ」

　メンチを切った顔のままの金剛さんが掲かかげた右手には、洒しや落れたデザインのビニール袋ぶくろに包まれた箱状の何かがあった。

「まさかヤクブーツ？」

「オレ特製、『甘味の国選抜スイーツ五選』だ。ドライアイスも入れといてやったからよ」

「あ、そスか。どうも……」

「とりあえず話せそうなトコ行こうや」

　芸能事務所と偽いつわる闇やみ世界のスカウトめいた迫はく力りよくで詰つめ寄る姿に、俺、漏もらしそうになる。

　人混みの中を普ふ通つうに歩いているだけで道が拓ひらけていく強面こわもて巨漢の横で小さくなりつつ、その巨漢特製のスイーツが入った包みを胸に抱いだきながら道をゆく俺。奇き妙みような構図だ……。

　近場のファミレスにて、俺は事情を説明した。

「そうか、榁姫のためか」

　金剛さんは、燦心の元相方である榁姫さんとも面識がある。俺とのバトルのあと、燦心を動どう揺ようさせてしまったことを気にしていたようだ。

「わかった。オレも客として参加する。知り合いにも声をかけてやる」

「カタギの人でおねがいしますね」

「あ？　オレも、カタギなんだが？」

　カタギの俺の知り合いなのだからカタギに決まってるだろうが？　と言いたいのだろう。

　カネがないなら臓器売れや、と凄すごむ本職めいた表情で詰め寄ってくるものだから、俺は全自動謝罪機と化した。

　謝罪ついでに、ふと思い立ったことがあった。

　迷いはあったけれど、金剛さんは、燦心と榁姫さんの事情を知っている人だ。つまりそれだけ、燦心から信しん頼らいされている相手でもあるということ。

「……あの、聞いてほしいことがあるんですが」

　俺は、第三者的な立ち位置にいる金剛さんだけに、『ディスノート』の秘密を話したくなった。とにかく誰だれかに話して、すっきりしてしまいたかった。自分勝手な俺である。

「なんだ？」

「あ、でもこれはイベントとは関係なくてですね、個人的なことで金剛さんからすれば知ったこっちゃないことだと思うんですけど」

「知ったこっちゃねえこと……だと？」

　腕をむんずと摑つかみ、指を切り落としてきかねない勢いで、金剛さんが詰め寄ってくる。間近で見る瞳ひとみには、ハッキリと怒いかりの炎ほのおが灯ともされて見えた。

「オレたちは一度だけだが、バトルをした。そうだな？」

「そ、そうです……けど？」

「だったら、知らねえ仲じゃねえだろ」

　金剛さんから、仲間扱いされたことは嬉うれしかった。

「オマエが何か悩なやんでると、5UNNYサニーや榁姫にまで伝染しちまうぞ」

　俺が原因で、足を引っ張るようなことはしたくない。

「実は俺、『ディスノート』ってラップの練習用ノートを持ってるんですけど──」

　意を決して、俺は、金剛さんに『ディスノート』の真実を話した。

　話をする間、金剛さんは、多重債さい務む者のクズを射い貫ぬくような視線を向けてくるものだから、時折要領を得ないところもでてきてしまったけれど、どうにか伝えきることができた。

「そうか。……だが、5UNNYは、オマエが恐おそれてるほどには怒おこらねえと思うけどな」

　金剛さんの判断では、そうらしい。

「安心しろ、オマエが思ってるよりもずっと、5UNNYはオマエのことちゃんと見てるぞ」

「燦心が……？」

「まあ、よほどオマエの振ふる舞まいがクソなら、オレの想像通りとはいかねえかもしれねえけどな」

　金剛さんは、クククと笑い、俺の肩かたをぽんと叩たたくと、これから本業があるんだ、と言って、伝票を手にしてさっさと会計へ向かってしまった。
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　観客の目め処どは立った。

　……のだが、会場として部室を使うには、許可が必要だそうだ。

　彩さい暁ぎよう高校部活連統とう括かつ管理部部長である酉とり島しまさんと交渉するために、本ほん拠きよ地ちである部長室までやってきていた。

「旧社会科準備室は、本来大きな音を鳴らすことを想定して造られていません」

　酉島さんは、某ぼう司令なポーズのまま、メガネに夕日を反射させてピシャリと言い切った。

「現在まともに機能していない教室とはいえ、校舎の中にあるものです。あなた方二人だけではなく、観客を動員する騒そう々ぞうしいイベントを開かい催さいする目的で貸し出すことはできませんね」

　昼休み中も、放課後も、運動部の練習用に開放されているので、『パフォーマンス大会』の時のように体育館を使うことはできない。

　彩暁高校は、文化系部活動が案外盛んなので、第三まで存在する音楽室を使うことだってできない。

　観客の目処が立っても、会場が決まらないのでは、始まる前からゲームオーバーだ。

「それに、あなたの話を聞く限りでは、外部の人間も動員するそうで。先日の動画のような無法者が大量に流入するのでしょう？　全校の部活動を管理する者として、そして校内の風紀を守る者として、認められるわけがありません」

　ヘッズはワルばかりじゃないですよ！　と反論したかったが、あいにく金剛さんに協力を頼たのんでしまっている。強面だし、学校関係者でもない。酉島さんがＮＧを出すために産まれてきたような男だ。

　が、俺は無策でここに来たわけじゃない。

　その辺を突つっ込こまれるのは想定済み。酉島さんにクリティカルを食らわせられる《アンサー》は、用意してきている。

「……酉島さん、甘い物はお好きですか？」

「これでも私は女子です。無類の甘味好きですが、何か？」

　半ギレだった。役職のせいか、あんまり女の子扱あつかいされないのかもしれない。

　女子ならあまいもん好きだろ～、となんとなーく考えていたのだが、これは好都合。

　俺は、金剛さんに依い頼らいして作ってもらった、甘味の詰まった白い箱こと『白パケ』を、酉島さんに差し出す。

「これ、ほんの気持ちです。いつもお仕事大変そうですから」

「賄わい賂ろですね。退学です」

「えっ、いや、そういうわけじゃなくてですね！」

　ていうか退学までの流れ早っ！　それ教師の仕事でしょ！

「なんですか？　彩暁高校元生徒の廻裏メグルさん（十七歳・無職）？」

「いやまだここの生徒！　……これは、酉島さんの誤解を解くためのものなんです。イベントに来てくれる観客が、これつくってくれたんですよ。酉島さんが、イベントに来る人全員ワルだって決めつけるものですから」

「……まさか新手のデート○イプドラッグではありませんよね？」

　徹てつ底てい的に疑ってくる。信用ないなぁ……。

　これは最大の切り札だ。ここで断られるわけにはいかない。俺は、酉島さんの目の前で匠たくみの技わざが行き届いた芸術的なケーキの一切れを取り分けて口にし、身をもって安全を証明した。

「酉島さんも、どうぞ！」

　おあがりよ、とばかりに小皿に取り分けた別の一切れを差し出す俺。

「毒は含まれていないようですね……仕方がありません。わが校の生徒を疑ってしまった私にも落ち度がありますから」良くも悪くも、酉島さんは真面目まじめだ。「ですが、この程度で態度を変えるとは思わないでください。これはあくまで、あなたを疑ったことに対する謝罪の気持ち。旧社会科準備室の会場利用を許可することとは別件です」

　難なん攻こう不ふ落らくの鉄てつ壁ぺき要よう塞さいを気取る酉島さんには、取り付く島もないように見えた。

　だが、酉島さんが、金剛さん特製ケーキを口にした時だ。

「むっ、この舌先になめらかに溶とけ込む淡あわ雪ゆきのような食感！　そして、口から全身に広がりクリームの海が羊水のように私を包み先祖返りさせられてしまう心ここ地ちよさと芳ほう醇じゆんな甘みのハーモニーは──」

　俺は確かに彼女が、星々がきらめく銀河を背景にして全身をプリズムカラーに発光させながら見ようによってはエロティックな恍こう惚こつの表情を浮うかべて宇宙遊泳をする壮そう大だいなリアクションをとるのを目にした。

　彼女から、「許可します」という言葉が出たのは、それから間もなくのことだった。




　　　　★




　イベント開催当日。放課後になった。

　旧社会科準備室こと部室は、前日に俺と燦心が準備をしたことで、ライブステージ仕様に姿を変えていた。馴な染じみの『mar6leマーブル』のステージを意識したのだが、もちろんまったく同じにすることはできず、結局は暗くら闇やみでごまかし、演劇部で借りたライトをステージに当てるだけになってしまっていた。まあ大事なのはパフォーマンスだ。

　俺は、机を並べてつくったステージの上に立ち、燦心はステージの縁へりに腰こし掛かけて足をプラプラさせながら、榁姫さんを待っていた。

　オールスタンディングの客席は、ほぼ満員だ。誘さそったリア充じゆうグループは、みんな来てくれていた。他のクラスメイトも、見た感じ半分くらいは来てくれたようだ。興味を惹ひかれたのか、他クラスの生徒の姿もあった。

　客席の真ん中あたりには、観客に埋うもれることなく、頭一つ分飛び出ている金剛さんの姿もあった。取り巻きも一いつ緒しよにいる。ゴリゴリのヘッズらしき見た目のヤツはいない。

　部屋の一番奥には、酉島さんが立っている。どうにか会場として、ここを使用できるよう許可が取れたものの、俺たちの監かん視し役を兼かねているのだろう。これ見よがしにペンとメモを手にして何やらチェックしている。こりゃヘタなことはできそうにない。

　教室よりも狭せまい部屋なので、観客が満員近くになると、酸欠になりそうだった。

　懸け念ねんは、不登校生活の長い榁姫さんが、学校に来られるのかということ。

　校舎の中の安住の地にしていた旧社会科準備室でのイベント開催だし、「この戦いが終わったら一緒にアニメショップに行ったり、夏コミコミで『きら豆』の薄うすい本を探しに行ったりしよう」などと約束しているので、大だい丈じよう夫ぶだとは思うのだが……。

　不安を覚えながらも、今日の主役を待ってステージに立っていると、扉とびらが開く音がした。

「おまたせしました。主役の登場です」

　部室へ入り込む廊ろう下かの明かりを背負い、優ゆう雅がに礼をしていたのは、舞まい鶴づるさんだった。

　榁姫さんは？　と思って注意深く観察していると、舞鶴さんの背後から銀色の髪かみがそよいでいた。すっかり夏だというのに、相変わらずオーバーサイズなプルオーバーパーカーを着込んでいた。一応薄うす手でのものみたいだけど。

「廻裏さま、こちらへ。お嬢じようさまがエスコートを所しよ望もうです」

　舞鶴さんの背中に隠かくれながら、観客の数に驚おどろいている様子の榁姫さんは、ふるふると震ふるえていた。調子に乗って客を詰つめすぎてしまったのかもしれない。

　榁姫さんが逃にげ出してしまう前に、俺は左右に分かれた観客の間を突っ切る。

「め、めぐる……」

　燦心と対面する前から涙なみだ目めの榁姫さんは、立ち始めの幼児みたいに両手を前に出して俺のもとへと、とてとて歩いてくる。

「こんなに人が……」

　フードを深く被かぶり直し、顔を隠してしまう。

　榁姫さんがステージに立つまで苦戦するであろうことは想定済みだ。

　だが、榁姫さんの手には、会話を代行させていたタブレットはなかった。彼女なりに腹をくくってここまで来たのだろう。その決意には、報むくいなければいけない。

「大丈夫だ。俺が燦心のところまで連れて行く」

「お嬢さま。ここは廻裏さまの提案通り、バージンロードを歩くと想像しましょう。ちょうどここに、花びら入りのバスケットもあることですし。撒まきますね」

「いやそういう意味で言ったんじゃないんだが」

　ていうかその花どこから出したの。撒くなよ。片付け大変でしょうが……酉島さんなんか、まーた変人を呼びやがったな、なんて露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をしているし。

　とはいえここは、榁姫さんの緊きん張ちようを解くためにも、舞鶴さんにノッておいた方がいいか。

　俺は榁姫さんの手を取り、燦心のところへ一直線で繫つながっている道を歩いた。

　けれど、ステージまでもう少しというところで、榁姫さんは立ち止まり、がっくり膝ひざをついてしまった。

「もう歩けません。……これはもうめぐるがお姫様だっこをする以外にステージにたどりつく方法はないと断言できます……」

　チラッチラッと俺の様子を確かく認にんしてくるなよ。いくら俺でも、イラッとしちゃうことはあるんだぞ。

　この子、実はこの大人数にまったく怖おじ気けづいていなくて、案外余よ裕ゆうなんじゃないの？

　まあ、来てくれたのなら、なんだっていい。お姫様抱だっこくらい、なんてことはない。

　観客の冷やかしを浴びながら、ステージへ。こんなことをさせるためにお前らを呼んだんじゃないんだけど。

　俺はステージに榁姫さんを乗せる。

「……こんなこと、燦心にはぜーったいできないですね」

　ステージに登とう壇だんするやいなや、すっくと立ち上がった榁姫さんは、挑ちよう発はつ的なセリフを燦心に放った。フードの陰かげになっていても、金色の瞳ひとみが爛らん々らんと輝かがやいているのが見える。

「バカラッパーよりかるーい、ですから、わたし」

　ジャブ代わりにディスる榁姫さんは、フードを目ま深ぶかに被っているせいで、昔気かた質ぎのハードコアなラッパーめいたピリピリした雰ふん囲い気きを伴ともなっていた。




【ヨーヨー！　体重の話はご法度はつと！　守れ女の仁義！　やり口がガチのびっち！　口閉じとけうるせーな。まるで吹ふき鳴ならしたブブゼラ。目にクスリさして泣かせるぞ！】




　ビートもナシに、燦心はいきなりフルスロットルでディスりにいく。

　向かい合うと、二人の身長差は如によ実じつにあらわれる。燦心が榁姫さんを覗のぞき込むようなかたちになっていた。燦心は女子の中でも長身な方だし、榁姫さんは逆に小こ柄がらな部類だからな。とはいえ、燦心を見上げた状態になっている榁姫さんも、一歩も引く気はないようだ。前例のないくらい燦心からバチバチにディスられても、微み塵じんも後退する気配がない。

　燦心が早々にラップをぶっ込んだことにより、二人はいきなりバトルモードに突とつ入にゆうしていた。

　榁姫さんだけではなく、燦心までも、シリアスモードでピリピリしている。

　燦心、また勝負に夢中になって忘れないでくれよ。これ、あくまで仲直りのためのバトルなんだからな？　ラップ熟練者のお前がちゃんとリードしてやらないとダメなんだぞ？

「でぃ、ＤＪ俺！　かーませっ！」

　俺は慌あわてて、試合開始を宣言し、スマホでビートを鳴らし、司会の立ち位置へ。

　動画サイトで燦心が選び、鳴らすように指示したビートは、なんというか、北関東の下の方で徘はい徊かいしている族車から流れ出てくるような、ズンズンと低音が突き刺さすような凶きよう悪あくなリズムを持っていた。

　先せん攻こう後攻、四ターンでの勝負だ。

　バトルをする二人には、事前に説明してある。榁姫さん待ちの間に、観客にも、デモンストレーション形式で燦心と俺でラップバトルをして、バトルの楽しみ方や、今回の勝負のルールを説明してあったので、いきなりバトルが始まっても、みんな置いてけぼりになることはなかった。

　二人のために用意したマイクは飾かざりだ。機材に繫いではいない。そこまでガチでライブハウス化してしまうと、めっちゃ怒おこるであろう人が後ろで控ひかえているからね。だから、地声で届かせなければならない。榁姫さんには不利かもしれない。とはいえ、ビートはスマホから流しているため音量はそれほどでもないし、観客も、今の所は息を吞のんで見守ってくれているので、問題はないはずだ。

　先攻と後攻はじゃんけんで決める予定だったのだが、燦心が先走ってラップしたため、そのまま燦心が先手になった。

　燦心は、榁姫さんに突つっかかっていったラップから、こう続ける。




【散々待たせて大物気取り。その価値観ダサすぎ子供のニオイ。つまりガキ臭くさい。私はマイクない／ところでも誇ほこり高い。知ってる？　武士は食わねど高たか楊よう枝じ。私に勝つのはラップ以前の問題、この領域にはまだ遠い。玉乗り覚えてから出直してきたら？】




　燦心は、いつになくディスっ気強く攻せめていく。

　燦心としては、わざと遅ち刻こくして大物感を出してやって来た「演出」として捉とらえているらしい。自分はラップバトル関係ない場所でも小こ賢ざかしい演出をする必要のないくらい大物である、というボースティング（自己賛美）をしつつ、自分にはまだまだ到とう底てい及およばないのだから基本から覚え直してこい、とディスっているわけだ。

　俺は、初しよっ端ぱなから飛ばしていく燦心に驚いていた。

　俺だって、ここまで強くディスられたことはなかった。

　それだけ燦心も、本気だということだ。

　観客は、バトルモードな燦心に戸と惑まどいつつも、いい意味で驚いていた。それだけ優れたパフォーマンスをしているということだ。

　一応、今回はラップバトルという形式上、観客の判断で、勝敗を決めることになっている。だが、それはあくまで飾りだ。本当の目的は、二人の復ふく縁えんにあるのだから。

　燦心の一ターン目が終わり、榁姫さんのターンになる。

　榁姫さんはやる気十分でステージに上がったが、たくさんの人の目がある場所に立ち続けるのは、精神的負ふ荷かが高いはずだ。

　榁姫さんは、フードを目深に被ったまま、飾りのマイクを口元にあてる。




｛相変わらず超ちよう一流の虚きよ勢せい。渡と世せいの送り方うまくなっただけ。メイクしたようなフェイクそのもの。こっちは元々／隠し事ない自然体。勝手に勝った気になって決めないで。してないね、燦心はお姫様抱っこ。わたしとメグルがこじれたら燦心／もできるかも。無理だけど。燦心は口だけの人だもん｝




　おとなしそうな女の子が、リア充じゆうで目立つ存在の燦心と対等にラップをしたことで、観客は燦心の時と同じように沸わいた。俺が金剛さんと戦った時の観客と似た反応だ。

　榁姫さんは、燦心の振ふる舞まいは虚しい「ウソ」の姿であり、自然体で何ら気取っていない方こそ「本物」と主張する。

　周りに合わせてつくった自分ではなく、ありのままの自分を受け入れられてこそ本物、という感覚だ。俺たちオタクは本来の自分を大事にしているからな。

　それにしても榁姫さんは、『豆っ子』として、俺と親密だとアピールすることが、燦心に対するアドバンテージになるのだと勘かん違ちがいしているようだ。

　その方向性で燦心が嫉しつ妬とするとは考えにくいんだけど。

　自分の方が「ラップ仲間」として大事にされている、ならともかく……。

　これで先攻と後攻が一いち巡じゆんした。

　一ターン目ということもあり、ディスはカマしているものの、まだ探さぐり合いの段階だ。

　最大の目的である、「和解」に至るようなラップは出てきていない。

　とはいえ、懸け念ねんの榁姫さんもガッツりラップしているので、幸さい先さきの良い出だしだろう。ラップでなら本音を吐ける榁姫さんであれば、ラップを続ける限り、和解への言葉を言えるはずだから。

　俺のスマホは、再び同じビートを繰くり返して鳴らす。

　二ターン目だ。

　先攻の燦心は、ますます榁姫さんとの距きよ離りを詰つめていく。口元に当てたマイクの持ち手が榁姫さんの額に当たりそうな位置まで近づいている。榁姫さんは、それでも退くことなく、燦心を見上げ続けていた。これ、そのうちキスしちゃうんじゃないの？




【口だけじゃない。むき出しじゃないかもだけど、私の方がメグルが大事。陽菜はメグル考えてる風で自分のことだけ。それじゃ何も届かねえ。当てつけってモロバレ。さっき『隠かくし事ない自然体』ってラップしたよね？　私をフェイクだって言った。全部陽菜にブーメラン。その触ふれ合いモドキ、いつまで続けんの？　それで陽菜の腹膨ふくれんの？　ただ黒いだけの腹黒になっちゃうよ、うつけもん。図星だからそうやってむくれんの？】




　燦心のラップに衝しよう撃げきを受けていたのは、榁姫さんよりも俺の方だと思う。

　燦心は、榁姫さんが俺に懐いているようなのは、あくまで炬詠燦心に対するあてつけでしかないと指し摘てきするのだ。

　いやなんか……すっげえ認めたくない気分になってるんですけど。

　俺たちは『豆っ子』の同志として強固な関係性で結ばれていたはずだ。俺を信しん頼らいしてくれているからこそ、みんなに注目される恐きよう怖ふを乗り越こえて勝負の舞ぶ台たいに立ってくれたんでしょ？

　それとも俺は、榁姫さんにうまいこともてあそばれていただけだったの？

　後攻、榁姫さんの二ターン目。

　俺は、榁姫さんの真意を推し量ろうと、これまでよりずっと耳を澄すませて、彼女のラップを聞いた。

　榁姫さんは、マイクの持ち手が燦心の顎あご先に向かうくらい体を反らせ、強い調子でラップを返す。




｛むくれるのは燦心がデタラメだから。わたしの本心、ネタバレ／するならメグルのこと好き。ラップの二の次／じゃない一番手。真っ赤になってるの、耳まで。見違えるくらい変わった。だから立ったステージ。人の目気にならないくらい無敵。もうしてないひきこもり。燦心とは一度もしてない、いい思い。メグルの前なら言いよどみ／絶対ない、全部の言葉が本音。メグルと会って、わたしの人生ここから本編｝




　榁姫さんのラップは、燦心の説をデタラメとハッキリ否定するラップだった。

　それどころか、肝かん心じん要かなめな燦心と仲直りすることすら切り捨てているように聞こえる。

　俺と会ってからが本編、と、ディスる調子で言い切っているということは、過去のこと、つまり、燦心との関かかわりを指して、取るに足らないものだと言っているに等しいのだから。

　聞いている俺ですら恥はずかしい、俺に対する全面支持を示した、思いっきり惚のろ気けけまくりのラップだったが、これで和解はいっそう難しくなってしまったので、素す直なおに喜べなかった。

　ともかく、これで二ターンを消化してしまった。

　燦心と榁姫さんの戦いは、後半戦、三ターン目に突とつ入にゆうする。

　先せん攻こうの燦心は、榁姫さんのラップにどう返すつもりなんだ？

　ここで上手うまく返せなければ、四ターン目を待つことなく、二人の復縁という本当の「勝負」が終わってしまう気がした。

　冷ひや汗あせが流れ出るのを感じ始めた俺は、すがるように燦心の表情を覗のぞき見る。

　榁姫さんのラップを食らっても、表向きはさほどの動どう揺ようはないように見えた。

　ただ、燦心はラップバトルの経験が豊富だ。ここで露ろ骨こつに動揺するほど、踏ふんだ場数は少なくないはず。

　燦心はマイクを握にぎり直す。握り込む力には、まだ闘とう志しが十分残って見えた。

　だが、キスしかねないほどガンガン顔を近づけていた時の勢いは失っているようで、それまで立っていた場所からわずかに半歩退いた位置にいた。

　残り二回となった攻こう撃げきチャンスの一回。

　そして、「勝負」が決まりかねない、貴重なワンバース。

　燦心は、余よ裕ゆうなのか、それとも別の何らかの感情なのか、穏おだやかな笑えみを浮かべながら、こうラップした。




【陽菜の気持ちわかった。私の時にはなかった。たくさん語った／と思ったけど、私じゃ陽菜に届かない。おこがましい／ってほど卑ひ屈くつじゃないけど／傷つかない／生き方見つけたならそれでよかった。これで終わった／とは言わない。陽菜とラップして、もらった／モノ私にあるから。一番は陽菜の幸せ。でも私が『きら豆』／好きで味方で関わったら、なにか変わった？】




　初めの頃ころのような強いディスっ気も、強気で反論することもなく、榁姫さんのラップを受け入れる。無理に榁姫さんへ関わることなく、榁姫さんの気持ちを尊重して、見守る。

　それは、「負け」を受け入れたようなラップに思えた。

　燦心は、『パフォーマンス大会』に巻き込んでしまったことで、榁姫さんを不登校生活に戻もどしてしまったことを気にしていた。今も、その時の贖しよく罪ざい意識は強い。それに加えて、「和解」に至らない今の状態でも、燦心は榁姫さんのことを一番に考えている。その上で、一歩退くようなラップをしたのだろう。『きら豆』仲間として懐いている俺の側につくことを優先させたのだ。

　燦心が榁姫さんの気を引く目的だけで『きら豆』を好きになろうとも、榁姫さんの思いは変わることはないだろう。

　すり寄る目的で、自分の好きなものを好きになられても、それそのものに熱意がなければすぐ見み抜ぬかれてしまうことは、燦心ならよく知っているはずだ。全校のみんなが、燦心の気を引くためにラップをかじろうとしなかったのは、燦心が同じように見抜けるからなのだから。

　ラップバトルには、色々な流れがあるが、基本、ディスり合いである。どちらが強きよう烈れつに相手をディスり、スキルなり、主張なり、いかに自分の方が優すぐれているのか観客にアピールする戦いなのだから。

　その意味では、三ターン目のラップにしてディスることを放ほう棄きした燦心は、圧あつ倒とう的に不利な立場に立たされたといえる。

　ラップバトルとしての勝敗という意味でも、「和解」という本当の勝負の意味でも、明らかに劣れつ勢せいだ。

　勢いは、完全に榁姫さんの側にある。

　燦心の三ターン目はそうして終わった。

　俺の手元のスマホは、榁姫さんのラップを乗せるためのビートを鳴らし始める。

　だが、榁姫さんが三ターン目のラップを始めようとした時だった。

　マイクを口元へ持っていこうとした時、みんなが見ている中でのバトルで精神的に負ふ荷かがかかったのか、それとも燦心のラップに何かしら思うところがあって気が緩ゆるんだのか、腕うでを振ふり上げた拍ひよう子しに手からマイクがスポンと抜け、ロケットのごとく上空へ一直線。

　ゴン、と天てん井じようと衝しよう突とつしたマイクは、ステージに不時着すると、バウンドした勢いそのままに、コロコロとステージの下に転がり落ちそうになった。

　あくまでこれは飾かざりなわけだし、マイクがなかろうがラップはできる。

　それでも俺は、落ちかけのマイクへ向かって飛びついてしまった。

　一秒でも早く、榁姫さんのラップが聞きたかった。勝負の行方ゆくえを知りたかった。二人の今後がどうなるのか気になっていた。だから勝負を中断したくなかったのだ。

　榁姫さんの返答によっては、色々なものが終わりを告げてしまう大事なターンだから。

　そして、自発的ではない理由からラップを始めた俺にも、「マイクはラッパーの命」という意識が生まれていたのかもしれない。

　間かん一いつ髪ぱつでマイクをキャッチし、榁姫さんへ向けてふわりと放り投げるように渡わたす。

　マイクは無事榁姫さんの手に渡った。

　だが、運動不足な俺のこと。無理な体勢でマイクを手渡したせいで、バランスを崩くずし、ステージの縁へりから落ちてしまう。

　ステージから落下し、全身を強く打ち付ける。

　……ことはなかった。

　過激なノリのライブのごとく、観客たちの手により、ちょっとした胴どう上あげが連続で行われ、観客の頭上をコロコロ転がる、いわゆる「クラウド・サーフィング」の状態になり、落下を免まぬかれることができた。リア充じゆうばかり集まっているだけあって、ライブのノリを心得ていた。まあ本当は禁止なんですけどね。

　だが、観客に好き勝手体を押し出されたことで、ステージからどんどん離はなれてしまう。

「ちょっ、ステージに戻して！　これから大事なとこなのに！」

　熱ねつ狂きようする観客に声は届かず、とうとう部室の最さい奥おう、出入り口の扉とびらの側そばまで来てしまう。

　観客たちの腕から、ぺいっ、と吐はき出された俺は、結局部室の床ゆかに体を打ち付けてしまう。受け身を取る準備はできていたから、大事には至らなかったけれど。

　落下地点の近くには、ペンとメモを手にした酉島さんが立っていた。

「あわれですね。いえ、失礼……陸地でびちびち無力に跳はねる魚のようでしたので」

　理知的な酉島さんが、笑いをこらえながらメガネのブリッジを押し上げていた。

　恥ずかしい……が、今は恥ずかしがっている場合じゃない。

　どうにか戻らないと、とは思うのだが、ステージまでの道はバトルに熱中している人間の壁かべで完全に塞ふさがれている。蘇よみがえるぼっちの感覚。宇宙で俺は俺だけだしな。

　クラウド・サーフィングで運ばれている間にも、二人の熱戦は当然続いていた。ステージの二人は、よほどバトルに集中しているのか、俺がいなくなったことに気づいていないみたい。俺ごとスマホが離れて、ビートの音が極きよく端たんに小さくなろうとも、構わず勝負を続けようとしている。

　マイクを手にした榁姫さんは──




｛燦心はその程度。冷れい凍とうされそうなくらい寒い返答。面めん倒どうだからこの辺で、みたいに雑な扱あつかい。上等って思い込んでる手た綱づな扱い。上手うまいのは逃にげの一手。何度も言ってる全部見み栄え。そんな決意で／ステージ立ったことが間ま違ちがい。信念の色ころころ変わる、まるで紫陽花あじさい──｝




　攻撃の手が緩んだ燦心に対しても、遠えん慮りよすることなく「拒きよ否ひ」のラップを突つきつける。

　がっぷり四つに組んで始まった勝負は、徐じよ々じよに互たがいの気持ちが嚙かみ合わなくなったようで、ビートの音が小さくなっていたこともあって、ラップも虚むなしく会場に響ひびく。

　それは、燦心に対する「終わり」を意味するかのようなラップだった。

　……と、これまで通り司会の立ち位置で二人の熱戦を間近で見ていたのなら、そう思っていたかもしれない。

　だが、熱気の中心から離れて、観客たちの密集地帯からも離れたこの場所だからこそ、見えてくるものがあった。




｛──燦心は何もわかってない。ディスが一つも当たってない。だから……もういい。どうせ次で最後の押おう韻いん｝




　榁姫さんの三ターン目のラップが終わった時、俺は思った。

　燦心を突き放すような、榁姫さんのラップ。

　けれどそれは……榁姫さんの本心じゃない。

　榁姫さんはまだ、燦心にメッセージを送り続けている。

　俺の願望や、思い込みじゃないはずだ。

　だって俺と榁姫さんは、外見は違えど、「中身」は同じなのだから。

　俺が榁姫さんの立場だったら、絶対にそう思っているはずだから。

　燦心では決して気づかないそのことを、伝えないといけない。

　どうやって？

　この場は、すべてをラップで決める会場。

　もちろん、ラップで伝えるべきだ。

　だが、司会の俺に、俺だけのターンは用意されていない。

　本来のラップバトルは一対一の勝負に司会が乱入するなんてことはありえないけど、観客として誘さそったリア充たちは、俺のラップも聞きたい、と言ってくれた。

　それなら、需じゆ要ように応こたえるかたちで、俺がラップをぶっ込んだって、何の問題もないはず。

　そもそもこれはちゃんとしたラップバトルではないわけだし。

　俺が企き画かく・主しゆ宰さいする、俺だけのイベントだ。

　職権乱用？　上等じゃないの。

　けれど……部室の最奥のこの場所からでは、ステージまでちょっと距きよ離りがありすぎる。

　残り一ターンしかないラップが終わる前に、確実に俺のラップを届けないといけない。

　どうしたものか。迷っている時間はないはずなのに、おろおろと迷っていると。

「お困りのようですな？」

　背後から聞こえる、悪あく魔まの囁ささやき。

「まったく困ってません」

「お困りですね。了りよう解かいです。お助けしましょう」

　悪魔こと、舞鶴さんは、俺の意見なんてまるで無視して、片かた膝ひざを立ててしゃがみ、両の手のひらで足場のようなものをつくる。

「それで、何を？」

「ここへ足をかけてください。私がステージまで放ほうり投げてあげましょう」

　忍にん者じやが屋や敷しきの塀へいを越こえる時に使うワザめいたことを提案してくる。

「……おふざけはナシにしてくださいね」

「モチのロン☆」

　絶対ろくな事になりそうにないから無視したいのだが、なんとかしてくれそうな謎なぞの信しん頼らい感があるのはこのメイドだけ。背に腹は代えられない。

　舞鶴さんの合図に従って、彼女の手のひらに足をかけた俺は、驚おどろきの大ジャンプ。

　ってちょっ……飛びすぎなんですけどぉ!?

　あまりの飛距離に、俺は潰つぶれたヒキガエルめいたポーズで天井と衝突する。

「おや、飛ばしすぎましたか……まあ、私もいつだってパーフェクトではいられませんから。ドジも愛あい嬌きようと笑うべきですね」

　あの野や郎ろう……まったく反省する素そ振ぶりがねえ。いつか痛い目見せてやる！　なんて、天井から落下しながら思うけどあんなチートメイド相手じゃ手も足も出ずに返り討うちに遭あうのは確実。本当理り不ふ尽じんな存在だ。

　幸い、天井の下にいるのは観客の群れ。彼らは頭上に人間が現れたら腕を突き出す習性でもあるのか、俺は再び、クラウド・サーフィングで観客の頭上を転がることになった。

　だが、観客の腕に押し上げられるままに転がっているので、中々狙ねらい通りステージに辿たどり着くことができない。まるで、渦うず潮しおに吞のまれたみたいに観客の頭上をぐるぐると回るだけだ。せっかくステージに近づいても、またすぐに離れて行ってしまう。

　そんな恐きよう怖ふのコロコロ無限ループを止めたのは。

「金剛さん！」

「摑つかまれ」

　観客席の中央に立つ、一ひと際きわ目立つ巨きよ漢かんこと金剛さんだった。

　金剛さんが、伸のばした俺の腕を摑んだことで、クラウド・サーフィング地じ獄ごくから逃のがれることができた。俺はどうにか体を入れ替かえ、金剛さんの肩かたにしがみ付く。

　ちょうど金剛さんの肩に引っかかった時、勝負は最後の四ターン目に突とつ入にゆうして、燦心のラップが始まりそうになる。燦心も榁姫さんも、三ターン分聞いたビートが体に染しみ込んでいるのだろう。アカペラでもバトルを成立させてしまえる勢いだった。

　マズい。燦心の、最後のラップが始まる前に言わないといけないことがあるのに。

　足場が不安定なこの場所で、ラップをするしかないようだ。

「金剛さん、ちょっとあの二人にラップぶっこみたいんで、肩かた車ぐるまいいすか？」

　それでもここからなら、燦心と榁姫さんのことが見える。声だって、届く。

「……しくじるんじゃねえぞ」

　特に詳くわしい事情を説明しなくても、金剛さんは上手く体をよじって俺を肩車する位置に置いてくれた。

　金剛さんの周囲には、彼の連れてきた仲間もいた。

　俺は、金剛さんに、スマホの画面を見せる。ちょうど、ビートが再生中のその画面を。

「合図と同時に一いつ斉せいにスマホ鳴らしてくれませんか？　この曲なんですけど」

　スマホを一斉に鳴らすことで、より大きなビートを流し、完全に二人だけの世界に入っている燦心と榁姫さんの戦いに介かい入にゆうするつもりだった。

「いいだろう。クラシック（名曲）だ。おう、オマエらも鳴らせ」

　動画サイトにアップロードされている曲を流しているだけなので、金剛さんの仲間のみんなにも同じように鳴らしてもらうことにする。

　最悪の終わりを迎むかえそうなバトルの流れを断たち切るために、一いつ旦たんビートを消す。

　スマホを鳴らすだけでも、ＤＪ役は俺だ。ビートの支配権は俺にある。

　ラッパーは、一人ではヒップホップできない。

　ラップを乗せるためのビートを鳴らすＤＪがいてこそ、ラッパーはラッパーでいられる。

　俺は、金剛さんに肩車をされながら、スマホを高く掲かかげた。

「──燦心ぉ、聞け！」

　ほんの一いつ瞬しゆん静かになった会場に、俺の叫さけびが大きく響く。

「最後のターンに入る前に、特別ゲスト俺！　のラップだ！」

　スマホのボリュームを最大限まで引き上げ、二人のバトルに乱入するような、大音声のビートを鳴らす。

　金剛さんの仲間も心得てくれているようで、俺と同じタイミングで、大きな音量のビートを鳴らしてくれた。まるで、ライブ会場で観客全員がスマホの明かりを灯ともすかのような一体感。重なりあったビートは、部室を響かせ揺ゆらすような大きな音になった。背後の酉島さんは、「うるさいですね……全員退学です」と思っているに決まっているけれど、あとのことは今は考えるまい。

　燦心も榁姫さんもラップを止めていて、観客の視線もこちらに集まり、場の視線はすべて俺にだけ集中していた。

　なんという重圧。

　燦心と関かかわるようになる以前の俺なら、この視線だけで沈ちん黙もくしてしまっていた。

　けれど今は、多くの視線にさらされるような経験をしている。

　もはや、視線の重圧に負けてしまうことはない。

　ここで俺が退いてしまったり、何もせずにやめてしまったりしたら、二人は永久に仲直りできなくなってしまうのだから。

　ビートに負けない大声を出せるよう、叫ぶ気分で、俺は──




［お前マジでクソリア充じゆう。その調子じゃみんな不幸になる！　わかってねえよ全然！　それ天然？　『きら豆』の前に陰いんキャラ勢の面めん倒どうなとこ勉強してこいや！］




　俺は燦心に向けて、観客の大部分であるリア充まるごとディスるようなラップをする。俺のラップに期待してくれたみんなには悪いけれど、これもある意味愛のかたちとして受け取って欲しいところ。まあ気に入らなかったらフルボッコにでもなんでもすればいい。燦心と榁姫さんが仲直りしてくれるなら、なんだっていいさ。




［──陰キャは嫌いやっつってから本番！　してこいやゴリ押し！　全部お見通し／ってお高くとまってんじゃねえ、高たか嶺ねの花はな！　もっとグイグイ、カマせよバカ！　消極的な方向性で生きてる高校生にはちょっとウゼえくらいがちょうどいいんだよ！　陰にゃ陽ようが必要なんだ！］




　燦心と毎日のようにラップの練習をしたおかげで、思いの外ほか大きく、そしてよく通る声が出た。

　ここで過ごした放課後の時間は、本当はラップ好きではないとクラスメイトにバレないようにするためのアリバイ作りだけでは終わらないものを、俺に与あたえてくれたようだ。

　突とつ然ぜん場外の俺からディスられた燦心は、一瞬だけポカンとしていたけれど、俺のラップは届いていたらしく、強く、確かな頷うなずきを返してくれた。

　たくさんのスマホからなる大音量のビートは、再び、主役であるステージ上の二人のものになる。

　そして始まる四ターン目。

　先せん攻こう、燦心の番だ。

　燦心の目つきは、それまでのターンのものとは違っていて、そして、メンチを切るかのごとくバチバチやっていた一ターン目よりもずっと榁姫さんに接近していた。

　……いやこれ、接近しているというより。




【さらっちまうぞこの野郎！　笑っちまうよホント燦心よー！】




　ラップを始めると同時に、泣き笑いのような表情の燦心は、榁姫さんを思い切り抱だきしめ、榁姫さんの背中に回したマイクへ向けて声を出していた。

　一方の榁姫さんは、わたしにそんな趣しゆ味みはありません！　とばかりに燦心のほっぺたを手のひらでぐにぐに押して遠ざけようとするのだが、体格で勝まさる燦心を退けることは無理そうだった。やがて、押しのける力も弱くなっていく。




【──距きよ離り感のこだわり／なんて細かい／こと気にしてた。このままじゃお互たがい／共とも倒だおれ。陽菜にとって、その他大勢／になる寸前。でも出会ったの運命。一いつ緒しよに組んで／ステージの上／ラップして。また一緒に歩いて／いきたいからハグしてやったの！　陽菜失くしてからのこれまで。抜ぬけられなかった固定観念。メグルのおぜん立て／ないとダメな最っ低のＭＣ！　でもこうして抱きしめちゃうのは自然の熱意！　愛してますって気持ち消えんよ永久に！】




　榁姫さんをがっちり抱きしめたまま、燦心は最後のラップをやりきった。

　燦心のラップには、解かい釈しやくはいらないだろう。

　ただひたすら、榁姫陽菜のことが好き、としか言っていないのだから。

　色んな意味で体全体でぶつかってきた燦心に対して、榁姫さんもこれまでと同じ態度ではいられなくなっているようだった。表情がくしゃりと歪ゆがみ始めている。

　榁姫さんの最後のターン。

　彼女はすでに、マイクを持つ手にもあまり力が入っていないようで、目の端はしには、ステージを照らすライトできらきらと光るものが浮かんで見えた。




｛……燦心はばか。いつもぜんぜんわかってない。言われてやっても意味がない。義ぎ理り堅がたい／のはめぐるだけ。でも燦心に同じ感情芽め吹ぶくまで。猶ゆう予よあげるほんのちょっと。忘れないでそこんとこ。仲直りにはまだ遠すぎ。……でも頰ほおずり／するくらい超ちよう好き／なら、わたしに好かれる幸運に／恵めぐまれるかもだからそのまま続けて｝




　榁姫さんも、燦心のラップに対して、きっちりアンサーした。

　答えたのは、ラップという手段だけに限らない。

　マイクを脇わきに置き、燦心をきっちり抱きしめ返していた。

　やっぱり、榁姫さんは、燦心を突つき放しつつも、それでも自分の元に来てほしい複雑な気持ちを抱かかえていたのだ。

　俺たち陰キャは少々面倒で複雑なのだ。ぼっちになる機会が多い分、余計なことまで考えすぎてしまうのである。

　二人の和解が済んだ頃ころ、俺はようやく司会の立ち位置に戻もどることができた。

　観客に、ジャッジを問うまでもなかった。

　彼らは、全ターンが終しゆう了りようすると同時に、ステージの二人に向けて、大きな拍はく手しゆと歓かん声せいを送っていたのだから。どちらか一方、勝者を決めるなんて野や暮ぼというもの。

　そして、すべてを清算するためにラップバトルに踏ふみ切り、見事に「勝利」してみせた二人を前にして、思ったことがある。

　俺にも、キッチリ清算しなければいけないことがある。

　その結果……もしかしたら俺は、これまで手にしたすべてを失ってしまうのかもしれないけれど、本音でぶつかり合った二人を目まの当たりにした今、どんな結果になろうとも、隠かくし事はしたくなかった。
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「──燦心、このあと、ちょっといいか？　ずっと黙だまってたことなんだけど……」

　観客が全員去った後の部室で、俺は燦心に対して、そう切り出していた。








◆エピローグ









「決戦」は、延長戦に突とつ入にゆうした。

　俺たち以外に誰だれもいなくなった部室には、役目を終えたステージの残ざん骸がいと、熱ねつ狂きようの余よ韻いんだけが残っていた。

「──黙ってたことって、なに？」

　問い返してくる燦心は、充じゆう実じつした気持ちが表情にあらわれていた。

　そりゃそうだ。榁姫さんとの和解に成功したのだから。

　この平和的な雰ふん囲い気きに、できれば水を差したくはないのだが、今言わなければ、このままズルズルいってしまう気がした。

「めぐる？」

　部室に残っていたのは、榁姫さんもだ。俺の神しん妙みような雰囲気を察したのか、心配そうにしていた。横には、舞まい鶴づるさんが無表情で立っていて、どこから持ってきたのかアメリカンクラッカーをカチカチ鳴らしているものだから、まるで急せかされているように感じて、焦あせる。

『黒の書ブラツク・バイブル』に、榁姫さんは無関係だ。だからといって、追い出せない事情があった。燦心は今も、お気に入りのぬいぐるみにするかのごとく、榁姫さんを背後からガッチリ抱きすくめているのだ。榁姫さんは嫌がる素そ振ぶりをしているけれど、満まん更ざらでもなさそうだ。仏ぶつ頂ちよう面づらのわりに、んふぅんふぅと鼻息が荒あらい。

　……この際、榁姫さんにも俺の「暗黒の一面」を知ってもらった方がいいのかもしれない。『豆っ子』の同志として、できれば隠し事はナシにしたい。もしかしたらいっぺんに二人からそっぽを向かれることになるかもしれないが、そうなった責任は、全部、黙っていた俺にある。

「まさか……めぐる、燦心に愛の告白をしやがるんですか？」

　榁姫さんは口を尖とがらせ、パーカーのポケットに突っ込んだ両手を激しく動かして荒ぶる。

「いや、そんな聞こえのいいもんじゃなくて……」

「あれ？　違ちがうの？　私は勝負の終わりを告白でシメてくれてもぜんぜんいいんだけどー」

　満面の笑みの燦心は、完全に冗じよう談だんのノリで言う。これ、絶対ガチの告白をしたとしても本気と受け止めてもらえないやつ。

「……ラップのことなんだけど」

「ラップ！　金こん剛ごうくんに肩かた車ぐるまされながらやったアレだね！」

「あ、ラップっていうか、『ディスノート』のことなんだけど」

「メグルの努力の結けつ晶しよう！　が、どうかしたの？」

　燦心は、俺が何を言っても、ひたすらポジティブな言葉を返してくる。

　言いにくさが倍増だ。

　このまま黙って、俺の中の秘密にするだけで、すべてが上手うまくいってしまいそうだ。

「燦心、めぐるに圧をかけないでください」

　くるりと燦心に向き直る榁姫さん。ぴったり抱きしめられているせいで、途と中ちゆう、顔面が燦心の胸にぐにんぐにん衝しよう突とつすることをウザそうにしながらも、燦心を咎とがめるような視線を向けていた。

「さあ、どうぞ。燦心への愛の告白ではないのなら、わたしはなんだってかまいません」

　向き直った榁姫さんからも促うながされてしまう。

「そうだよ！　なんでも言ってスッキリしちゃいなＹＯ！」

「……わたしへの告白でもいいんですが。返事はもちろんおーけーです」

　燦心の腕うでから逃のがれた榁姫さんは、もじもじしながらも、俺の側そばに寄ってくる。

　ちなみに、榁姫さんが何を言ったのか、変なチョキみたいにした手を押し出してチェケラッチョポーズをする燦心の声がデカすぎて聞こえなかった。

　……まあたぶん、はよ言えや、と促しているのだろう。

　和解のバトルを乗り越こえた二人の前で、いつまでも躊躇ためらってはいられない。

「──燦心が、俺のノートを拾った時に見たラップ。あれ、ラップじゃなくてただの悪口の寄せ集めだったんだよ！」

　俺は、一気に、すべてを吐はき出した。

「え？　どういうこと？」

　今度は燦心も冗談で捉とらえることはなく、怪け訝げんそうにした。

「……燦心は俺のノートをラップだってかばってくれたり褒ほめてくれたりしたけど、あれは俺の恨うらみつらみを込めただけのクソみたいなノートで、当然そこには燦心の悪口だって書かれてて」

「いや、ラップで」

「え？」

「ラップにしてくれないと……わかんないよ？」

　ラップにする意味が……わからないよ？

　だが、燦心は至って真しん剣けんな顔をしている。

　燦心との付き合いは短くないからわかる。

　これ、絶対ラップしないといけない流れだ。

　妙みような展開になったけれど、ラップで事情を説明せよ、と、他ほかでもない燦心が言っているのだから、俺はそれに従うしかない。こうなったら何を言っても聞かないヤツだから。

「ビート、私が鳴らすから」

　燦心は真顔のまま、おもむろにスマホを取り出すと、ぶっかませ、と小声で言いながら、ビートを鳴らした。

　隣となりの榁姫さんと舞鶴さんは、二人揃そろって、理解しがたい存在を前にしたような視線を、燦心に向けている。

　異様な雰囲気の中、俺は、燦心のビートに合わせて、こんなラップをする。




［あの『ディスノート』越しに言うこと、いや書くこと全部貶けなす言葉。燦心と出会うことは／俺のその後変えた。だから全部言わなきゃなんねえ。恨みつらみ、ウザいくらい、書かき殴なぐったノート。その本ほん性しよう知ってれば／まるでシンデレラ／みたいに零れい時じのベルで全部解ける。燦心の買い被かぶりの甲斐かい失くした『灰被り』が俺の本性］




　俺がラップを終えた時、燦心は……どういうわけか、穏おだやかな笑えみを浮うかべていた。

「できるじゃない」

　ちゃんと言えたじゃねえか、みたいに言われても。何これ。どう解かい釈しやくすればいいの？

「『ディスノート』のこと、実はラップの練習帳じゃないって、初めからなんとなくわかってたよ」

「……え？　マジで？」

　すると燦心は、俺のすぐ目の前まで来て、俺を見上げた。

「メグルがラップがんばってきたことは、間近でずっと見てた。一いつ生しよう懸けん命めい練習してくれたから、即そつ興きようでラップできるようになれたんだよね？　メグルがそうやって私に思ってることぶつけられるようになれたおかげで、こうして陽ひ菜なとも仲直りできたんだし、そのことはもう笑える思い出でいいんじゃない？」

「燦心は……それでいいの……？」

「いいよ。その結果がこれだからー」

　そして燦心は、再び榁姫さんをもふもふと愛めでる作業に戻ってしまう。

「まだですけどね。まだ様子見期間です。……でもめぐるががんばったのは本当のことじゃないですか？　よく事情は知りませんけど……」

『ディスノート』の事情に詳くわしくないことで、蚊か帳やの外にされた気がしているのか、寂さびしそうにしている榁姫さんまで、俺を擁よう護ごしてくれる。

　じゃれ合う二人……というより、主に燦心だけなのだが、勢いは止まらない。

「陽菜はこれから、うちで暮らすって言ってくれたもんね？」

「そんなこと一言も言ってません……！」

「うふふ。言葉では恥はずかしくて言えなくても、私にはちゃんとわかってるからね～」

「なにひとつわかってないじゃないですか」

「イヤなフリをするのは、『もっと近づいてきて！』ってサイン」

「変態ストーカーの発想……！　身の危険を感じるんですが……ぶるぶる」

　榁姫さんの銀ぎん髪ぱつをわしゃわしゃ撫なでながら、頰ほおずりをする燦心。榁姫さんはされるがままになりながら、青い顔でぶるぶるし始める。

　これ、以前とは違う方向性で、揉もめ事が起きそうだ。

　……まあ、舞鶴さんが黙って見守っているということは、これも榁姫さんの本ほん望もうなのかもしれないけど。

　なんかほら、榁姫さんが憧あこがれの、日常系マンガの世界観っぽいし。

「あ、そうだ、私もラップで返事しないと」

　頰ずりを止めた燦心は、榁姫さんの耳たぶをみょんみょんいじりながら。




【メグルのおかげで復ふく縁えんの滞とどこおり／も全部この通り。かけてくれた発破。私の欠点も喝かつ破ぱ。だから簡単／に落ち込まないで。メグルは思ってないかもだけど、まるで星の明かりで／照らすみたいに頼たのもしい。ディスの単語帳に／燦心の愚ぐ痴ち／書いたっていいくらい気を許してるから。韻いんを工く夫ふうして上手く伝えたい本心。……けど本人前にした今はこれが精せい一いつ杯ぱい。どんな精神科医／にも直せない病やまい持ち】




　返答となるラップをした時、燦心はどういうわけか、耳まで真っ赤にしていて、榁姫さんの耳たぶをいじる手の動きが加速していた。

「……そういうことなんでしゅけど」

「いや燦心、どういうことだよ？」

　それに何故なぜ微び妙みようにみしゃくら語入ってんの。

「ていうか病持ちって……？　燦心、持病でもあったの？」

「あ、それだいじょうぶ！　ヤバい方の病じゃないから！　ヤッカイだけど！」

「ああ、『ヤバい』と『病』と『ヤッカイ』で踏ふんでるのか。……日常会話に韻をぶっこむあたり、いつも通りの燦心だな」

[image: ]

「そ、そこに気づくとはさすがメグル！　そういうとこ、そういうとこだよ！」

　燦心は、赤らむ頰を押さえて、まるで夜中のテンションで書き上げたポエムを朝になって読み返したみたいにゴロゴロ床ゆかを転がり始める。

「私にとっては微妙に変えた前まえ髪がみに気づいてもらう以上に大事なことなんだから！　きゅんきゅんポイントだよ！」

　ああ、やっぱヤバいかも。一体燦心は、どうしてしまったんだ？

　疑問しかない俺の前に、燦心から逃れた榁姫さんが突とつ進しんしてくる。

「わ、わたしの目が黒いうちは──」

『──オメェら二人をラブ空間に行かせるかヨォ！』

　久々にタブレットに会話を半分代行させた榁姫さんに、ガッチリ体をホールドされ、揺ゆさぶられてしまう。待て待て。胸に隠かくし持った武器が俺の体に直ちよく撃げきしてるだろうが！

　相変わらず、ちょっと恥ずかしいことがあるとタブレット頼だのみになってしまうんだな……いやそれより、妙なワードが出てきたな。

「ラブ空間？」

『さっきのラップで気づかねェのかヨォ！　炬こ詠よみ燦心はオマエが──』

「わーっ、手がスベッター！」

　棒読み気味な調子とは裏腹に、燦心は、ものすごい勢いでキレのあるキックをタブレットに向けて放つ。

　が、タブレットはキックで撃うち落とされることなく、榁姫さんの手の中にあった。

「すべったのは手ではなく、脚あしですな」

　舞鶴さんは、燦心のキックがタブレットに届く前に、そのスネを、なんと額で完かん璧ぺきに受け止めていたからだ。

　腰こしをかがめた舞鶴さんの立ち位置的に、脚を上げたせいで開帳した燦心のスカートの中はばっちり見えていて。

「今日の炬詠さまは……驚おどろきの白！　汚よごれも恐おそれないクソ度胸！　あっぱれですぞ！」

「わあああっ！」

　羞しゆう恥ちで半泣きの燦心は、慌あわてて両手でスカートを押さえると、今度はその手で俺の腕を痛いくらいガッチリ摑つかみ。

「メグル！　陽菜の近くにいるとあることないこと好き勝手言われるから逃にげるよ！」

「えっ？　せっかく復縁して、キマシ！　とか、あら～、な感じに仲良しだったのに」

「いいからぁ！　戦略的撤てつ退たいなの！」

　俺は、燦心からしつこい勧かん誘ゆうを受けていた時のように、腕うでが引っこ抜ぬけそうなくらい引っ張られ、猛もうスピードで部室を後にするハメになる。

「舞鶴、燦心を追って」

「かしこまり☆」

　某ぼう緑のヨシイさんのごとく、榁姫さんの乗り物と化した舞鶴さんが、廊ろう下かを疾しつ走そうし迫せまってくる。その重圧は、まるで全力ダッシュを覚えたタ○ラントのごとく。

「はやくはやく！」

　俺を引っ張る燦心は、そう急せかしてくる。女子にもかかわらず俺より足が速いだけに、ついていくのがやっとだ。

「今は陽菜と一いつ緒しよにいたらマズいの！　今だけは！」

　燦心は、ただ前方を見つめたまま、本人にしかわからないゴールを目指して走る。




「メグルを好きって言いそうになったことバレちゃう！」




　あれ？　今の。

　今のって……。

　今……どこと、どこで、韻を踏んだんだ？

　まあいい。この追いかけっこが終わったら、燦心に答えを訊こう。

　幸い、さっきのヴァースはシンプルなだけに、完璧に記き憶おくできたしな。

　ともあれ。

　即興でラップできるようになったからといって、俺の《韻感度ライムセンサー》はまだまだ燦心のように敏びん感かんではないらしい。

　もっと練習を積んで、いずれは燦心に認められる実力をつけ、そして俺自身にも関心を持ってもらうこと。

　それがこれからの俺の目標。

　まあ欲を言えば、燦心にも『豆っ子』になってほしいんだけど。

















あとがき






　はじめまして。佐さ波なみ彗すいと申します。

　この度は、本書をお手にとっていただき、ありがとうございます。




　ラップバトルを題材にしようと思ったのは、ありがちですが、某ぼうラップバトル番組を偶ぐう然ぜん目にしたのがキッカケです。

　ぼくは素人しろうとなので、即そつ興きようでラップなんてできないのですが、試しに書くかたちで韻いんを踏ふんだ文章をつくってみたところ、「あ、この言葉とこの言葉で踏めるんだ」という発見がたくさんあり、正反対の意味を持つ言葉同士で踏めた時なんて、母音同士の繫つながりに運命的なものすら感じました。そんなライミングの魔ま法ほうに魅み入いられて、とうとうラップバトルを小説の題材にしてしまったわけです。

　なので、投とう稿こう作では、お話の構成やキャラクターのことはそれほど熱心に考えず、「とにかくたくさん韻を踏んでみる」ことに重点を置きました。キャラクター小説にあるまじき、やりたい放題な投稿作だったと思います。

　もちろん、商業作品としてそのまま出版するわけにはいかず、改かい稿こう後の本作では、ほぼ別の話に生まれ変わっています。受賞ページのあらすじとも全然違ちがいますしね。投稿作だとひきこもっているのはメグルの方ですし。

　ですが、ブラッシュアップされたおかげで、ラップに対する熱意はそのままに、よりわかりやすく、そして面白く仕上げることができたと思います。




　以下、謝辞です。




　まずは、推薦コメントをくださった葵あおいせきな先生をはじめ、第三十一回ファンタジア大賞の選考に関わった皆みな様さま方。皆様のおかげで、本と映画と音楽とモリッシーを支えにがんばった投稿生活が報われ、憧あこがれのファンタジア文庫でデビューすることができました。小学生の時に『魔ま術じゆつ士しオーフェン』、中学生の時に『フルメタル・パニック！』、高校生の頃ころに『まぶらほ』に熱中していたぼくにとって、将来ファンタジア文庫と関わることになるなんて夢物語、まさにファンタジーでした。おかげさまで、非日常が現実になりました。結果が出なくても、投稿を続けてよかったと思います。あきらめないでよかった。本当に、ありがとうございます。




　担当のＴさん。いつもお世話になっています。投稿時代はずっと一人で書いていたので、外側から見たアドバイスを受けられることはとても新しん鮮せんで、頼たのもしかったです。ラップの知識があるＴさんが担当でなければ、完成までたどり着けなかったと思います。これからも頼たよりにしています。よろしくおねがいします。




　イラストを担当してくださったシソさん。ラノベ史上二作目（たぶん）というマイナーすぎるジャンルの作品にもかかわらず引き受けてくださり、本当にありがとうございます。「二人一組」に思うところのあるぼくは、イラストレーターさんが決まるまで不安で仕方がなかったのですが、ラフを目にした瞬しゆん間かん、「ンフフ、勝ったな！」と当社比二倍くらいのキモい顔でニヤついてしまいました。イラストレーターさんあってのライトノベルです。メグルや燦さん心ごや陽ひ菜なが絵になった時、ようやく本作に「表情」が生まれたような気がします。素敵なイラストで力を貸していただき、ありがとうございました。




　最後に、本書が世に出るまでに関わったすべての方々。ありがとうございます。本を出す、ということはチーム戦なのだと、改めて気付かされました。本作はポッセカットですね。




　そして何より、読んでくださった皆様に、最大の感謝を。




　改稿に伴ともなって、一巻では泣く泣く削けずってしまったキャラがいるので、次巻が出れば言うことないんですけどね。



















ディスキャラ メグルくん




オタクがラップでギャルとバトったら、青せい春しゆんラブコメ始はじまった!?








佐さ波なみ 彗すい





富士見ファンタジア文庫





令和元年5月17日　発行





©Sui Sanami, Siso 2019





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『ディスキャラ メグルくん　オタクがラップでギャルとバトったら、青春ラブコメ始まった!?』

令和元年5月20日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/p163.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p115.jpg





item/image/p070.jpg
BOEYXADSY THBE ! D
~S5YVD2TESPIN?~

FIHEVARIFEDDED . WERBWSYTRRATEHEICTEZD?
BREEDOJICHEDBVL. ZHZHS Y ITASZIRLLOLbIAR—DT
PO BLALPRN?  HARR. BIRESPO>TS Y TZIBHBAR?

s
»

EEH< FFTRE-MMIEDETHEO>THKS !
BECEDET, BolILE RO THD, TNT HIIDRET Y TR L,
SYATBTELATHVWALK. [SB. T2 MMGBOTERLRE] b\ (B
BREFLE. BEHR] e [COTIH BABITARRAREK!] >
TOSDOHS Y AUTHBRETT, RUKED LN T BARER. [5Y7
FRULAABICEBREGI DAL || 2TEZBE HLLTELPBLE,

BBIFERT—, FEUMIC, SNS [CBVWTEZEESYFICTBRIITE OK IR
DhYe 7 ZARTRAEAZKW W F+ SEAWAREY LTHHAB— TH. B
M EDNSBEEBATHEWTE, BNESP>TRARE?

SYTDRADFY! BWITSP->THESES !

BN HLEALTE. XEOBH THENE USENEHE OK |
IVREVSRNSEZ BT LR, e K] & [7<) (L - D) &5,
FO2XF ! FNBNESSER3XF. [BET] &[5/ (B-5-7)
[#81) & [EFEN] (&-35-%) EDRe SNFUEREILALARLLBBITE,
REBE, BVL—KICEUINBL | SLEANSBLEZBEVDS |

Z5VRIBBICASLHDT, EICH<KEBEZEATHDE. LWWEBICIEZ DT
Eo TR, [#8] ZRELTINBE VI T YA MRATHEDBFET AR

o BE. YUAPS/RNEFBERATB L. Ry MIFEEEAARD TS
ERT. BT > EERNMETL BDEE =K,

Z5% 5. BHLERACKREND S v TOBAICEN D& !
ZSVSEHTE FPVIH, FAPREE S SARTEADIENERILEL i
. BENEBRPRRESIBEAUNSEEINBAL. BIHEXDLOOR
DS, WERFHTEAYE—I% [Ez) FRANEETHULOK |

Sy T TREQEHLLY . BINEZAZLABEHNEE !
BolzCeZOICHBIFOKEK!






item/image/allcover-001.jpg
{ERE
03BHTL
YIUPRK (BAR

RIRRENTI—
RURDERB &P
SIBBLNE T en

NIFEA

BRTHY 7. WHOREMICT D -HTY THRER . £
W (74 27— b CHEBAT, o7 Rl TALK
bRl MR /MRS K Mo E S DO
[HERE 71 Ao TELOO | BATAT! (iz))

BEAUKOREEH T, (57 7] BB LI

ZIZEN, YoTF 27 7oTRD? Zi&, fbivwob

BT £ o R BT TR B AR & 12
* 5 7 MKOWAS), WOBAZT 4 Ko EINRDLFHET
BE—A &/SPATHL. WY 2S—HEANRT, 77325
K2 59 ToTs b Ui LCHRERRBOWMA S L 12






item/image/p223.jpg





item/image/p303.jpg





item/image/p308.jpg
BLERXADS Y THE ! O

~SYTRBFIDANEEERD ! ~

YT EREDHBIES - [T T 7] [CBIHF R AX!
[F177—] 2TVSOE. 5 TEPOTBALEEDEE DI E,
BASHORIICABEANTHANT BT EN B,

HABS Y APIERLTT, DOBTHLRRICENBRDLE S ESLD S,
LES DR+ T 7—] THENT. ToTHIDERLNK !

5y FCEFDSHDREEF > TEHBDELNTE, S TRELIENDR.

HU. BB EH =5

Sy TDEES 1 AKW BRBE TR EADBIREVNTIH SR,
=2l o) DI 2BEHNVERVHSHNE AT ICEFBELLTY -
ZABBEICEDITLETP>TRANMT77—6H2NDT. FFEZCTHRIELE
L& Do Skype BANZEESTEEICVLENDS, Sy TIHNTEET,

F. Fh. TOPO>TREZECTOOLVWI EAE LNELRAR,

FeUDNC, EESABVE [E5E] BRUTSy S TEIREL. EllcAH
FEVIE, B 5E > TS < BLFEROAN EVWDTERZL. Z50)
SEKRU». SyvTHELHER. AEZEZB>TVSESLBENBLNBULIFE
""" BEEERIED Ich®. &, FEF v SDVUFRIFHEHVEET E,

ZNTLVDTT, Y TREDDIEZRITEL T [IFEZEADIEN
KBLEZITINS XTNBIDTRFEEEAEALZIFINS, BIELEL
TLEEWR. ZNICRDERETIL? BRESENLEFASIADIFTOE
DRUDEFTTER? /NMNUCREDHEFTY .

EULMNCSy FEaEoMFC RAFIKRESAEED>hbLNEE Ao

—

BIESAERD- T, ABUIAR K R ?
ELADYN N ILDONFED' -+ ?

&L ERDLS! FEH!
Y7 ICRRBENG [SFI & [PLOBS 7217 !
BADSHEEERRY. THEMLTINIMRIEEYY S TR
[CTEBON 5y TOBNEL. HUZSICRI N LBLTE
PO THNSESHIRES |

CNFTHULTEEBATONE, FIBSOBERFILILLEED S,

STRICHEERIEV! BEZRLIUEVLA!
—HBICS Y TERO>THES !






item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		contents



		◆プロローグ



		◆第一章　陰とＹＯ！



		◆第二章　チェケラベイベー



		◆第三章　陰キャ・ハウス



		◆第四章　耳ヲ貸スベキ



		◆第五章　韻に淫するＪＫと陰キャの俺



		◆エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p065.jpg





item/image/p011.jpg





item/image/titlepage.jpg
TAAEXYT XTIV A
A HINSY T THEIE oI5 EEST I hFTI?

ER &

O

T7I9I T E
2850






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/toc-001.jpg





item/image/p130.jpg
BB ADS Y THE ! @

~SYTNMLDORULATG~

NMLBRTBEGTE. KPR Z---
BEASRERULTS [TU—RITILSYTFINNILL,
SRLSEDIDNUBVENS, 5 TEHAENDSBLATE,
[WEBBLCESo% ! HFMEATS || 2 THRBHS,
FERULHBDELNER |

POTRARBRFRFTBARITE - TH, fcUNITEULD ok,
EVETCAEMMBEF EERZZDIFH > T, AVICE>BHRM o feh
HELTHS S > TR TEDDIFZFH I PT L,

ALK DTINMVRI A IUHSE S DOFEETE > 113

SYTRAITNBAZNEN! BRERDHDETOHIKE !
[EICH<HERGT v 7). [REHAZUREEBVIE, BHOBEP
BFCHHECAEEOKRET D5y 7] [BEREYSVHYS 7]
ANCEDTBRE/NMLDRI T IUEHEDS U BFICE->TER - MRS
HET BNSEEE, /NN THET ZATS (.

[BHEESVS AT, BFLYEARBVA] >TMITBIERR.

@ - &
TeUDME - SRS A TeD, BN [F5T12! ] > TREE-TS v
Lic5. BHICAVICRB D SIEBAB— WEICE>TEUN DNV ?
EMSADBNEGRAA—VIFEP, B0 [E5F] FEHLESREITLE.
5pAEBEZESZASNT, FEBBD. T AUV &,
BROSHEZEHNTINZNS, BolkkW B PITH TN .

Z5! FIOI-UEFFILETOED!
Y1INSR5NZI—> Tl fA%2E2/5TOK |
AEAE FEERVTNBLASE] S TRRICBSTELHBITE
NNUVHBFDERBNT, ZNITIHA BT ENAENENS |
[BEMEFOSELMEA>T, D315 —Y32(053] DE/N\NLOBH |

Sy 7ICThiE. BFFIOSEICEEZEITEIANNS !
MFEl & [FrR] BBV LR 2EBE>THKS !






item/image/p173.jpg





item/image/p095.jpg





item/image/p293.jpg





item/image/p123.jpg





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
jT' 4 [#E¥F 2] > TOSERELR, FED [disrespect]

DEES LW, [EOFDERILYEN! | > TERY
B0l ey 7Ry 7] OXSLLT. [Fv7] & [F1R] IE¥1>
THINBRVERBRALESTE, £ T RBEFHTYTLr R
L. BICHFERDS [BOTYT] 2 TOEHRHWEFE. Th
D5, BHBBAPHEFAOTHmEDD > TEVNET 1 AETELRLD
5. BUO\ O TRDICESONED: - EIE. UFPRESOERBLRBS R
AT WKETHERVVDILKIFER!

© 0°0%
— A.A./‘-.A.A.A.

)9 ™
AAA*’)AA'A
), 9,9, 74






item/image/kuchie-003.jpg
T mExo

BR2ELE BERIV o
EU—ATIETE o

[E5HEV—ATIETEL






